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第１章 調査の概要

１．調査の目的

市民の声を市政に活かし市民参画の行政を進めていくため、市民の生活実態や問題意識、現

状の施策に対する評価、今後のまちづくりに対する期待などを把握し、今後のまちづくりの基

礎資料とする目的で実施した。 

２．調査の性格

（１）調査地域

太宰府市全域 

（２）調査対象

太宰府市内に居住する 18歳以上の市民 

（３）調査対象者数

2,000 人 

（４）抽出方法

住民基本台帳による無作為抽出法 

（５）調査方法

郵送による発送 

郵送及び Web による回答 

（お礼兼督促状１回郵送） 

（６）調査期間

配  布：令和 5年 2月 10 日（金） 

投函締切：令和 5年 2月 24 日（金） 

     （ただし、3月 3日到着分まで有効とした） 

（７）回収状況

有効回収数：1,110 件（回収率 55.5％） 
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３．調査項目

問1 性別

問2 年齢

問3 世帯構成

問4 職業

問5 小学校区

問6 居住年数

問7 本市の住みやすさ

問8 住みやすい理由

問9 住みにくい理由

問10 市政への関心度

問11 市政への信頼度

問12 効果的な行政運営に対する評価

問13 市職員の対応・姿勢に対する満足度

問14 まちづくりビジョンの認知度

問15A 施策の重要度（31施策）

問15B 施策の満足度（31施策）

問16 太宰府市自治基本条例の認知度

問17 子育てのしやすさ

問18 生きがいの実感

問19 高齢者福祉サービスの充実度

問20 障がい福祉サービスの充実度

問21 公共施設の弱者への配慮

問22 民間施設の弱者への配慮

問23 交通弱者にとって必要な移動手段の確保状況

問24 地域福祉の推進状況

問25 健康状態

問26 健康増進の取り組み状況

問27 健康診査の受診状況

問28 市が健康診査（集団検診）を行った場合の利用意向

問29 災害に対する日頃の備え

問30 消防団の認知度

問31 防犯面の安心度

問32 人権侵害の経験の有無

問33 市内での人権の尊重

問34 固定的な役割分担に対する考え方

問35 ＤＶを受けた経験がある場合の相談経験

問36 生涯学習活動の取り組み状況

問37 運動・スポーツの取り組み頻度

問38 文化芸術活動の取り組み状況

問39 地域の環境マナーの順守状況

問40 地域の美化活動への参加状況

問41 市内の自然の豊かさ

問42 野鳥や昆虫、水辺の生き物等とふれあう場所

問43 生ごみ堆肥化の取り組み状況

問44 不要な紙類及び古布の資源回収の利用状況

問45 省エネルギー・省資源の活動状況

問46 環境に関する学習会等の参加状況

問47 市内の歴史的景観の美しさに対する評価

問48 居住地区のまちなみに対する評価

問49 住環境の快適さに対する評価

問50 商業施設等の利便性に対する評価

問51 市内のバスの利便性に対する評価

問52 コミュニティバスの利用頻度

問53 コミュニティバスの運賃や利便性に対する評価

問54 市内の鉄道の利便性に対する評価

問55 市内の道路の円滑性に対する評価

問56 外出時の移動手段

問57 日頃の買い物場所

問58 歴史・文化遺産に対する評価

問59 本市の日本遺産や市民遺産に対する認知度

問60 観光客の来訪に対する評価

問61 本市の観光に必要なこと

問62 姉妹都市、友好都市締結の認知度

問63 自治会活動・校区自治協議会活動への参加状況

問64 ボランティア活動への参加状況

問65 市民と行政との情報共有

問66 本市が発信している情報を得ている媒体

問67A 「広報だざいふ」の閲読状況

問67B 「太宰府市ホームページ」の閲覧状況

問68 市議会が発信している情報を得ている媒体

問69A 「太宰府市議会だより」の閲読状況

問69B 「太宰府市議会ホームページ」の閲覧状況

 自由意見

住みやすさについて

回答者の属性

本市の行政運営について

日頃の暮らし、行動について
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４．調査結果利用上の注意

（１）単数回答の集計については、設問ごとに無回答の項目を設けて、これを含めた全

体の基数（標本数）を 100％としている。なお、回答率は小数点以下第 2 位を四

捨五入しているため、数表、図表に示す回答率の合計は必ずしも 100％にならな

い場合がある。 

（２）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の集計については、項目別に、基数

（標本数）に対するその項目を選んだ回答者の割合としている。従って、数表、

図表に示す各項目の回答率の合計は 100％を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮ、ｎは、回答率算出上の基数（標本数）である。 

N＝標本全数 

n＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

（４）付問は前問で特定の回答をした一部の回答者のみに対して続けて行った質問であ

る。この場合の回答者は設問回答の該当者のみである。 

（５）文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち、２つ以上のものを合計して

表す場合は『 』としている。 

（６）過去の調査結果と比較検討が可能な設問については、図中では H30 年度調査、R1

年度調査、R2 年度調査、R3 年度調査の表記で掲載している。なお、一部の質問

文や選択肢では、過去の調査とは文言が変更になっているものもある。 

（７）表中「20 歳代」は、18歳・19 歳を含む。 
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（％）

男

性

女

性

無

回

答

1,110    474       603       33
100.0    42.7      54.3      3.0

20歳代 81         34.6      65.4      -
30歳代 116       44.8      55.2      -
40歳代 194       40.7      59.3      -
50歳代 217       40.1      59.9      -
60歳代 202       43.6      54.0      2.5
70歳代以上 271       51.7      47.6      0.7
無回答 29         -            10.3      89.7
太宰府小学校区 176       38.1      60.2      1.7
太宰府東小学校区 103       40.8      58.3      1.0
太宰府南小学校区 81         39.5      60.5      -
水城小学校区 182       39.6      60.4      -
水城西小学校区 131       51.9      47.3      0.8
太宰府西小学校区 209       43.5      56.0      0.5
国分小学校区 128       54.7      45.3      -
わからない 72         43.1      55.6      1.4
無回答 28         3.6        3.6        92.9

年

代

別

小

学

校
区

別

標

本

数

全  体

第２章 調査結果の分析

第１節 回答者の属性

１．性別（問１）

 回答者の性別は「男性」が42.7％、「女性」が54.3％となっている。 

回答者の性別は、「男性」が42.7％、「女性」が54.3％で、女性の方が11.6ポイント高くなっ

ている。 

過去の調査結果と比べると、｢女性｣の方が高い傾向は変わらないが、前年より女性の回答率

が高くなっている。 

年代別にみると、70 歳代以上を除いたすべての年齢層で「女性」の方が「男性」より高く

なっており、20 歳代の「女性」は６割を超えている。 

小学校区別にみると、水城西小学校区と国分小学校区を除いた小学校区で「女性」の方が

「男性」より高くなっている。 

問１．あなたの戸籍上の性別についてお選びください。 
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２．年齢（問２）

 回答者の年齢は70歳代以上が最も多くなっている。 

回答者の年齢は、「70 歳代以上」（24.4％）が最も高く、次いで「50 歳代」（19.5％）、「60 歳

代」（18.2％）、「40歳代」（17.5％）の順となっている。 

小学校区別にみると、水城小学校区、水城西小学校区を除き、「70 歳代以上」が最も高くなっ

ている。一方、水城小学校区では「50 歳代」、水城西小学校区では「40 歳代」が最も高くなっ

ている。 

問２．あなたの年齢を次の中からお選びください。 

（％）

20
歳

代

30
歳

代

40
歳

代

50
歳

代

60
歳

代

70
歳

代
以
上

無
回

答

1,110    81         116       194       217       202       271       29
100.0    7.3        10.5      17.5      19.5      18.2      24.4      2.6

太宰府小学校区 176       7.4        11.9      15.9      23.3      17.0      24.4      -
太宰府東小学校区 103       7.8        9.7        11.7      18.4      18.4      34.0      -
太宰府南小学校区 81         6.2        4.9        19.8      18.5      21.0      27.2      2.5
水城小学校区 182       10.4      12.1      19.8      28.0      15.9      13.7      -
水城西小学校区 131       8.4        8.4        26.0      19.8      16.0      20.6      0.8
太宰府西小学校区 209       5.3        6.7        13.9      16.7      23.0      34.4      -
国分小学校区 128       7.0        10.9      18.8      14.1      18.0      31.3      -
わからない 72         6.9        26.4      20.8      16.7      20.8      8.3        -
無回答 28         -            3.6        -            -            -            3.6        92.9

小
学
校
区

別

標
本
数

全  体
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（％）

単

身

世

帯

夫

婦

の

み

２

世

代

世
帯

（

親

と

子
）

３

世

代

世
帯

（

親

と

子
と

孫
）

４

世

代

以
上

兄

弟

姉

妹
の

み

そ

の

他

無

回

答

1,110    124       339       549       47         2           6           16         27
100.0    11.2      30.5      49.5      4.2        0.2        0.5        1.4        2.4

男　性 474 8.6 35.7 50.0 4.2 - 0.4 1.1 -
女　性 603 13.6 27.5 51.4 4.5 0.3 0.7 1.8 0.2
無回答 33 3.0 12.1 6.1 - - - - 78.8
20歳代 81         9.9        3.7        79.0      7.4        -            -            -            -
30歳代 116       7.8        13.8      72.4      4.3        -            -            1.7        -
40歳代 194       5.2        7.7        83.0      3.1        -            0.5        0.5        -
50歳代 217       9.7        23.5      57.1      5.5        0.5        -            3.2        0.5
60歳代 202       14.9      53.0      25.7      4.0        0.5        1.5        0.5        -
70歳代以上 271       16.6      54.2      23.2      3.3        -            0.7        1.8        -
無回答 29         3.4        -            3.4        3.4        -            -            -            89.7
太宰府小学校区 176       17.0      23.9      52.8      4.0        0.6        0.6        1.1        -
太宰府東小学校区 103       9.7        43.7      41.7      2.9        -            1.0        1.0        -
太宰府南小学校区 81         7.4        28.4      53.1      8.6        -            -            2.5        -
水城小学校区 182       12.6      25.3      54.9      5.5        -            -            1.6        -
水城西小学校区 131       6.1        28.2      61.8      1.5        -            1.5        0.8        -
太宰府西小学校区 209       7.2        38.3      46.4      5.3        0.5        -            2.4        -
国分小学校区 128       6.3        35.9      52.3      5.5        -            -            -            -
わからない 72         31.9      27.8      33.3      -            -            2.8        2.8        1.4
無回答 28         3.6        -            3.6        -            -            -            -            92.9

年

代
別

小

学
校

区

別

標
本
数

全  体

性
別

３．世帯構成（問３）

「２世代世帯（親と子）」が約5割、「夫婦のみ」の世帯が約3割となっている。 

 60 歳代以上では「夫婦のみ」の世帯の割合が高く、50 歳代以下では「２世代世帯（親と
子）」の割合が高い。 

回答者の世帯構成は、「２世代世帯（親と子）」（49.5％）が最も高く、次いで「夫婦のみ」

（30.5％）の順となっている。 

性別にみると、男女とも「２世代世帯（親と子）」が最も高くなっている。 

年代別にみると、50 歳代以下では、「２世代世帯（親と子）」が最も高く、60 歳代以上では

「夫婦のみ」が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、太宰府東小学校区を除き、「２世代世帯（親と子）」が最も高くなって

いる。一方、太宰府東小学校区は、「夫婦のみ」（43.7％）が最も高くなっている。 

問３．あなたの世帯構成について次の中からお選びください。 
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４．職業（問４）

 職業は「会社員」（30.4％）が最も高く、次いで「無職」（21.5％）、「パート・アルバイト
など」（17.5％）が主である。 

回答者の職業は、「会社員」（30.4％）が最も高く、次いで「無職」（21.5％）、「パート・アル

バイトなど」（17.5％）、の順となっている。 

過去の調査結果と比べると、過去５年間の調査で「会社員」と「無職」の割合が高い傾向は

変わらない。 

性別にみると、男性は「会社員」（44.3％）が最も高くなっている。一方、女性は「パート・

アルバイトなど」（26.2％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、「会社員」が最も高いのは、水城小学校区（38.5％）となっている。一

方、「無職」が最も高いのは、太宰府東小学校区（29.1％）となっている。 

問４．あなたのご職業を次の中からお選びください。 

（％）

会
社

員

農
林

水

産

業

自
営

業
（

農
林

水
産

業

以

外
）

団
体

職

員

・
公

務
員

家
事

専

業

パ
ー

ト

・

ア
ル

バ
イ

ト

な

ど

学
生

無
職

そ
の

他

無
回

答

1,110  337     1         70       60       120     194     32       239     29       28
100.0  30.4    0.1      6.3      5.4      10.8    17.5    2.9      21.5    2.6      2.5

男　性 474 44.3 - 9.3 5.9 0.2 7.4 3.0 26.4 3.2 0.4
女　性 603 21.1 0.2 4.3 5.1 19.4 26.2 3.0 18.4 2.3 -
無回答 33 - - - 3.0 6.1 3.0 - 9.1 - 78.8
男性:20歳代 28 28.6 - - - - 17.9 50.0 - 3.6 -
男性:30歳代 52 71.2 - 11.5 9.6 - - - 5.8 1.9 -
男性:40歳代 79 72.2 - 7.6 11.4 - 3.8 - 1.3 3.8 -
男性:50歳代 87 71.3 - 10.3 9.2 - 2.3 - 3.4 3.4 -
男性:60歳代 88 39.8 - 9.1 6.8 - 10.2 - 31.8 1.1 1.1
男性:70歳代以上 140 7.9 - 10.7 - 0.7 11.4 - 64.3 4.3 0.7
女性:20歳代 53 32.1 - 1.9 9.4 3.8 15.1 34.0 3.8 - -
女性:30歳代 64 37.5 - 7.8 9.4 9.4 28.1 - 4.7 3.1 -
女性:40歳代 115 40.0 - 4.3 7.0 12.2 29.6 - 7.0 - -
女性:50歳代 130 25.4 - 6.2 7.7 13.8 35.4 - 10.8 0.8 -
女性:60歳代 109 6.4 - 2.8 1.8 25.7 32.1 - 24.8 6.4 -
女性:70歳代以上 129 - 0.8 3.1 - 38.0 11.6 - 43.4 3.1 -
無回答 36 - - - 2.8 5.6 8.3 - 11.1 - 72.2
太宰府小学校区 176     29.0    -          11.4    6.8      13.1    17.6    2.8      15.9    3.4      -
太宰府東小学校区 103     25.2    -          3.9      4.9      9.7      20.4    4.9      29.1    1.9      -
太宰府南小学校区 81       25.9    -          2.5      2.5      14.8    22.2    3.7      25.9    1.2      1.2
水城小学校区 182     38.5    -          7.1      7.7      11.5    17.6    2.7      14.3    0.5      -
水城西小学校区 131     37.4    -          5.3      6.1      6.9      16.8    4.6      19.1    3.8      -
太宰府西小学校区 209     25.8    0.5      4.3      3.3      16.3    15.8    2.9      27.8    3.3      -
国分小学校区 128     32.0    -          5.5      6.3      5.5      18.8    1.6      26.6    3.1      0.8
わからない 72       34.7    -          11.1    4.2      5.6      18.1    -          22.2    4.2      -
無回答 28       -          -          -          3.6      -          -          -          3.6      -          92.9

小

学

校

区
別

標

本

数

全  体

性
別

性

別
・

年

代

別
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５．小学校区（問５）

 住んでいる小学校区は「太宰府西小学校区」（18.8％）と「水城小学校区」（16.4％）が多
くなっている。 

回答者の住んでいる小学校区は「太宰府西小学校区」（18.8％）が最も高く、次いで「水城小

学校区」（16.4％）、「太宰府小学校区」（15.9％）の順となっている。 

性別にみると、男女とも「太宰府西小学校区」が最も高くなっている。 

年代別にみると、60歳代以上は、「太宰府西小学校区」が、50歳代以下では「水城小学校区」

が最も高くなっている。 

問５．あなたの住んでいる小学校区を次の中からお選びください。 

（％）

太

宰
府

小

学
校

区

太

宰
府

東

小

学
校

区

太

宰
府

南

小

学
校

区

水

城

小

学
校

区

水

城
西

小

学
校

区

太

宰
府

西

小

学
校

区

国

分

小

学
校

区

わ

か
ら

な

い 無

回
答

1,110   176      103      81        182      131      209      128      72        28
100.0   15.9     9.3       7.3       16.4     11.8     18.8     11.5     6.5       2.5

男　性 474 14.1 8.9 6.8 15.2 14.3 19.2 14.8 6.5 0.2
女　性 603 17.6 10.0 8.1 18.2 10.3 19.4 9.6 6.6 0.2
無回答 33 9.1 3.0 - - 3.0 3.0 - 3.0 78.8
20歳代 81        16.0     9.9       6.2       23.5     13.6     13.6     11.1     6.2       -
30歳代 116      18.1     8.6       3.4       19.0     9.5       12.1     12.1     16.4     0.9
40歳代 194      14.4     6.2       8.2       18.6     17.5     14.9     12.4     7.7       -
50歳代 217      18.9     8.8       6.9       23.5     12.0     16.1     8.3       5.5       -
60歳代 202      14.9     9.4       8.4       14.4     10.4     23.8     11.4     7.4       -
70歳代以上 271      15.9     12.9     8.1       9.2       10.0     26.6     14.8     2.2       0.4
無回答 29        -           -           6.9       -           3.4       -           -           -           89.7

年
代

別

標
本

数

全  体

性

別
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（％）

３
年
未

満

３
年
以

上
～

５
年
未

満

５
年
以

上
～

1
0
年

未
満

1
0
年

以
上
～

1
5
年

未
満

1
5
年

以
上
～

2
0
年

未
満

2
0
年

以
上
～

2
5
年

未
満

2
5
年

以
上

無
回
答

1,110   75        24        53        123      133      128      547      27
100.0   6.8       2.2       4.8       11.1     12.0     11.5     49.3     2.4

男　性 474 6.8 1.9 4.4 10.5 13.3 11.0 51.9 0.2
女　性 603 7.1 2.5 5.1 12.1 11.4 12.4 49.1 0.2
無回答 33 - - 3.0 - 3.0 3.0 15.2 75.8
20歳代 81        22.2     6.2       3.7       17.3     18.5     22.2     9.9       -
30歳代 116      34.5     12.1     9.5       13.8     3.4       4.3       22.4     -
40歳代 194      3.1       2.1       8.2       24.2     22.2     10.8     28.9     0.5
50歳代 217      3.7       -          3.2       11.1     16.1     15.7     50.2     -
60歳代 202      -          -          4.0       5.0       7.4       11.4     71.8     0.5
70歳代以上 271      1.1       0.4       2.6       4.4       7.4       10.0     74.2     -
無回答 29        -          -          3.4       -          3.4       -          6.9       86.2
太宰府小学校区 176      7.4       2.3       2.8       11.9     12.5     14.2     48.3     0.6
太宰府東小学校区 103      2.9       1.9       1.9       4.9       5.8       9.7       72.8     -
太宰府南小学校区 81        6.2       1.2       3.7       13.6     18.5     8.6       46.9     1.2
水城小学校区 182      8.2       2.2       6.0       14.8     13.2     14.8     40.7     -
水城西小学校区 131      6.1       -          6.9       13.0     19.1     11.5     43.5     -
太宰府西小学校区 209      2.4       1.0       3.8       8.6       9.6       11.5     63.2     -
国分小学校区 128      5.5       3.1       3.9       9.4       10.9     10.9     56.3     -
わからない 72        26.4     9.7       13.9     15.3     8.3       8.3       18.1     -
無回答 28        -          -          -          3.6       3.6       -          3.6       89.3

年
代
別

小

学
校
区
別

標
本
数

全  体

性

別

６．居住年数（問６）

 居住年数が「25年以上」が約５割を占めている。 

回答者の居住年数は「25年以上」（49.3％）が最も高く約５割を占めている。 

過去の調査結果と比べると、平成 30 年度調査から「25 年以上」は増加している傾向にあった

が、令和 3 度調査で減少に転じた。「3 年未満」は令和 3 年度調査より 5.8 ポイント増加してい

る。 

性別にみると、男女とも「25年以上」が最も高くなっている。 

年代別にみると、40 歳代以上では、年代が上がるにつれて在住歴が長い傾向にある。一方、

20 歳代では「3 年未満」と「20 年以上～25 年未満」の割合が同率で高く、30 歳代では「3 年未

満」が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で「25年以上」が最も高くなっている。 

問６．あなたは本市に住んで何年になりますか。次の中からお選びください。 
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第２節 住みやすさについて

１．本市の住みやすさ（問７）

 本市の住みやすさについて『満足派』は80.3％、『不満派』は10.7％となっている。 

本市の住みやすさについて、『満足派』（「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」の

合計）の割合は 80.3％、一方、『不満派』（「住みにくい」と「どちらかといえば住みにくい」の

合計）は 10.7％で、『満足派』が８割以上と高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『満足派』は令和 3 年度調査から 1.3 ポイント増加しており、過

去５年間の調査で最も高くなっている。 

性別にみると、『満足派』は男性（84.6％）の方が女性が（80.6％）より高くなっている。 

年代別にみると、いずれも『満足派』が７割を超えている。なお、『満足派』が最も高いのは

20 歳代（91.4％）となっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『満足派』が７割を超えている。『満足派』の割合

が最も高いのは水城西小学校区（90.0％）となっている。 

問７．あなたは本市が住みやすいまちだと思いますか。（○は 1つ） 

（％）

住
み

や

す

い

ど
ち

ら

か

と

い
え

ば

住

み

や
す

い

ど
ち

ら

と

も

い
え

な

い

ど
ち

ら

か

と

い
え

ば

住

み

に
く

い

住
み

に

く

い

無
回

答

満
足

派

不
満

派

1,110 391 501 69 96 23 30 892 119
100.0 35.2 45.1 6.2 8.6 2.1 2.7 80.3 10.7

男　性 474 40.1 44.5 5.3 7.4 1.9 0.8 84.6 9.3
女　性 603 32.8 47.8 7.1 10.0 2.2 0.2 80.6 12.2
無回答 33 9.1 6.1 3.0 3.0 3.0 75.8 15.2 6.0
20歳代 81 49.4 42.0 1.2 6.2 1.2 - 91.4 7.4
30歳代 116 38.8 46.6 4.3 6.9 2.6 0.9 85.4 9.5
40歳代 194 38.7 41.2 5.7 13.4 0.5 0.5 79.9 13.9
50歳代 217 32.7 46.1 7.4 10.6 2.8 0.5 78.8 13.4
60歳代 202 32.2 48.0 9.4 8.9 0.5 1.0 80.2 9.4
70歳代以上 271 35.1 49.4 6.3 5.9 3.3 - 84.5 9.2
無回答 29 - 6.9 - - 6.9 86.2 6.9 6.9
太宰府小学校区 176 34.1 45.5 5.1 11.4 4.0 - 79.6 15.4
太宰府東小学校区 103 36.9 48.5 7.8 5.8 1.0 - 85.4 6.8
太宰府南小学校区 81 32.1 50.6 4.9 9.9 2.5 - 82.7 12.4
水城小学校区 182 46.2 36.3 3.8 12.1 1.6 - 82.5 13.7
水城西小学校区 131 45.0 45.0 3.8 5.3 0.8 - 90.0 6.1
太宰府西小学校区 209 31.1 52.6 7.2 6.2 1.9 1.0 83.7 8.1
国分小学校区 128 28.9 48.4 8.6 10.2 2.3 1.6 77.3 12.5
わからない 72 30.6 43.1 13.9 9.7 1.4 1.4 73.7 11.1
無回答 28 - 7.1 - - 3.6 89.3 7.1 3.6

年

代

別

小

学
校

区

別

標

本

数

全  体

性

別
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２．住みやすい理由（問８）

 住みやすい理由は、「自宅周辺の環境がよい」（62.9％）が最も高く、次いで「史跡や文化
財が身近にある」（37.8％）、「通勤通学の交通の便がよい」（29.4％）などの順となってい

る。 

本市が住みやすい理由について、「自宅周辺の環境がよい」（62.9％）が最も高く、次いで

「史跡や文化財が身近にある」（37.8％）、「通勤通学の交通の便がよい」（29.4％）となってい

る。 

過去の調査結果と比べると、上位３項目の「自宅周辺の環境がよい」、「史跡や文化財が身近に

ある」、「通勤通学の交通の便がよい」は、令和 3 年度調査からそれぞれ 4.9 ポイント、3.4 ポイ

ント、2.8 ポイント減少している。 

問８．【住みやすいと答えた方】におたずねします。住みやすいと思う主な理由は何ですか。

（○は３つまで） 
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性別にみると、男女ともに「自宅周辺の環境がよい」が最も高くなっており、男性（67.3％）

の方が女性（59.3％）より高くなっている。次いで、「史跡や文化財が身近にある」（男性

41.9％、女性 34.2％）、「通勤通学の交通の便がよい」（男性 32.4％、女性 26.5％）の順となっ

ている。 

年代別にみると、すべての年代で「自宅周辺の環境がよい」が最も高くなっている。次いで、

20歳代は「まちの知名度が高い」、「友人・知人が多い」で、30歳代と40歳代は「通勤通学の交

通の便がよい」、50歳代以上は「史跡や文化財が身近にある」がそれぞれ高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で「自宅周辺の環境がよい」が最も高くなっている。 

（％）

自
宅
周
辺

の
環
境
が
よ
い

史
跡
や
文

化
財
が
身
近
に

あ
る

通
勤
通
学

の
交
通
の
便
が

よ
い

ま
ち
の
知

名
度
が
高
い

公
園
や
街

路
樹
な
ど
の
緑

が
多
い

友
人
・
知

人
が
多
い

医
療
機
関

が
多
い

商
店
が
多

く
買
い
物
が
便

利 道
路
や
上

下
水
道
の
整
備

が
進
ん
で

い
る

健
康
づ
く

り
の
た
め
の
事

業
が
充
実

し
て
い
る

教
育
・
文

化
施
設
の
整
備

が
進
ん
で

い
る

子
育
て
し

や
す
い
制
度
や

環
境
が
整
っ

て
い
る

サ
ー

ク
ル

活
動
が
盛
ん

大
学
・
短

大
が
多
い

ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
や

す
い

生
涯
学
習

・
ス
ポ
ー

ツ
の

事
業
が
盛

ん

高
齢
者
施

設
が
充
実
し
て

い
る

そ
の
他

892 561 337 262 217 197 157 152 124 37 22 15 14 10 9 7 6 5 23
- 62.9 37.8 29.4 24.3 22.1 17.6 17.0 13.9 4.1 2.5 1.7 1.6 1.1 1.0 0.8 0.7 0.6 2.6

男　性 401 67.3 41.9 32.4 24.9 23.2 13.2 16.0 13.5 2.7 2.2 2.0 1.7 0.5 1.0 0.5 1.2 0.5 1.7
女　性 486 59.3 34.2 26.5 23.9 21.4 21.2 18.1 14.4 5.3 2.7 1.4 1.4 1.6 1.0 1.0 0.2 0.6 3.1
無回答 5 60.0 60.0 60.0 20.0 - 20.0 - - - - - - - - - - - 20.0
20歳代 74 52.7 29.7 29.7 32.4 16.2 32.4 9.5 9.5 - - - - 1.4 4.1 - - - 1.4
30歳代 99 53.5 27.3 32.3 27.3 20.2 17.2 10.1 12.1 1.0 - 2.0 4.0 - 3.0 3.0 - - 1.0
40歳代 155 71.0 32.9 40.0 20.6 16.1 18.7 9.7 11.0 1.9 1.3 1.3 1.9 - - - - - 3.2
50歳代 171 57.9 45.6 34.5 26.9 25.1 14.6 9.9 11.7 5.3 0.6 1.8 2.3 - 1.2 1.2 - - 4.7
60歳代 162 61.1 39.5 25.9 22.8 20.4 16.7 21.0 17.9 3.7 3.1 0.6 1.9 0.6 0.6 - 1.2 1.2 1.9
70歳代以上 229 70.3 41.5 19.7 22.3 27.9 15.3 30.1 17.0 7.9 6.1 3.1 - 3.5 - 0.9 1.7 1.3 1.7
無回答 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 50.0
太宰府小学校区 140 65.7 50.7 29.3 28.6 20.7 15.0 15.7 9.3 0.7 3.6 3.6 0.7 1.4 1.4 0.7 - 1.4 2.1
太宰府東小学校区 88 54.5 42.0 26.1 31.8 22.7 21.6 19.3 10.2 4.5 3.4 1.1 1.1 4.5 1.1 3.4 1.1 - 1.1
太宰府南小学校区 67 62.7 35.8 23.9 23.9 16.4 23.9 9.0 10.4 9.0 6.0 - 1.5 3.0 - - - - 4.5
水城小学校区 150 66.7 43.3 36.7 18.0 26.7 21.3 11.3 6.0 2.7 - 0.7 2.0 0.7 2.0 - - 0.7 2.0
水城西小学校区 118 53.4 35.6 52.5 23.7 11.9 16.1 9.3 19.5 4.2 2.5 0.8 3.4 - - - 0.8 - 0.8
太宰府西小学校区 175 70.3 22.3 17.1 19.4 18.9 18.3 33.7 25.7 7.4 4.0 1.1 1.7 0.6 1.1 0.6 1.1 1.1 3.4
国分小学校区 99 60.6 40.4 24.2 25.3 37.4 14.1 11.1 7.1 2.0 - 3.0 1.0 - - 1.0 1.0 - 4.0
わからない 53 60.4 35.8 20.8 34.0 24.5 5.7 17.0 18.9 3.8 - 3.8 - - - 1.9 1.9 - 1.9
無回答 2 50.0 - - 50.0 - 50.0 - 50.0 - - - - - 50.0 - - - 50.0

年
代
別

小
学

校
区
別

標

本
数

全  体

性
別
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３．住みにくい理由（問９）

 住みにくい理由は、「保険料や公共料金が高い」（43.7％）が最も高い。 

本市が住みにくい理由について、「保険料や公共料金が高い」（43.7％）が最も高く、次いで

「近所に商店が少ない」（42.0％）、「大型総合病院がない」（24.4％）、「通勤通学の交通の便が

悪い」（23.5％）の順となっている。 

過去の調査結果と比べると、令和 3 年度調査から「道路や上下水道の整備が遅れている」

（10.5 ポイント減）、「通勤通学の交通の便が悪い」（5.2 ポイント減）などが大きく減少してい

る。一方、「子育て支援の制度や環境が不十分」（4.8 ポイント増）、「高齢者や障がい者の福祉施

策が遅れている」（4.5 ポイント増）などが大きく増加している。 

問９．【住みにくいと答えた方】におたずねします。住みにくいと思う主な理由は何ですか。

（○は３つまで） 
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性別にみると、男性は「保険料や公共料金が高い」（47.7％）、女性は「保険料や公共料金が

高い」「近所に商店が少ない」（同率 41.1％）が最も高くなっている。続いて、男性は「近所に

商店が少ない」（43.2％）、「大型総合病院がない」（25.0％）、「通勤通学の交通の便が悪い」「子

育て支援の制度や環境が不十分」（同率 13.6％）の順になっている。一方、女性は「通勤通学の

交通の便が悪い」（30.1％）、「大型総合病院がない」「子育て支援の制度や環境が不十分」（同率

24.7％）の順になっている。 

校区別にみると、太宰府南小学校区で「近所に商店が少ない」（80.0％）、国分小学校区で

「保険料や公共料金が高い」（62.5％）の割合が特に高くなっている。 

（％）

保
険
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が
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商
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が
少
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大
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通
勤
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便
が

悪
い

子
育
て
支

援
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制
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境
が
不
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齢
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障
が
い
者
の
福
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施
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遅
れ
て
い
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自
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周
辺
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環
境
が
悪
い

就
職
先
が

少
な
い

道
路
や
上

下
水
道
の
整
備

が
遅
れ
て

い
る

災
害
対
策

に
不
安
が
あ
る

教
育
・
文

化
施
設
の
整
備

が
不
十
分

近
所
づ
き

あ
い
が
苦
手

生
涯
学
習

・
ス
ポ
ー

ツ
の

事
業
が
少

な
い

公
園
や
街

路
樹
な
ど
の
緑

が
少
な
い

サ
ー

ク
ル

活
動
が
少
な
い

健
診
や
健

康
づ
く
り
事
業

な
ど
が
不

十
分

ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
に

く
い

そ
の
他

119 52 50 29 28 24 22 15 13 10 10 10 9 6 6 4 3 1 8
- 43.7 42.0 24.4 23.5 20.2 18.5 12.6 10.9 8.4 8.4 8.4 7.6 5.0 5.0 3.4 2.5 0.8 6.7

男　性 44 47.7 43.2 25.0 13.6 13.6 11.4 9.1 11.4 11.4 11.4 13.6 4.5 4.5 9.1 2.3 4.5 2.3 6.8
女　性 73 41.1 41.1 24.7 30.1 24.7 23.3 13.7 11.0 6.8 6.8 5.5 9.6 5.5 2.7 4.1 1.4 - 6.8
無回答 2 50.0 50.0 - - - - 50.0 - - - - - - - - - - -
20歳代 6 16.7 33.3 16.7 50.0 16.7 - - 33.3 - - 16.7 - 16.7 16.7 - - 16.7 16.7
30歳代 11 18.2 36.4 9.1 18.2 27.3 18.2 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 - - - 18.2 - 18.2
40歳代 27 44.4 25.9 11.1 33.3 48.1 11.1 11.1 22.2 7.4 - 18.5 7.4 7.4 11.1 3.7 - - 7.4
50歳代 29 58.6 44.8 27.6 13.8 13.8 24.1 13.8 10.3 6.9 6.9 3.4 6.9 - 3.4 3.4 - - 3.4
60歳代 19 26.3 52.6 42.1 36.8 15.8 15.8 15.8 5.3 5.3 15.8 - 10.5 10.5 - 10.5 - - -
70歳代以上 25 56.0 52.0 28.0 12.0 - 24.0 12.0 - 12.0 16.0 8.0 8.0 4.0 4.0 - 4.0 - 8.0
無回答 2 50.0 50.0 50.0 - - 50.0 50.0 - 50.0 - - - - - - - - -
太宰府小学校区 27 37.0 37.0 22.2 25.9 11.1 7.4 18.5 7.4 - 7.4 11.1 14.8 - 7.4 3.7 - - 14.8
太宰府東小学校区 7 42.9 57.1 28.6 14.3 14.3 - - 14.3 28.6 - - - - - - 14.3 - -
太宰府南小学校区 10 30.0 80.0 30.0 50.0 10.0 30.0 - - 10.0 - - 10.0 - - - 10.0 - -
水城小学校区 25 52.0 52.0 12.0 16.0 24.0 24.0 12.0 16.0 20.0 12.0 12.0 4.0 12.0 - 8.0 - - 8.0
水城西小学校区 8 37.5 25.0 25.0 12.5 37.5 25.0 12.5 25.0 12.5 - 25.0 12.5 - 12.5 - - - -
太宰府西小学校区 17 47.1 17.6 52.9 17.6 23.5 47.1 5.9 11.8 - 11.8 5.9 11.8 11.8 11.8 - 5.9 5.9 -
国分小学校区 16 62.5 37.5 12.5 25.0 25.0 6.3 12.5 12.5 6.3 18.8 6.3 - 6.3 - 6.3 - - -
わからない 8 12.5 37.5 25.0 37.5 25.0 - 25.0 - - - - - - 12.5 - - - 25.0
無回答 1 100.0 100.0 - - - - 100.0 - - - - - - - - - - -

標

本
数

全  体

性
別

年
代
別

小
学

校
区
別
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第３節 本市の行政運営について

１．市政への関心度（問 10）

 市政への関心度は、『ある派』は67.8％、『ない派』は29.4％となっている。 

市政への関心度について、『ある派』（「ある」と「どちらかといえばある」の合計）は 67.8％

となっている。一方、『ない派』（「ない」と「どちらかといえばない」の合計）は 29.4％で、

『ある派』の方が『ない派』よりも 38.4 ポイント高くなっている。 

性別にみると、『ある派』は男性（74.5％）の方が女性（64.9％）より 9.6 ポイント高くなっ

ている。 

年代別にみると、『ある派』は 70 歳代以上（80.1％）が最も高くなっており、一方、『ない派』

は 20 歳代（43.2％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『ある派』の方が『ない派』より高くなっており、

太宰府南小学校区（79.0％）が最も高くなっている。 

問 10．あなたは市政に関心はありますか。（○は１つ） 

（％）

あ

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

あ

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

な

い

な

い

無

回

答

あ

る

派

な

い

派

1,110 203 549 264 62 32 752 326
100.0 18.3 49.5 23.8 5.6 2.9 67.8 29.4

男　性 474 23.4 51.1 18.6 6.1 0.8 74.5 24.7
女　性 603 14.8 50.1 28.7 5.5 1.0 64.9 34.2
無回答 33 9.1 15.2 9.1 - 66.7 24.3 9.1
20歳代 81 14.8 40.7 28.4 14.8 1.2 55.5 43.2
30歳代 116 16.4 40.5 29.3 12.9 0.9 56.9 42.2
40歳代 194 18.6 47.4 28.4 4.6 1.0 66.0 33.0
50歳代 217 16.6 51.6 25.3 5.5 0.9 68.2 30.8
60歳代 202 17.3 53.0 25.7 3.5 0.5 70.3 29.2
70歳代以上 271 22.9 57.2 16.2 2.6 1.1 80.1 18.8
無回答 29 10.3 10.3 3.4 - 75.9 20.6 3.4
太宰府小学校区 176 18.2 48.9 25.6 6.3 1.1 67.1 31.9
太宰府東小学校区 103 17.5 56.3 20.4 5.8 - 73.8 26.2
太宰府南小学校区 81 16.0 63.0 17.3 3.7 - 79.0 21.0
水城小学校区 182 19.2 56.0 18.1 6.0 0.5 75.2 24.1
水城西小学校区 131 25.2 42.7 25.2 5.3 1.5 67.9 30.5
太宰府西小学校区 209 18.2 54.5 22.0 3.8 1.4 72.7 25.8
国分小学校区 128 18.0 46.9 30.5 3.9 0.8 64.9 34.4
わからない 72 12.5 27.8 43.1 15.3 1.4 40.3 58.4
無回答 28 7.1 7.1 7.1 - 78.6 14.2 7.1

全  体

性

別

年

代

別

小

学

校
区

別

標

本

数
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２．市政への信頼度（問 11）

 市政への信頼ついては、『肯定派』は74.2％、『否定派』は22.2％となっている。 

市政への信頼度について、『肯定派』（「信頼している」と「どちらかといえば信頼している」

の合計）は 74.2％となっている。一方、『否定派』（「信頼していない」と「どちらかといえば信

頼していない」の合計）は 22.2％で、『肯定派』の方が『否定派』よりも 52.0 ポイント高く

なっている。 

性別にみると、『肯定派』は男性（78.1％）の方が女性（74.1％）より高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』は 70 歳代以上（84.8％）が最も高くなっており、一方、『否定

派』は 20歳代（33.3％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『肯定派』の方が『否定派』より高くなっており、

太宰府南小学校区（81.5％）が最も高くなっている。 

問 11．あなたは市政を信頼していますか。（○は１つ） 

（％）

信

頼

し

て
い

る

ど

ち

ら

か
と

言

え

ば

信

頼
し

て

い

る

ど

ち

ら

か
と

言

え

ば

信

頼
し

て

い

な

い

信

頼

し

て
い

な

い 無

回

答

肯

定

派

否

定

派

1,110 96 728 204 42 40 824 246
100.0 8.6 65.6 18.4 3.8 3.6 74.2 22.2

男　性 474 9.7 68.4 15.0 5.3 1.7 78.1 20.3
女　性 603 8.1 66.0 21.6 2.7 1.7 74.1 24.3
無回答 33 3.0 18.2 9.1 3.0 66.7 21.2 12.1
20歳代 81 12.3 53.1 29.6 3.7 1.2 65.4 33.3
30歳代 116 5.2 61.2 25.9 6.9 0.9 66.4 32.8
40歳代 194 6.2 64.9 22.7 5.2 1.0 71.1 27.9
50歳代 217 9.7 65.9 18.9 4.1 1.4 75.6 23.0
60歳代 202 5.9 71.3 17.3 3.5 2.0 77.2 20.8
70歳代以上 271 12.5 72.3 10.7 1.8 2.6 84.8 12.5
無回答 29 3.4 17.2 3.4 - 75.9 20.6 3.4
太宰府小学校区 176 7.4 65.9 22.2 2.3 2.3 73.3 24.5
太宰府東小学校区 103 3.9 70.9 19.4 4.9 1.0 74.8 24.3
太宰府南小学校区 81 13.6 67.9 16.0 1.2 1.2 81.5 17.2
水城小学校区 182 11.5 64.3 19.8 3.8 0.5 75.8 23.6
水城西小学校区 131 12.2 66.4 16.0 3.1 2.3 78.6 19.1
太宰府西小学校区 209 7.7 68.9 17.7 3.8 1.9 76.6 21.5
国分小学校区 128 9.4 70.3 16.4 2.3 1.6 79.7 18.7
わからない 72 4.2 58.3 20.8 13.9 2.8 62.5 34.7
無回答 28 - 14.3 7.1 - 78.6 14.3 7.1

全  体

性

別

年

代

別

小

学

校
区

別

標

本

数
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３．効果的な行政運営に対する評価（問 12）

 効果的な行政運営については、『肯定派』は67.1％、『否定派』は28.6％となっている。 

本市の効果的な行政運営について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）は 67.1％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう

思わない」の合計）は 28.6％で、『肯定派』の方が『否定派』より 38.5 ポイント高くなってい

る。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』は令和 3 年度調査から 3.2 ポイント増加しており、過

去５年間の調査で最も高くなっている。 

性別にみると、『肯定派』は女性（69.2％）の方が男性（67.7％）より高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』が最も高いのは 70 歳代以上（72.3％）となっている。 

小学校区別にみると、『肯定派』が最も高いのは水城小学校区（70.8％）となっている。一方、

『否定派』が最も高いのは太宰府東小学校区（32.0％）となっている。 

問 12．あなたは本市が効果的に行政運営を行っていると思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か
と

言

え
ば

そ
う
思

う

ど
ち

ら
か
と

言

え
ば

そ
う
思

わ

な
い

そ
う

思
わ
な

い

無
回

答

肯
定

派

否
定

派

1,110 88 657 274 43 48 745 317
100.0 7.9 59.2 24.7 3.9 4.3 67.1 28.6

男　性 474 7.6 60.1 24.1 5.9 2.3 67.7 30.0
女　性 603 8.5 60.7 25.7 2.5 2.7 69.2 28.2
無回答 33 3.0 18.2 15.2 - 63.6 21.2 15.2
20歳代 81 8.6 53.1 30.9 4.9 2.5 61.7 35.8
30歳代 116 4.3 62.1 23.3 9.5 0.9 66.4 32.8
40歳代 194 6.2 62.4 25.8 4.1 1.5 68.6 29.9
50歳代 217 6.0 60.4 27.2 4.6 1.8 66.4 31.8
60歳代 202 7.4 62.4 24.8 3.0 2.5 69.8 27.8
70歳代以上 271 13.3 59.0 21.8 1.5 4.4 72.3 23.3
無回答 29 - 13.8 13.8 - 72.4 13.8 13.8
太宰府小学校区 176 10.2 57.4 24.4 4.5 3.4 67.6 28.9
太宰府東小学校区 103 4.9 59.2 29.1 2.9 3.9 64.1 32.0
太宰府南小学校区 81 7.4 63.0 23.5 4.9 1.2 70.4 28.4
水城小学校区 182 7.1 63.7 24.2 3.8 1.1 70.8 28.0
水城西小学校区 131 8.4 61.1 24.4 3.1 3.1 69.5 27.5
太宰府西小学校区 209 8.6 61.2 24.9 3.3 1.9 69.8 28.2
国分小学校区 128 8.6 61.7 24.2 2.3 3.1 70.3 26.5
わからない 72 8.3 52.8 26.4 9.7 2.8 61.1 36.1
無回答 28 - 10.7 14.3 - 75.0 10.7 14.3

全  体
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別
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代
別

小

学
校
区

別

標
本

数
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４．市職員の対応・姿勢に対する満足度（問 13）

 市職員の対応や行動などの仕事への取り組みについては、『満足派』は 82.7％、『不満派』

は14.2％となっている。 

市職員の対応や行動に対する満足度について、『満足派』（「満足している」と「ある程度満足

している」の合計）は 82.7％となっている。一方、『不満派』（「満足していない」と「あまり満

足していない」の合計）は 14.2％で、『満足派』の方が『不満派』より高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『満足派』は令和 3 年度調査まで増加傾向にあったが、今年度調

査で減少に転じている。 

性別にみると、『満足派』は女性（85.2％）の方が男性（83.3％）より高くなっている。 

年代別にみると、『満足派』最も高いのは 70歳代以上（89.7％）となっている。 

小学校区別にみると、『満足派』が最も高いのは水城西小学校区（90.1％）となっている。一

方、『不満派』が最も高いのは水城小学校区（18.6％）となっている。 

問 13．あなたは本市職員の窓口での対応や日頃の仕事に対する姿勢について、満足しています

か。（○は１つ） 

（％）

満

足
し

て
い

る

あ

る
程

度
満

足

し

て
い

る

あ

ま
り

満
足

し

て

い
な

い

満

足
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て
い

な

い 無

回
答

満

足
派

不

満
派

1,110 249 669 133 24 35 918 157
100.0 22.4 60.3 12.0 2.2 3.2 82.7 14.2

男　性 474 23.8 59.5 12.7 2.5 1.5 83.3 15.2
女　性 603 21.9 63.3 11.8 1.8 1.2 85.2 13.6
無回答 33 12.1 15.2 6.1 3.0 63.6 27.3 9.1
20歳代 81 30.9 51.9 16.0 1.2 - 82.8 17.2
30歳代 116 20.7 64.7 11.2 2.6 0.9 85.4 13.8
40歳代 194 21.1 61.9 12.4 2.6 2.1 83.0 15.0
50歳代 217 18.0 61.8 16.1 2.3 1.8 79.8 18.4
60歳代 202 23.3 60.4 11.9 3.5 1.0 83.7 15.4
70歳代以上 271 26.2 63.5 8.5 0.7 1.1 89.7 9.2
無回答 29 6.9 13.8 3.4 3.4 72.4 20.7 6.8
太宰府小学校区 176 25.0 63.1 7.4 2.3 2.3 88.1 9.7
太宰府東小学校区 103 24.3 61.2 12.6 1.0 1.0 85.5 13.6
太宰府南小学校区 81 33.3 53.1 11.1 2.5 - 86.4 13.6
水城小学校区 182 20.3 61.0 15.9 2.7 - 81.3 18.6
水城西小学校区 131 27.5 62.6 8.4 0.8 0.8 90.1 9.2
太宰府西小学校区 209 19.1 62.7 15.8 1.0 1.4 81.8 16.8
国分小学校区 128 18.8 65.6 10.2 3.1 2.3 84.4 13.3
わからない 72 19.4 58.3 13.9 5.6 2.8 77.7 19.5
無回答 28 7.1 7.1 7.1 3.6 75.0 14.2 10.7

全  体

性

別

年
代

別

小
学

校

区
別

標
本

数
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５．まちづくりビジョンの認知度（問 14）

 まちづくりビジョンの認知度は、「知らない」は 67.5％、「聞いた（見た）ことがある」は
19.7％となっている。 

まちづくりビジョンの認知度について、「知らない」（67.5％）が最も高く、次いで「聞いた

（見た）ことがある」（19.7％）、「読んだことがある」（8.7％）の順となっている。 

性別にみると、「知らない」は女性（69.7％）の方が男性（67.9％）よりも高くなっている。 

年代別にみると、「聞いた（見た）ことがある」が最も高いのは 60 歳代（24.8％）となって

いる。一方、「知らない」が最も高いのは 20歳代（79.0％）となっている。 

小学校区別にみると、「内容を知っている」が最も高いのは太宰府東小学校区（3.9％）と

なっている。一方、「知らない」が最も高いのは太宰府南小学校区（77.8％）となっている。 

問 14．あなたは第２期太宰府市まち・ひと・しごと創生総合戦略（通称：まちづくりビジョン）

を知っていますか。（○は１つ） 

（％）

内

容

を

知
っ

て

い

る

読

ん

だ

こ
と

が

あ

る

聞

い

た

(

見

た

)

こ

と
が

あ

る 知

ら

な

い

無

回

答

1,110 16 97 219 749 29
100.0 1.4 8.7 19.7 67.5 2.6

男　性 474 1.9 10.8 18.6 67.9 0.8
女　性 603 1.2 7.6 20.9 69.7 0.7
無回答 33 - - 15.2 21.2 63.6
20歳代 81 3.7 6.2 11.1 79.0 -
30歳代 116 1.7 6.9 13.8 76.7 0.9
40歳代 194 - 5.2 15.5 78.4 1.0
50歳代 217 1.8 7.4 22.6 67.3 0.9
60歳代 202 1.0 7.9 24.8 65.8 0.5
70歳代以上 271 1.8 15.5 23.6 58.3 0.7
無回答 29 - - 3.4 24.1 72.4
太宰府小学校区 176 0.6 8.0 20.5 70.5 0.6
太宰府東小学校区 103 3.9 13.6 23.3 59.2 -
太宰府南小学校区 81 1.2 2.5 17.3 77.8 1.2
水城小学校区 182 2.2 8.2 25.3 63.7 0.5
水城西小学校区 131 1.5 9.2 20.6 67.9 0.8
太宰府西小学校区 209 0.5 13.4 19.6 65.6 1.0
国分小学校区 128 1.6 7.8 15.6 74.2 0.8
わからない 72 - 2.8 12.5 83.3 1.4
無回答 28 3.6 - 7.1 14.3 75.0

全  体

性

別

年

代

別

小

学

校
区

別

標

本

数
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６．本市が行っている施策について

（１）施策の重要度（31施策）（問 15）

「施策 23 交通環境の向上」「施策 10 子育て・教育環境の充実」「施策 24 防災力の強化」
などで「重要」の割合が高い。 

まちづくりビジョンに掲げた 31 項目への取り組みについて、『重要』（「重要」と「やや重要」

の合計）と考えている割合が高いのは、「24 防災力の強化」（84.0％）、「23 交通環境の向上」

（83.8％）、「10 子育て・教育環境の充実」（81.9％）、「29 ごみの削減を始めとする環境負荷低

減」（79.9％）、「11 高齢者の活躍推進、地域福祉の拡充」（78.6％）、「12 健康寿命の延伸」

（77.9％）、「20 史跡指定 100 年とこれからの保存・活用」（77.4％）、「14 不登校、ひきこもり

対策」（76.1％）などがある。 

一方、『重要』と考えている割合が低いのは、「27 諸団体の強化、再編、補助金等改革」

（45.8％）や「18全世代交流型施設の検討」（54.0％）などがあげられる。 

問 15．本市では、市民のニーズを的確に把握し政策へと反映させるまちづくりを進めています。 

そこで、本市が行っているまちづくりビジョンに掲げる次の 1～31 の施策についておた

ずねします。 

（Ａ）あなたは、この施策がどの程度重要だと思いますか。 

あなたのお考えにもっとも近いものを、項目ごとにそれぞれ１つ選んで、数字に○印を

お付けください。 

18.3

44.7

38.5

42.6

46.3

57.6

27.8

27.4

39.0

30.9

21.6

35.7

27.1

27.0

29.5

38.8

31.4

32.3

35.3

32.3

24.3

40.6

33.3

35.8

38.3

36.4

36.2

37.1

35.7

34.6

14.4

5.4

7.9

5.8

5.7

2.0

10.5

13.7

4.5

5.7

15.0

6.7

13.5

10.6

9.5

4.9

2.1

2.0

2.1

1.6

0.6

2.7

3.9

0.9

1.2

5.2

1.7

4.4

3.0

3.5

15.8

9.1

12.0

6.9

7.1

8.0

10.5

14.9

13.2

16.7

14.5

13.1

11.6

7.9

8.9

7.8

7.4

7.3

7.3

7.0

7.5

7.8

6.8

6.6

7.3

7.2

6.7

6.2

15.8

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 全体（N=1,110）

やや重要重要
あまり重要

ではない わからない 無回答
重要

ではない

13.0

13.6

4.34

4.27

4.12

4.64

3.90

重要

4.60

4.82

4.15

4.29

5.29

4.87

4.76

4.66

4.84

3.85

17.9

8.4

20.2

6.9

64.1

62.7

5.4

17.6

64.2

71.9

58.0

69.2

74.8

60.7

68.4 13.2

2.681.9

7.378.6

7.977.9

9.970.8

7.576.1

19.357.1

重要で

はない

重要度

得点

施策０１ 回遊ルートの整備、滞在型

観光の促進

施策０２ 地場みやげ産業の創出

施策０３ 観光セールス

プロモーションの促進

施策０４ 企業誘致、起業・創業支援、

地場産業育成

施策０５ 宗教法人、学校法人、九州

国立博物館等との連携強化

施策０６ 官民連携・庁内連携・機構

改革の推進

施策０７ 人材育成・登用

施策０８ ふるさと納税の拡充

施策０９ 市民参加のまちづくり、

コミュニティの活性化

施策１０ 子育て・教育環境の充実

施策１１ 高齢者の活躍促進、地域

福祉の拡充

施策１２ 健康寿命の延伸

施策１３ 就職氷河期世代対策

施策１４ 不登校、ひきこもり対策

施策１５ ルネサンス宣言に基づく

文化芸術の振興
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■重要度の得点化の手順 

重　要　度 得　点

１．重　要 → ６点

２．やや重要 → ４点

３．あまり重要ではない → ２点

４．重要ではない → ０点

５．わからない → 欠損値

（無回答）
（得点計算
　の対象外）

重要度 （選択肢１）×６＋（選択肢２）×４＋（選択肢３）×２＋（選択肢４）×０

得　点 （選択肢１　～　選択肢４　の回答者数）
＝

37.7

33.7

43.8

19.7

16.9

28.7

30.5

58.1

60.5

24.2

40.5

45.8

32.6

19.0

38.9

23.5

33.5

33.4

36.1

39.8

28.9

39.7

40.0

25.9

23.3

37.8

34.6

31.6

37.2

35.0

35.9

43.8

4.8

7.9

4.5

13.2

15.9

9.9

8.0

2.8

2.3

14.8

5.5

6.4

8.7

18.9

7.3

12.4

1.5

2.1

1.4

3.5

4.9

1.8

1.1

0.1

0.4

3.4

1.6

1.9

3.6

5.2

1.0

3.1

13.5

13.8

5.2

14.5

23.8

10.4

10.9

3.9

2.7

11.5

9.7

6.5

10.5

12.8

9.5

9.8

9.0

9.1

9.0

9.2

9.5

9.5

9.5

9.2

10.8

8.2

8.0

7.8

7.3

9.0

7.4

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 全体（N=1,110）

やや重要重要

あまり重要

ではない わからない 無回答

重要

ではない

重要
重要で

はない

重要度

得点

67.3 15.5 4.12

74.8 8.3 4.71

54.0 24.1 3.74

69.8 12.3 4.41

77.4 8.3 4.83

75.1 7.1 4.77

62.0 18.2 4.07

83.8 2.7 5.33

84.0 2.9 5.27

70.5 9.1 4.51

68.4 11.7 4.38

45.8 20.8 3.74

59.5 16.7 3.99

79.9 5.9 4.85

67.1 10.0 4.56

71.2 6.3 4.77

施策１６ スポーツ振興

施策１７ 空家活用の推進

施策１８ 全世代交流型施設の検討

施策１９ 人権尊重のまちづくりの推進

施策２０ 史跡指定100年とこれからの
保存・活用

施策２１ 国・県・国内外自治体との

連携の推進

施策２２ 交流人口・関係人口の拡大

施策２３ 交通環境の向上

施策２４ 防災力の強化

施策２５ 市街地の活性化

施策２６ 公共施設の再編、多面的

機能強化、運営の見直し

施策２７ 諸団体の強化、再編、

補助金等改革

施策２８ 地域コミュニティの強化、再編

施策２９ ごみの削減を始めとする

環境負荷低減

施策３０ ＩＣＴの活用推進、働き方改革

施策３１ 持続可能なまちへの取組
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『重要』
『重要では

ない』

わから

ない

重要度

得点
順位

施策23 交通環境の向上 83.8 2.7 2.7 5.33 1

施策10 子育て・教育環境の充実 81.9 2.6 8.0 5.29 2

施策24 防災力の強化 84.0 2.9 3.9 5.27 3

施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 78.6 7.3 7.1 4.87 4

施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 79.9 5.9 5.2 4.85 5

施策14 不登校、ひきこもり対策 76.1 7.5 9.1 4.84 6

施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 77.4 8.3 6.5 4.83 7

施策07 人材育成・登用 74.8 5.4 13.2 4.82 8

施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 75.1 7.1 9.7 4.77 9

施策31 持続可能なまちへの取組 71.2 6.3 13.5 4.77 10

施策12 健康寿命の延伸 77.9 7.9 6.9 4.76 11

施策17 空家活用の推進 74.8 8.3 9.5 4.71 12

施策13 就職氷河期世代対策 70.8 9.9 12.0 4.66 13

施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 71.9 8.4 13.1 4.64 14

施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 69.2 6.9 16.7 4.60 15

施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 67.1 10.0 13.8 4.56 16
施策25 市街地の活性化 70.5 9.1 10.9 4.51 17

施策19 人権尊重のまちづくりの推進 69.8 12.3 10.5 4.41 18

施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 68.4 11.7 10.4 4.38 19

施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 64.1 13.0 8.9 4.34 20

施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 68.4 13.2 10.5 4.29 21

施策02 地場みやげ産業の創出 62.7 13.6 7.9 4.27 22

施策08 ふるさと納税の拡充 60.7 17.6 14.9 4.15 23

施策16 スポーツ振興 67.3 15.5 9.8 4.12 24

施策03 観光セールスプロモーションの促進 64.2 17.9 11.6 4.12 25

施策22 交流人口・関係人口の拡大 62.0 18.2 11.5 4.07 26

施策28 地域コミュニティの強化、再編 59.5 16.7 14.5 3.99 27

施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 58.0 20.2 14.5 3.90 28

施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 57.1 19.3 15.8 3.85 29

施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 45.8 20.8 23.8 3.74 30

施策18 全世代交流型施設の検討 54.0 24.1 12.8 3.74 31

『重要』＝「重要」+「やや重要」

『重要ではない』＝「あまり重要ではない」+「重要ではない」

回答者の割合（％） 重要度

重要度

【平均値】

4.50

各施策について、まちづくりビジョンに掲げた市民意識調査による重要度評価を整理する。 

①性別

重要度の平均値は 4.50 となり、その内訳をみると男性が 4.38 に対し女性は 4.59 で、女性の

方が高くなっている。 

女性は、「25 市街地の活性化」「01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進」「03 観光セールス

プロモーションの促進」を除くすべての項目において男性より重要度得点が高くなっている。 

②年齢別

第１位をみると、20 歳代と 30歳代と 40歳代は「10 子育て・教育環境の充実」、50 歳代と 70

歳代以上は「23 交通環境の向上」、60 歳代は「24 防災力の強化」、となっている。 

③地域別

第１位をみると、水城小学校区と太宰府西小学校区と国分小学校区を除くすべての小学校区

で「23 交通環境の向上」となっている。なお、水城小学校区と太宰府西小学校区と国分小学校

区は「10 子育て・教育環境の充実」が第１位となっている。  
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（左列：重要度得点／右列：順位）

施策23 交通環境の向上 5.33 1 5.21 2 5.44 1 5.45 2 5.57 2 5.45 2 5.44 1 5.08 3 5.22 1
施策10 子育て・教育環境の充実 5.29 2 5.21 1 5.35 2 5.68 1 5.58 1 5.47 1 5.19 3 5.11 2 5.10 3
施策24 防災力の強化 5.27 3 5.17 3 5.34 3 5.34 3 5.20 3 5.16 3 5.37 2 5.36 1 5.21 2
施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 4.87 4 4.61 11 5.08 4 4.91 11 4.49 16 4.94 7 4.99 4 4.87 5 4.84 6
施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 4.85 5 4.74 4 4.94 6 4.95 9 4.67 10 4.90 10 4.83 5 4.82 9 4.92 4
施策14 不登校、ひきこもり対策 4.84 6 4.64 8 5.00 5 4.96 8 4.52 14 5.02 4 4.62 13 4.96 4 4.87 5
施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 4.83 7 4.74 5 4.91 8 5.15 4 4.80 7 4.83 12 4.77 7 4.87 6 4.78 9
施策07 人材育成・登用 4.82 8 4.72 6 4.89 10 4.83 15 4.78 8 4.86 11 4.71 11 4.87 7 4.83 7
施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 4.77 9 4.63 9 4.90 9 4.83 14 4.97 5 4.75 14 4.74 10 4.86 8 4.66 10
施策31 持続可能なまちへの取組 4.77 10 4.58 14 4.93 7 5.02 7 4.95 6 4.90 9 4.77 8 4.62 15 4.63 12
施策12 健康寿命の延伸 4.76 11 4.64 7 4.86 11 4.85 13 4.43 18 4.75 13 4.81 6 4.77 10 4.82 8
施策17 空家活用の推進 4.71 12 4.60 12 4.81 13 4.81 16 4.73 9 4.72 15 4.75 9 4.69 11 4.66 11
施策13 就職氷河期世代対策 4.66 13 4.43 17 4.84 12 5.03 6 4.26 21 4.96 5 4.47 17 4.67 13 4.62 13
施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 4.64 14 4.62 10 4.65 15 4.55 22 4.49 15 4.93 8 4.63 12 4.67 12 4.46 15
施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 4.60 15 4.55 15 4.66 14 4.88 12 4.56 12 4.69 16 4.50 14 4.65 14 4.50 14
施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 4.56 16 4.48 16 4.62 16 5.12 5 5.03 4 4.95 6 4.46 18 4.14 23 4.26 21
施策25 市街地の活性化 4.51 17 4.59 13 4.45 19 4.61 20 4.58 11 4.64 17 4.50 15 4.43 17 4.45 16
施策19 人権尊重のまちづくりの推進 4.41 18 4.18 22 4.60 17 4.92 10 4.23 23 4.30 22 4.47 16 4.53 16 4.27 20
施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 4.38 19 4.27 19 4.47 18 4.62 18 4.27 20 4.63 18 4.31 19 4.25 20 4.30 19
施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 4.34 20 4.36 18 4.34 20 4.62 18 4.46 17 4.37 21 4.22 21 4.32 18 4.33 18
施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 4.29 21 4.23 21 4.33 21 4.48 23 4.10 25 4.28 24 4.25 20 4.24 21 4.38 17
施策02 地場みやげ産業の創出 4.27 22 4.24 20 4.31 22 4.32 26 4.42 19 4.61 19 4.18 22 4.18 22 4.09 25
施策08 ふるさと納税の拡充 4.15 23 4.02 24 4.26 23 4.65 17 4.56 13 4.51 20 4.13 23 3.97 28 3.69 30
施策16 スポーツ振興 4.12 24 3.98 26 4.24 24 4.61 21 3.84 26 4.06 26 3.97 25 4.31 19 4.13 23
施策03 観光セールスプロモーションの促進 4.12 25 4.12 23 4.11 25 4.21 27 4.24 22 4.29 23 4.12 24 4.13 24 3.87 26
施策22 交流人口・関係人口の拡大 4.07 26 4.01 25 4.11 26 4.38 25 4.11 24 3.90 28 3.97 26 4.04 27 4.18 22
施策28 地域コミュニティの強化、再編 3.99 27 3.85 27 4.11 27 4.04 30 3.65 29 4.01 27 3.89 27 4.06 25 4.10 24
施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 3.90 28 3.81 28 3.99 29 4.10 29 3.40 30 4.10 25 3.86 28 4.04 26 3.83 27
施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 3.85 29 3.73 29 3.95 30 4.20 28 3.81 27 3.87 31 3.74 29 3.94 29 3.79 28
施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 3.74 30 3.45 31 4.01 28 4.39 24 3.66 28 3.88 29 3.63 30 3.68 31 3.64 31
施策18 全世代交流型施設の検討 3.74 31 3.49 30 3.93 31 3.82 31 3.38 31 3.87 30 3.60 31 3.85 30 3.76 29

平均 4.50 4.38 4.59 4.72 4.44 4.60 4.45 4.48 4.43

全体 男性 女性 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
70歳代

以上



第３節 本市の行政運営について

- 27 - 

（左列：重要度得点／右列：順位）

施策23 交通環境の向上 5.33 1 5.43 1 5.40 1 5.29 1 5.38 2 5.29 1 5.20 2 5.29 2 5.47 2
施策10 子育て・教育環境の充実 5.29 2 5.24 3 5.35 2 5.10 2 5.46 1 5.18 3 5.31 1 5.39 1 4.88 3
施策24 防災力の強化 5.27 3 5.43 2 5.33 3 5.04 3 5.38 3 5.24 2 5.14 3 5.06 3 5.61 1
施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 4.87 4 4.94 9 4.76 6 4.82 5 4.92 5 5.03 4 4.92 4 4.86 7 4.22 18
施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 4.85 5 5.04 5 4.71 7 4.78 7 4.88 8 4.83 5 4.87 6 4.77 11 4.78 5
施策14 不登校、ひきこもり対策 4.84 6 5.08 4 4.71 8 4.54 11 4.92 6 4.74 11 4.88 5 4.91 5 4.36 14
施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 4.83 7 5.03 7 4.89 5 4.54 11 4.88 7 4.83 5 4.76 10 4.89 6 4.55 9
施策07 人材育成・登用 4.82 8 4.89 12 4.96 4 4.83 4 4.83 10 4.55 14 4.86 7 4.85 8 4.57 8
施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 4.77 9 5.03 6 4.57 9 4.48 15 4.84 9 4.82 7 4.66 15 4.99 4 4.48 12
施策31 持続可能なまちへの取組 4.77 10 4.95 8 4.56 10 4.64 8 5.02 4 4.68 12 4.67 14 4.65 13 4.81 4
施策12 健康寿命の延伸 4.76 11 4.93 10 4.56 11 4.64 9 4.82 11 4.74 10 4.84 8 4.79 10 4.28 16
施策17 空家活用の推進 4.71 12 4.89 11 4.51 13 4.55 10 4.73 14 4.62 13 4.78 9 4.79 9 4.52 10
施策13 就職氷河期世代対策 4.66 13 4.80 13 4.35 18 4.78 6 4.77 12 4.48 16 4.75 11 4.49 17 4.62 7
施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 4.64 14 4.66 16 4.49 15 4.51 14 4.70 15 4.76 9 4.72 12 4.62 14 4.20 19
施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 4.60 15 4.74 15 4.49 14 4.52 13 4.60 17 4.53 15 4.70 13 4.76 12 3.96 22
施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 4.56 16 4.74 14 4.00 22 4.46 16 4.66 16 4.76 8 4.49 18 4.50 16 4.65 6
施策25 市街地の活性化 4.51 17 4.60 17 4.29 21 4.42 17 4.75 13 4.42 17 4.51 17 4.56 15 4.25 17
施策19 人権尊重のまちづくりの推進 4.41 18 4.45 19 4.33 19 4.24 21 4.42 18 4.29 20 4.54 16 4.33 22 4.52 10
施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 4.38 19 4.56 18 4.33 19 4.33 19 4.39 19 4.42 18 4.35 19 4.32 23 4.11 21
施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 4.34 20 4.43 20 4.44 16 4.34 18 4.33 21 4.25 22 4.30 21 4.33 21 4.33 15
施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 4.29 21 4.34 21 4.53 12 4.00 25 4.31 22 4.27 21 4.34 20 4.29 24 3.88 24
施策02 地場みやげ産業の創出 4.27 22 4.33 22 4.42 17 4.21 22 4.37 20 4.15 26 4.20 23 4.21 25 4.43 13
施策08 ふるさと納税の拡充 4.15 23 4.18 24 3.68 29 4.33 20 4.16 24 4.19 25 4.14 25 4.34 20 4.12 20
施策16 スポーツ振興 4.12 24 4.15 25 3.84 25 3.91 27 4.21 23 4.20 24 4.26 22 4.09 26 3.92 23
施策03 観光セールスプロモーションの促進 4.12 25 3.84 30 3.98 23 4.12 23 4.13 25 4.30 19 4.20 24 4.43 18 3.81 25
施策22 交流人口・関係人口の拡大 4.07 26 4.04 27 3.75 26 4.09 24 4.07 26 4.22 23 4.10 26 4.37 19 3.59 28
施策28 地域コミュニティの強化、再編 3.99 27 4.14 26 3.95 24 3.72 30 4.04 27 3.86 28 4.07 27 4.04 27 3.63 27
施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 3.90 28 4.21 23 3.72 28 3.79 28 3.90 29 3.83 29 3.97 28 4.00 28 3.14 31
施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 3.85 29 3.88 28 3.65 30 3.72 29 3.89 30 3.87 27 3.95 29 4.00 28 3.49 30
施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 3.74 30 3.85 29 3.73 27 3.96 26 3.91 28 3.48 31 3.59 31 3.76 30 3.72 26
施策18 全世代交流型施設の検討 3.74 31 3.73 31 3.57 31 3.61 31 3.78 31 3.66 30 3.94 30 3.71 31 3.54 29

平均 4.50 4.60 4.38 4.40 4.56 4.47 4.52 4.53 4.27

太宰府南

小学校区
全体

太宰府

小学校区

太宰府東

小学校区

水城

小学校区

水城西

小学校区

太宰府西

小学校区

国分

小学校区
わからない



第２章 調査結果の分析

- 28 - 

（２）施策の満足度（31施策）（問 15）

「施策 20 史跡指定 100 年とこれからの保存・活用」「施策 02 地場みやげ産業の創出」

「03 観光セールスプロモーションの促進」「施策 29 ごみの削減を始めとする環境負荷低

減」などで『満足派』の割合が高い。 

まちづくりビジョンに掲げた 31 項目への取り組みついて、『満足派』（「満足」と「やや満足」

の合計）と考えている割合が高いのは「20 史跡指定 100 年とこれからの保存・活用」（42.8％）、

「02 地場みやげ産業の創出」（37.0％）、「03 観光セールスプロモーションの促進」（33.3％）、

「29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減」（33.0％）、「09 市民参加のまちづくり、コミュニ

ティの活性化」（31.3％）、「16 スポーツ振興」（30.3％）などがある。 

一方、『満足派』の割合が低い施策としては、「17 空家活用の推進」（10.2％）や「14 不登校、

ひきこもり対策」（12.0％）、「13 就職氷河期世代対策」（12.6％）、「27 諸団体の強化、再編、

補助金等改革」（13.5％）などがあげられる。 

問 15．本市では、市民のニーズを的確に把握し政策へと反映させるまちづくりを進めています。 

そこで、本市が行っているまちづくりビジョンに掲げる次の 1～31 の施策についておた

ずねします。 

（Ｂ）あなたは、この施策にどの程度満足していますか。 

あなたのお考えにもっとも近いものを、項目ごとにそれぞれ１つ選んで、数字に○印を

お付けください。 

2.6

1.4

1.4

3.4

2.9

1.8

3.6

3.5

1.4

1.3

3.3

1.4

3.3

4.1

1.4

22.3

10.6

11.2

23.3

22.7

20.9

27.7

20.1

17.5

20.2

26.4

15.2

30.0

32.9

22.9

13.4

15.9

18.3

19.4

20.6

23.2

19.6

17.7

20.8

22.4

17.4

24.9

22.4

19.2

23.8

3.8

8.3

9.8

6.5

8.6

13.8

5.8

8.4

9.5

7.2

6.1

15.5

7.0

6.2

12.3

47.5

53.5

48.7

36.5

34.4

28.6

31.5

40.8

41.3

38.8

36.7

33.4

28.2

21.7

22.6

10.4

10.3

10.6

10.9

10.7

11.6

11.7

9.5

9.5

10.1

10.1

9.6

9.0

15.9

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 全体（N=1,110）

やや満足満足 やや不満 わからない 無回答不満

満足派 不満派
満足度

得点

24.3 36.1 2.44

37.0 25.4 3.12

33.3 29.4 2.94

16.6 40.4 2.09

29.7 23.5 3.01

21.5 29.6 2.61

18.9 30.3 2.44

23.6 26.1 2.75

31.3 25.4 3.03

22.7 37.0 2.36

25.6 29.2 2.72

26.7 25.9 2.90

12.6 28.1 2.20

12.0 24.2 2.29

24.9 17.2 3.13

施策０１ 回遊ルートの整備、滞在型

観光の促進

施策０２ 地場みやげ産業の創出

施策０３ 観光セールス

プロモーションの促進

施策０４ 企業誘致、起業・創業支援、

地場産業育成

施策０５ 宗教法人、学校法人、九州

国立博物館等との連携強化

施策０６ 官民連携・庁内連携・機構

改革の推進

施策０７ 人材育成・登用

施策０８ ふるさと納税の拡充

施策０９ 市民参加のまちづくり、

コミュニティの活性化

施策１０ 子育て・教育環境の充実

施策１１ 高齢者の活躍促進、地域

福祉の拡充

施策１２ 健康寿命の延伸

施策１３ 就職氷河期世代対策

施策１４ 不登校、ひきこもり対策

施策１５ ルネサンス宣言に基づく

文化芸術の振興
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■満足度の得点化の手順 

満　足　度 得　点

１．満　足 → ６点

２．やや満足 → ４点

３．やや不満 → ２点

４．不　満 → ０点

５．わからない → 欠損値

（無回答）
（得点計算
　の対象外）

満足度 （選択肢１）×６＋（選択肢２）×４＋（選択肢３）×２＋（選択肢４）×０

得　点 （選択肢１　～　選択肢４　の回答者数）
＝

2.0

2.8

4.1

2.0

1.5

2.5

1.9

3.5

3.7

2.0

3.2

7.5

3.2

1.4

1.3

2.7

18.5

19.3

28.9

19.8

12.0

19.5

17.1

25.5

18.1

18.6

23.8

35.3

20.5

13.3

8.9

27.6

15.0

20.2

18.9

17.3

13.6

24.0

23.1

22.7

27.9

14.4

16.5

12.3

14.1

16.2

20.1

15.3

5.0

8.2

6.4

5.0

6.8

9.5

6.7

7.6

26.1

3.5

5.4

4.1

5.0

7.2

11.5

4.1

47.7

37.7

29.8

43.8

53.8

32.3

39.2

28.3

10.3

50.4

40.2

30.1

46.8

50.4

47.8

40.2

12.0

11.9

11.8

12.2

12.3

12.1

12.1

12.4

13.9

11.2

11.0

10.8

10.4

11.4

10.4

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 全体（N=1,110）

やや満足満足 やや不満 わからない 無回答不満

満足派 不満派
満足度

得点

30.3 19.4 3.17

10.2 31.6 2.00

14.7 23.4 2.47

23.7 19.1 3.01

42.8 16.4 3.56

27.0 21.9 3.01

20.6 17.9 2.99

21.8 54.0 1.98

29.0 30.3 2.84

19.0 29.8 2.58

22.0 33.5 2.54

13.5 20.4 2.49

21.8 22.3 2.85

33.0 25.3 3.06

22.1 28.4 2.66

20.5 20.0 2.87

施策１６ スポーツ振興

施策１７ 空家活用の推進

施策１８ 全世代交流型施設の検討

施策１９ 人権尊重のまちづくりの推進

施策２０ 史跡指定100年とこれからの
保存・活用

施策２１ 国・県・国内外自治体との

連携の推進

施策２２ 交流人口・関係人口の拡大

施策２３ 交通環境の向上

施策２４ 防災力の強化

施策２５ 市街地の活性化

施策２６ 公共施設の再編、多面的

機能強化、運営の見直し

施策２７ 諸団体の強化、再編、

補助金等改革

施策２８ 地域コミュニティの強化、再編

施策２９ ごみの削減を始めとする

環境負荷低減

施策３０ ＩＣＴの活用推進、働き方改革

施策３１ 持続可能なまちへの取組
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各施策について、まちづくりビジョンに掲げた市民意識調査による満足度評価を整理する。 

①性別

満足度の平均値 2.71 となり、その内訳をみると男性が 2.64 に対し女性は 2.78 で、女性の方

が高くなっている。 

女性は、「29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減」「12 健康寿命の延伸」「27 諸団体の強

化、再編、補助金等改革」「01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進」「10 子育て・教育環境

の充実」を除くすべての項目において男性より満足度得点が高くなっている。 

②年齢別

第１位をみると、すべての年代で「20 史跡指定 100 年とこれからの保存・活用」となってい

る。 

③地域別

第１位をみると、太宰府西小学校を除くすべての小学校区で「20 史跡指定 100 年とこれから

の保存・活用」となっている。なお、太宰府西小学校は「29 ごみの削減を始めとする環境負荷

低減」が第１位となっている。 

『満足』 『不満』
わから

ない

満足度

得点
順位

施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 42.8 16.4 30.1 3.56 1

施策16 スポーツ振興 30.3 19.4 40.2 3.17 2

施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 24.9 17.2 47.5 3.13 3

施策02 地場みやげ産業の創出 37.0 25.4 21.7 3.12 4

施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 33.0 25.3 29.8 3.06 5

施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 31.3 25.4 31.5 3.03 6

施策19 人権尊重のまちづくりの推進 23.7 19.1 46.8 3.01 7

施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 29.7 23.5 36.7 3.01 8

施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 27.0 21.9 40.2 3.01 9

施策22 交流人口・関係人口の拡大 20.6 17.9 50.4 2.99 10

施策03 観光セールスプロモーションの促進 33.3 29.4 28.2 2.94 11

施策12 健康寿命の延伸 26.7 25.9 36.5 2.90 12

施策31 持続可能なまちへの取組 20.5 20.0 47.7 2.87 13

施策28 地域コミュニティの強化、再編 21.8 22.3 43.8 2.85 14

施策24 防災力の強化 29.0 30.3 28.3 2.84 15

施策08 ふるさと納税の拡充 23.6 26.1 40.8 2.75 16
施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 25.6 29.2 34.4 2.72 17

施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 22.1 28.4 37.7 2.66 18

施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 21.5 29.6 38.8 2.61 19

施策25 市街地の活性化 19.0 29.8 39.2 2.58 20

施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 22.0 33.5 32.3 2.54 21

施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 13.5 20.4 53.8 2.49 22

施策18 全世代交流型施設の検討 14.7 23.4 50.4 2.47 23

施策07 人材育成・登用 18.9 30.3 41.3 2.44 24

施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 24.3 36.1 22.6 2.44 25

施策10 子育て・教育環境の充実 22.7 37.0 28.6 2.36 26

施策14 不登校、ひきこもり対策 12.0 24.2 53.5 2.29 27

施策13 就職氷河期世代対策 12.6 28.1 48.7 2.20 28

施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 16.6 40.4 33.4 2.09 29

施策17 空家活用の推進 10.2 31.6 47.8 2.00 30

施策23 交通環境の向上 21.8 54.0 10.3 1.98 31

『満足』＝「満足」+「やや満足」

『不満』＝「やや不満」+「不満」

●『満足』『不満』『わからない』のうち、各項目で最も割合が高いものを太字で示している

回答者の割合（％） 満足度

満足度

【平均値】

2.71
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（左列：満足度得点／右列：順位）

施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 3.56 1 3.44 1 3.68 1 4.20 1 3.75 1 3.50 1 3.61 1 3.41 1 3.42 1
施策16 スポーツ振興 3.17 2 3.05 3 3.26 2 3.62 7 3.08 8 3.23 3 3.04 3 2.98 8 3.26 2
施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 3.13 3 3.00 4 3.24 3 3.71 4 3.08 9 3.48 2 3.00 4 2.96 9 2.96 8
施策02 地場みやげ産業の創出 3.12 4 2.97 5 3.23 4 3.82 2 3.51 2 3.13 5 2.75 11 3.04 4 3.04 5
施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 3.06 5 3.11 2 3.02 11 3.46 14 2.97 11 2.94 9 2.82 9 3.22 2 3.14 3
施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 3.03 6 2.96 6 3.08 9 3.59 8 3.18 5 3.16 4 2.85 8 3.01 6 2.86 12
施策19 人権尊重のまちづくりの推進 3.01 7 2.92 7 3.10 8 3.72 3 3.18 4 2.98 8 2.93 5 2.89 11 2.92 10
施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 3.01 8 2.91 8 3.11 7 3.40 16 3.10 7 3.05 6 2.71 14 3.11 3 3.04 4
施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 3.01 9 2.86 12 3.14 5 3.63 6 2.81 15 2.77 16 3.07 2 3.01 5 3.04 6
施策22 交流人口・関係人口の拡大 2.99 10 2.86 10 3.13 6 3.65 5 3.24 3 2.92 11 2.89 6 2.86 13 2.90 11
施策03 観光セールスプロモーションの促進 2.94 11 2.86 11 3.02 10 3.47 13 3.15 6 2.94 10 2.77 10 2.81 17 2.93 9
施策12 健康寿命の延伸 2.90 12 2.91 9 2.90 15 3.56 10 2.98 10 2.81 15 2.68 15 2.82 14 2.97 7
施策31 持続可能なまちへの取組 2.87 13 2.78 13 2.94 13 3.52 11 2.64 18 2.85 13 2.71 13 3.00 7 2.79 13
施策28 地域コミュニティの強化、再編 2.85 14 2.76 14 2.96 12 3.59 9 2.93 13 2.70 17 2.86 7 2.87 12 2.74 14
施策24 防災力の強化 2.84 15 2.76 15 2.93 14 3.35 17 2.95 12 3.01 7 2.67 17 2.90 10 2.66 18
施策08 ふるさと納税の拡充 2.75 16 2.63 18 2.86 16 3.21 19 2.44 22 2.85 12 2.65 18 2.82 15 2.71 15
施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 2.72 17 2.64 17 2.80 17 3.23 18 2.88 14 2.82 14 2.54 21 2.63 19 2.67 17
施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 2.66 18 2.66 16 2.66 20 2.84 27 2.61 19 2.57 20 2.74 12 2.82 16 2.52 21
施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 2.61 19 2.50 19 2.72 19 3.00 23 2.54 21 2.36 23 2.67 16 2.62 20 2.68 16
施策25 市街地の活性化 2.58 20 2.45 23 2.73 18 3.49 12 2.74 16 2.64 18 2.37 25 2.71 18 2.36 26
施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 2.54 21 2.45 22 2.65 21 3.07 21 2.72 17 2.43 21 2.43 23 2.57 22 2.50 23
施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 2.49 22 2.50 20 2.48 23 3.41 15 2.12 28 2.03 28 2.63 19 2.57 23 2.51 22
施策18 全世代交流型施設の検討 2.47 23 2.47 21 2.48 24 2.97 24 2.59 20 2.37 22 2.59 20 2.32 26 2.36 25
施策07 人材育成・登用 2.44 24 2.37 26 2.53 22 3.03 22 2.26 25 2.33 24 2.51 22 2.27 28 2.56 19
施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 2.44 25 2.45 24 2.42 25 3.14 20 2.18 27 2.57 19 2.24 27 2.41 24 2.44 24
施策10 子育て・教育環境の充実 2.36 26 2.38 25 2.35 26 2.29 31 1.79 31 2.29 25 2.41 24 2.57 21 2.53 20
施策14 不登校、ひきこもり対策 2.29 27 2.25 27 2.32 27 2.85 25 2.34 23 2.10 26 2.29 26 2.37 25 2.18 28
施策13 就職氷河期世代対策 2.20 28 2.12 28 2.29 28 2.84 26 2.24 26 1.82 30 2.18 28 2.27 27 2.30 27
施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 2.09 29 2.03 29 2.15 29 2.65 29 2.28 24 2.08 27 2.02 29 1.95 31 2.05 29
施策17 空家活用の推進 2.00 30 1.97 30 2.03 31 2.52 30 2.09 29 1.80 31 1.96 30 2.07 30 1.94 31
施策23 交通環境の向上 1.98 31 1.89 31 2.06 30 2.67 28 1.80 30 1.94 29 1.73 31 2.13 29 2.02 30

平均 2.71 2.64 2.78 3.27 2.71 2.66 2.62 2.71 2.68

全体 男性 女性 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
70歳代

以上
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（左列：満足度得点／右列：順位）

施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 3.56 1 3.73 1 3.55 1 3.57 1 3.62 1 3.67 1 3.41 2 3.45 1 3.53 2
施策16 スポーツ振興 3.17 2 3.13 7 3.26 2 3.32 4 3.14 5 3.29 2 3.07 4 3.12 6 3.16 7
施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 3.13 3 3.15 5 2.83 10 2.89 11 3.36 2 3.28 3 2.89 11 3.30 3 3.50 4
施策02 地場みやげ産業の創出 3.12 4 3.23 3 2.86 9 2.89 11 3.09 7 3.15 5 3.01 6 3.31 2 3.51 3
施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 3.06 5 2.78 16 3.00 5 3.04 8 2.80 16 2.88 13 3.46 1 3.03 8 3.63 1
施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 3.03 6 3.38 2 2.73 13 3.08 7 2.87 15 2.88 13 3.10 3 2.88 10 3.50 4
施策19 人権尊重のまちづくりの推進 3.01 7 3.17 4 3.06 4 3.52 2 3.02 8 2.92 11 3.00 7 2.86 12 2.50 17
施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 3.01 8 3.06 9 2.89 8 3.02 9 2.98 10 3.03 7 3.04 5 3.06 7 3.05 8
施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 3.01 9 3.09 8 3.11 3 3.20 5 3.16 4 3.00 8 2.91 10 2.81 14 2.61 13
施策22 交流人口・関係人口の拡大 2.99 10 3.04 10 3.00 5 2.88 13 3.19 3 2.89 12 2.77 17 3.12 5 3.18 6
施策03 観光セールスプロモーションの促進 2.94 11 3.13 6 2.82 12 2.36 25 2.91 12 3.21 4 2.89 12 3.17 4 2.56 16
施策12 健康寿命の延伸 2.90 12 2.68 19 2.98 7 3.13 6 2.91 13 3.04 6 2.92 9 3.02 9 2.48 19
施策31 持続可能なまちへの取組 2.87 13 2.82 14 2.51 17 2.88 15 2.96 11 2.97 9 2.86 13 2.86 11 3.05 8
施策28 地域コミュニティの強化、再編 2.85 14 2.90 11 2.83 10 2.61 19 3.10 6 2.97 10 2.81 15 2.76 17 2.60 15
施策24 防災力の強化 2.84 15 2.84 13 2.26 26 3.38 3 3.00 9 2.81 15 2.99 8 2.73 18 2.63 11
施策08 ふるさと納税の拡充 2.75 16 2.88 12 2.65 14 2.90 10 2.68 20 2.73 18 2.75 19 2.78 15 2.77 10
施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 2.72 17 2.73 18 2.56 16 2.88 14 2.76 18 2.80 16 2.70 20 2.78 16 2.43 20
施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 2.66 18 2.57 20 2.21 28 2.76 17 2.87 14 2.61 21 2.78 16 2.84 13 2.32 22
施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 2.61 19 2.76 17 2.34 22 2.58 20 2.71 19 2.67 20 2.64 21 2.66 20 2.00 25
施策25 市街地の活性化 2.58 20 2.47 23 2.56 15 2.54 21 2.62 21 2.60 22 2.59 22 2.71 19 2.62 12
施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 2.54 21 2.34 25 2.48 19 2.47 23 2.79 17 2.54 25 2.59 23 2.59 21 2.61 14
施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 2.49 22 2.53 21 2.37 21 2.78 16 2.56 23 2.68 19 2.53 25 2.21 26 2.13 23
施策18 全世代交流型施設の検討 2.47 23 2.79 15 2.48 18 2.00 29 2.56 22 2.60 23 2.49 26 2.25 25 1.80 28
施策07 人材育成・登用 2.44 24 2.11 27 2.30 25 2.42 24 2.40 24 2.76 17 2.84 14 2.43 23 1.92 27
施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 2.44 25 2.38 24 2.32 24 2.14 28 2.34 26 2.59 24 2.57 24 2.57 22 2.50 17
施策10 子育て・教育環境の充実 2.36 26 2.49 22 2.22 27 2.24 27 2.25 27 2.26 29 2.75 18 2.13 29 2.08 24
施策14 不登校、ひきこもり対策 2.29 27 2.28 26 2.46 20 2.69 18 2.25 27 2.46 26 2.10 30 2.28 24 1.50 31
施策13 就職氷河期世代対策 2.20 28 1.90 30 2.33 23 2.47 22 2.34 25 2.34 27 2.18 28 2.18 28 2.00 25
施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 2.09 29 2.10 28 1.93 29 1.78 31 2.07 31 2.28 28 2.11 29 2.08 30 2.33 21
施策17 空家活用の推進 2.00 30 2.02 29 1.67 30 1.86 30 2.14 29 2.09 31 1.95 31 2.21 27 1.52 30
施策23 交通環境の向上 1.98 31 1.69 31 1.54 31 2.26 26 2.13 30 2.23 30 2.22 27 2.02 31 1.59 29

平均 2.71 2.72 2.58 2.73 2.76 2.78 2.74 2.71 2.57

太宰府南

小学校区
全体

太宰府

小学校区

太宰府東

小学校区

水城

小学校区

水城西

小学校区

太宰府西

小学校区

国分

小学校区
わからない
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（３）重要度と満足度の相関関係

縦軸に重要度、横軸に満足度をとった相関関係をみると、重要度はすべての項目で中間値

（3.0）を上回っている。一方、満足度が中間値（3.0）を上回っているのは、「20 史跡指定 100

年とこれからの保存・活用」「16 スポーツ振興」「15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興」

「02 地場みやげ産業の創出」「29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減」「09 市民参加のまち

づくり、コミュニティの活性化」「19 人権尊重のまちづくりの推進」「05 宗教法人、学校法人、

九州国立博物館等との連携強化」「21 国・県・国内外自治体との連携の推進」の9施策となって

いる。 
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【領域Ａ】
重要度・高
満足度・低

今後改善の優先度が高い（行政的ニーズが高い）。

【領域Ｂ】
重要度・低
満足度・低

施策の重要性を理解してもらうとともに満足度をあげていく必要がある。

【領域Ｃ】
重要度・高
満足度・高

重要度・満足度ともに平均以上で、引き続き取り組みの充実が求められる。

【領域Ｄ】
重要度・低
満足度・高

重要度が低く、満足度が高いもので、今後、施策の重要性を理解してもらうこと
が必要である。

各領域
該当項目
の特徴

（４）重要度と満足度の領域別相関関係

重要度と満足度の領域別相関関係をみると、重要度が高くかつ満足度が低い【領域Ａ】に入

る施策が早急に対応すべき優先度が高い項目となり、その施策は「23 交通環境の向上」「10 子

育て・教育環境の充実」「17 空家活用の推進」「14 不登校、ひきこもり対策」「04 企業誘致、起

業・創業支援、地場産業育成」「07 人材育成・登用」「13 就職氷河期世代対策」「06 官民連携・

庁内連携・機構改革の推進」「30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革」「25 市街地の活性化」の 10

施策となっている。 
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（５）令和 3年度の重要度と満足度の相関関係との比較

令和３年度の重要度と満足度の領域別相関関係をみると、重要度が高い一方、満足度が低い

【領域Ａ】に入る、早急に対応が必要と考えられる施策としては「23 交通環境の向上」「10 子

育て・教育環境の充実」「17 空家活用の推進」「14 不登校、ひきこもり対策」「04 企業誘致、起

業・創業支援、地場産業育成」「07 人材育成・登用」「13 就職氷河期世代対策」「06 官民連携・

庁内連携・機構改革の推進」「30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革」「25 市街地の活性化」の 10

施策となっている。このうち、「26 施設の再編」が令和 3年度【領域Ａ】から令和 4年度【領域

Ｂ】に入っている。 
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重要度と満足度による相関領域（重要度×満足度） 

重要度
得点

全体平均
との差

順位 満足得点
全体平均
との差

順位

施策23 交通環境の向上 5.33 0.83 1 1.98 ▲0.73 31 Ａ A

施策10 子育て・教育環境の充実 5.29 0.79 2 2.36 ▲0.35 26 Ａ A

施策17 空家活用の推進 4.71 0.21 12 2.00 ▲0.71 30 Ａ A

施策14 不登校、ひきこもり対策 4.84 0.34 6 2.29 ▲0.42 27 Ａ A

施策04 企業誘致、起業・創業支援、地場産業育成 4.64 0.14 14 2.09 ▲0.62 29 Ａ A

施策07 人材育成・登用 4.82 0.32 8 2.44 ▲0.27 24 Ａ A

施策13 就職氷河期世代対策 4.66 0.16 13 2.20 ▲0.51 28 Ａ A

施策06 官民連携・庁内連携・機構改革の推進 4.60 0.10 15 2.61 ▲0.10 19 Ａ A

施策30 ＩＣＴの活用推進、働き方改革 4.56 0.06 16 2.66 ▲0.05 18 Ａ A

施策25 市街地の活性化 4.51 0.01 17 2.58 ▲0.13 20 Ａ A

施策01 回遊ルートの整備、滞在型観光の促進 4.34 ▲0.16 20 2.44 ▲0.27 24 Ｂ B

施策26 公共施設の再編、多面的機能強化、運営の見直し 4.38 ▲0.12 19 2.54 ▲0.17 21 Ｂ ← A

施策18 全世代交流型施設の検討 3.74 ▲0.76 30 2.47 ▲0.24 23 Ｂ B

施策27 諸団体の強化、再編、補助金等改革 3.74 ▲0.76 30 2.49 ▲0.22 22 Ｂ B

施策24 防災力の強化 5.27 0.77 3 2.84 0.13 15 Ｃ C

施策11 高齢者の活躍促進、地域福祉の拡充 4.87 0.37 4 2.72 0.01 17 Ｃ C

施策31 持続可能なまちへの取組 4.77 0.27 9 2.87 0.16 13 Ｃ C

施策12 健康寿命の延伸 4.76 0.26 11 2.90 0.19 12 Ｃ C

施策29 ごみの削減を始めとする環境負荷低減 4.85 0.35 5 3.06 0.35 5 Ｃ C

施策21 国・県・国内外自治体との連携の推進 4.77 0.27 9 3.01 0.30 7 Ｃ C

施策20 史跡指定100年とこれからの保存・活用 4.83 0.33 7 3.56 0.85 1 Ｃ C

施策19 人権尊重のまちづくりの推進 4.41 ▲0.09 18 3.01 0.30 7 Ｄ D

施策09 市民参加のまちづくり、コミュニティの活性化 4.29 ▲0.21 21 3.03 0.32 6 Ｄ D

施策02 地場みやげ産業の創出 4.27 ▲0.23 22 3.12 0.41 4 Ｄ D

施策08 ふるさと納税の拡充 4.15 ▲0.35 23 2.75 0.04 16 Ｄ ← B

施策03 観光セールスプロモーションの促進 4.12 ▲0.38 24 2.94 0.23 11 Ｄ D

施策16 スポーツ振興 4.12 ▲0.38 24 3.17 0.46 2 Ｄ D

施策22 交流人口・関係人口の拡大 4.07 ▲0.43 26 2.99 0.28 10 Ｄ D

施策28 地域コミュニティの強化、再編 3.99 ▲0.51 27 2.85 0.14 14 Ｄ D

施策05 宗教法人、学校法人、九州国立博物館等との連携強化 3.90 ▲0.60 28 3.01 0.30 7 Ｄ D

施策15 ルネサンス宣言に基づく文化芸術の振興 3.85 ▲0.65 29 3.13 0.42 3 Ｄ D
【全体平均】 4.50 2.71

*4領域ごとに、対応すべき優先度が高い項目順に並べている

令和
3年度

重要度 満足度 重要度
×

満足度

≪重要度×満足度≫
　Ａ：【重要度】平均以上【満足度】平均未満
　Ｂ：【重要度】【満足度】ともに平均未満
　Ｃ：【重要度】【満足度】ともに平均以上
　Ｄ：【重要度】平均未満【満足度】平均以上

≪全体平均≫
　31施策の重要度得点、満足度得点をそれぞれ単純平均
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７．太宰府市自治基本条例の認知度（問 16）

 太宰府市自治基本条例の認知度については、「知らない」は 63.9％、「聞いた（見た）こと

がある」は21.9％となっている。 

太宰府市自治基本条例の認知度について、「知らない」（63.9％）が最も高く、次いで「聞い

た（見た）ことがある」（21.9％）、「読んだことがある」（5.0％）の順となっている。 

性別にみると、「知らない」は男性 65.2％、女性 64.8％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、「聞いた(見た)ことがある」が最も高いのは 70 歳代以上（25.1％）となっ

ている。一方、「知らない」が最も高いのは 40 歳代（73.2％）となっている。 

問 16．本市では市民を主体とした自治を推進し、市民福祉の向上を図ることを目的に「太宰府

市自治基本条例」を制定していますが、あなたはこの条例についてご存じですか。（○

は 1 つ） 

（％）

内
容

を
知
っ

て

い

る 読
ん

だ
こ

と
が

あ

る 聞
い

た

(

見
た

)

こ
と

が
あ

る

知
ら

な
い

無
回

答

1,110 19 55 243 709 84
100.0 1.7 5.0 21.9 63.9 7.6

男　性 474 3.0 5.7 21.7 65.2 4.4
女　性 603 0.8 4.6 22.7 64.8 7.0
無回答 33 - - 9.1 27.3 63.6
20歳代 81 1.2 1.2 18.5 69.1 9.9
30歳代 116 1.7 4.3 22.4 62.9 8.6
40歳代 194 1.0 2.1 18.6 73.2 5.2
50歳代 217 1.8 5.1 23.0 63.1 6.9
60歳代 202 2.0 4.5 23.3 66.3 4.0
70歳代以上 271 2.2 9.2 25.1 59.0 4.4
無回答 29 - - 3.4 24.1 72.4
太宰府小学校区 176 1.1 6.3 22.7 64.2 5.7
太宰府東小学校区 103 4.9 5.8 27.2 54.4 7.8
太宰府南小学校区 81 - 2.5 25.9 63.0 8.6
水城小学校区 182 2.2 4.4 22.5 64.8 6.0
水城西小学校区 131 2.3 5.3 17.6 71.0 3.8
太宰府西小学校区 209 1.0 6.2 27.8 58.4 6.7
国分小学校区 128 1.6 4.7 18.8 71.9 3.1
わからない 72 1.4 1.4 9.7 81.9 5.6
無回答 28 - 3.6 3.6 17.9 75.0

年
代
別

小
学

校

区
別

標

本
数

全  体

性

別
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第４節 日頃の暮らし、行動について

１．子育てのしやすさ（問 17）

『子育てがしやすい派』は67.1％、『子育てがしにくい派』は33.0％となっている。 

子育てのしやすさについて、『子育てがしやすい派』（「子育てがしやすい」と「どちらかとい

えば子育てがしやすい」の合計）は 67.1％となっている。一方、『子育てがしにくい派』（「子育

てがしにくい」と「どちらかといえば子育てがしにくい」の合計）は 33.0％で、『子育てがしや

すい派』の方が『子育てがしにくい派』よりも 34.1 ポイント高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、令和3年度調査から『子育てがしやすい派』は6.6ポイント減少

している。 

性別にみると、『子育てがしやすい派』は男性 67.2％、女性 67.4％で男女に大きな差はみら

れない。 

小学校区別にみると、『子育てがしやすい派』が最も高いのは太宰府東小学校区（70.0％）と

なっている。 

【中学生までのお子さまをお持ちの保護者の方だけにおたずねします。】 

問 17．あなたは本市では子育てがしやすいと思いますか。（○は１つ） 

（％）

子

育

て

が

し
や

す

い

ど

ち

ら

か

と
い

え

ば

子

育

て
が

し

や

す

い

ど

ち

ら

か

と
い

え

ば

子

育

て
が

し

に

く

い

子

育

て

が

し
に

く

い

無

回

答

子

育

て

が

し

や

す

い

派

子

育

て

が

し

に

く

い

派

270 31 150 69 20 - 181 89
100.0 11.5 55.6 25.6 7.4 - 67.1 33.0

男　性 128 16.4 50.8 25.0 7.8 - 67.2 32.8
女　性 141 7.1 60.3 25.5 7.1 - 67.4 32.6
無回答 1 - - 100.0 - - - 100.0
20歳代 15 13.3 33.3 46.7 6.7 - 46.6 53.4
30歳代 60 15.0 53.3 25.0 6.7 - 68.3 31.7
40歳代 103 10.7 55.3 26.2 7.8 - 66.0 34.0
50歳代 47 12.8 55.3 19.1 12.8 - 68.1 31.9
60歳代 20 15.0 65.0 20.0 - - 80.0 20.0
70歳代以上 25 - 68.0 28.0 4.0 - 68.0 32.0
無回答 - - - - - - - -
太宰府小学校区 38 10.5 50.0 34.2 5.3 - 60.5 39.5
太宰府東小学校区 20 10.0 60.0 20.0 10.0 - 70.0 30.0
太宰府南小学校区 18 11.1 55.6 27.8 5.6 - 66.7 33.4
水城小学校区 61 14.8 54.1 24.6 6.6 - 68.9 31.2
水城西小学校区 43 18.6 39.5 27.9 14.0 - 58.1 41.9
太宰府西小学校区 43 7.0 60.5 25.6 7.0 - 67.5 32.6
国分小学校区 34 8.8 67.6 17.6 5.9 - 76.4 23.5
わからない 13 - 76.9 23.1 - - 76.9 23.1
無回答 - - - - - - - -

標

本

数

全  体

年

代

別

性

別

小

学

校

区
別
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２．生きがいの実感（問 18）

 生きがいを感じている『充実派』は74.7％となっている。 

生きがいの実感について、生きがいを感じている『充実派』（「とても感じている」と「どち

らかといえば感じている」の合計）は 74.7％で、７割以上が『充実』と感じている。一方、『不

満派』（「全く感じていない」と「どちらかといえば感じていない」の合計）は 21.9％となって

いる。 

過去の調査結果と比べると、『充実派』は令和 3年度調査から 1.4 ポイント増加している。 

性別にみると、『充実派』は女性（77.1％）の方が男性（72.9％）より高くなっている。 

年代別にみると、『充実派』は、70 歳代以上（73.5％）より 60 歳代（77.6％）の方が高く

なっている。 

小学校区別にみると、『充実派』は水城小学校区（81.0％）が最も高くなっている。 

【65 歳以上の方だけにおたずねします】 

問 18．あなたは日頃から生きがいを感じて生活していますか。（○は１つ） 

（％）

感
じ

て
い
る

ど
ち

ら
か
と

い
え

ば
感
じ

て
い

る

ど
ち

ら
か
と

い
え

ば
感
じ

て
い

な
い

感
じ

て
い
な

い 無
回

答

充
実

派

不
満

派

396 115 181 69 18 13 296 87
100.0 29.0 45.7 17.4 4.5 3.3 74.7 21.9

男　性 195 34.4 38.5 20.0 4.1 3.1 72.9 24.1
女　性 196 23.5 53.6 14.8 4.6 3.6 77.1 19.4
無回答 5 40.0 20.0 20.0 20.0 - 60.0 40.0
60歳代 125 32.0 45.6 15.2 4.8 2.4 77.6 20.0
70歳以上 271 27.7 45.8 18.5 4.4 3.7 73.5 22.9
太宰府小学校区 62 30.6 46.8 12.9 6.5 3.2 77.4 19.4
太宰府東小学校区 49 30.6 40.8 16.3 4.1 8.2 71.4 20.4
太宰府南小学校区 32 25.0 53.1 12.5 6.3 3.1 78.1 18.8
水城小学校区 42 38.1 42.9 11.9 4.8 2.4 81.0 16.7
水城西小学校区 40 27.5 45.0 25.0 2.5 - 72.5 27.5
太宰府西小学校区 107 30.8 48.6 15.9 1.9 2.8 79.4 17.8
国分小学校区 51 19.6 47.1 27.5 3.9 2.0 66.7 31.4
わからない 12 25.0 25.0 25.0 25.0 - 50.0 50.0
無回答 1 - - - - 100.0 - -

標

本
数

全  体

小

学
校
区

別

性

別

年代別
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３．高齢者福祉サービスの充実度（問 19）

 高齢者福祉サービスについて、『充実派』は22.5％、『不足派』は26.4％となっている。 

高齢者福祉サービスの充実度について、『充実派』（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）

は 22.5％となっている。一方、『不足派』（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計）

は 26.4％で、『不足派』の方が『充実派』より 3.9 ポイント高くなっている。また、「高齢者福

祉のサービスの内容を知らない」が 43.9％で最も高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『充実派』は令和 3年度調査から 0.6 ポイント減少している。 

性別にみると、『充実派』は男性（24.9％）の方が女性（21.4％）より高くなっている。 

年代別にみると、40 歳代以上のすべての年代で『不足派』の方が『充実派』よりも高く、50

歳代と 70歳代以上は３割以上となっている。 

小学校区別にみると、『充実派』は太宰府南小学校区（27.2％）が最も高くなっている。一方、

『不足派』は太宰府東小学校区（32.1％）が最も高くなっている。 

問 19．あなたは本市の高齢者福祉サービスは充実していると思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思

う あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い 高
齢
者
福
祉

サ
ー

ビ
ス
の

内
容
を
知
ら

な
い

無
回
答

充
実
派

不
足
派

1,110   34        215      227      66        487            81        249     293
100.0   3.1       19.4     20.5     5.9       43.9           7.3       22.5    26.4

男　性 474 4.4 20.5 21.3 6.5 43.0 4.2 24.9 27.8
女　性 603 2.2 19.2 20.4 5.5 46.1 6.6 21.4 25.9
無回答 33 - 6.1 9.1 6.1 15.2 63.6 6.1 15.2
20歳代 81        6.2       23.5     9.9       2.5       46.9           11.1     29.7    12.4
30歳代 116      4.3       20.7     18.1     4.3       44.0           8.6       25.0    22.4
40歳代 194      1.5       18.0     18.0     7.2       50.0           5.2       19.5    25.2
50歳代 217      1.4       15.7     23.5     6.9       45.2           7.4       17.1    30.4
60歳代 202      4.0       17.8     22.8     5.4       47.0           3.0       21.8    28.2
70歳代以上 271      3.7       24.4     23.6     6.6       38.7           3.0       28.1    30.2
無回答 29        -           3.4       6.9       3.4       10.3           75.9     3.4      10.3
太宰府小学校区 176 1.1 19.3 24.4 6.3 44.3 4.5 20.4    30.7
太宰府東小学校区 103 4.9 18.4 28.2 3.9 36.9 7.8 23.3    32.1
太宰府南小学校区 81 3.7 23.5 12.3 6.2 45.7 8.6 27.2    18.5
水城小学校区 182 4.4 22.5 18.1 7.7 42.3 4.9 26.9    25.8
水城西小学校区 131 5.3 16.0 23.7 7.6 43.5 3.8 21.3    31.3
太宰府西小学校区 209 2.4 21.5 22.0 5.7 41.1 7.2 23.9    27.7
国分小学校区 128 1.6 21.1 18.0 2.3 53.9 3.1 22.7    20.3
わからない 72 2.8 9.7 12.5 8.3 61.1 5.6 12.5    20.8
無回答 28 - 7.1 10.7 3.6 3.6 75.0 7.1      14.3

年
代
別

標
本
数

小
学
校
区
別

全  体

性
別
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４．障がい福祉サービスの充実度（問 20）

 障がい福祉サービスについて『不足派』は23.4％で、『充実派』（17.9％）よりも高い。 

障がい福祉サービスの充実度について、『充実派』（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）

は 17.9％、『不足派』（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計）は 23.4％で、『不足

派』の方が『充実派』より 5.5 ポイント高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、令和 3年度調査から『充実派』は 1.3 ポイント減少している。 

性別にみると、『充実派』は男性が 18.7％、女性が 18.1％で男女に大きな差はみられない。

年代別にみると、『不足派』は 30 歳代以上のすべての年代で２割以上となっている。なお、

最も高いのは 50 歳代（26.7％）となっている。 

小学校区別にみると、『充実派』が最も高いのは太宰府南小学校区（24.7％）となっている。

一方、『不足派』が最も高いのは太宰府東小学校区（29.2％）となっている。 

問 20．あなたは本市の障がい福祉サービスは充実していると思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ
う

思

う

や
や

そ

う

思

う あ
ま

り

そ

う

思
わ

な

い

そ
う

思

わ

な

い 障

が

い

福

祉

サ
ー

ビ

ス

の

内

容

を

知

ら

な

い

無
回

答

充
実

派

不
足

派

1,110   26        173      195      64        571      81        199     259
100.0   2.3       15.6     17.6     5.8       51.4     7.3       17.9    23.4

男　性 474 2.7 16.0 19.6 6.8 50.6 4.2 18.7 26.4
女　性 603 2.0 16.1 16.4 5.1 53.7 6.6 18.1 21.5
無回答 33 3.0 - 9.1 3.0 21.2 63.6 3.0 12.1
20歳代 81        3.7       19.8     11.1     4.9       49.4     11.1     23.5    16.0
30歳代 116      0.9       14.7     18.1     5.2       52.6     8.6       15.6    23.3
40歳代 194      1.0       14.9     16.5     8.8       53.6     5.2       15.9    25.3
50歳代 217      1.4       12.9     20.7     6.0       51.6     7.4       14.3    26.7
60歳代 202      3.5       15.8     15.8     5.4       56.4     3.0       19.3    21.2
70歳代以上 271      3.3       18.8     19.6     4.4       50.6     3.3       22.1    24.0
無回答 29        3.4       -           10.3     3.4       10.3     72.4     3.4      13.7
太宰府小学校区 176 1.1 13.6 20.5 8.5 51.7 4.5 14.7    29.0
太宰府東小学校区 103 1.9 22.3 24.3 4.9 38.8 7.8 24.2    29.2
太宰府南小学校区 81 2.5 22.2 11.1 3.7 51.9 8.6 24.7    14.8
水城小学校区 182 3.3 13.2 21.4 4.9 52.2 4.9 16.5    26.3
水城西小学校区 131 2.3 17.6 19.1 6.1 51.1 3.8 19.9    25.2
太宰府西小学校区 209 2.4 17.2 16.7 4.3 52.2 7.2 19.6    21.0
国分小学校区 128 1.6 17.2 12.5 6.3 59.4 3.1 18.8    18.8
わからない 72 4.2 4.2 8.3 8.3 69.4 5.6 8.4      16.6
無回答 28 3.6 - 14.3 3.6 3.6 75.0 3.6      17.9

標

本
数

全  体

性

別

年

代

別

小
学

校

区

別
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５．公共施設の弱者への配慮（問 21）

 公共施設の配慮について『肯定派』は38.7％で、『否定派』（28.2％）よりも高い。 

公共施設の弱者への配慮について、配慮されているという『肯定派』（「そう思う」と「やや

そう思う」の合計）は 38.7％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「あまりそう

思わない」の合計）は 28.2％となっており、『肯定派』の方が『否定派』より高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『否定派』は令和 3年度調査より 3.9 ポイント減少している。 

性別にみると、『肯定派』は男性（41.8％）の方が女性（37.8％）よりも高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』は 20 歳代（45.7％）が最も高くなっており、一方、『否定派』は

50 歳代（31.3％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『肯定派』が『否定派』より高くなっている。 

問 21．あなたは市内の公共施設（市役所など）が高齢者や障がい者などに配慮されていると 

思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ

う

思

う

や

や

そ

う

思

う

あ

ま

り

そ

う

思

わ

な

い そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い 無

回

答

肯

定

派

否

定

派

1,110    61         369       244       69         290       77         430     313
100.0    5.5        33.2      22.0      6.2        26.1      6.9        38.7    28.2

男　性 474 6.1 35.7 19.0 7.0 27.8 4.4 41.8 26.0
女　性 603 5.3 32.5 24.9 5.8 25.7 5.8 37.8 30.7
無回答 33 - 12.1 12.1 3.0 9.1 63.6 12.1 15.1
20歳代 81         9.9        35.8      13.6      7.4        22.2      11.1      45.7    21.0
30歳代 116       5.2        33.6      17.2      6.9        28.4      8.6        38.8    24.1
40歳代 194       4.6        32.0      21.6      7.2        28.9      5.7        36.6    28.8
50歳代 217       4.1        29.5      23.0      8.3        27.6      7.4        33.6    31.3
60歳代 202       6.4        38.6      23.8      4.5        23.3      3.5        45.0    28.3
70歳代以上 271       5.9        35.4      26.2      4.4        26.9      1.1        41.3    30.6
無回答 29         -           3.4        6.9        6.9        10.3      72.4      3.4      13.8
太宰府小学校区 176 6.8 33.5 22.7 8.5 23.9 4.5 40.3    31.2
太宰府東小学校区 103 1.9 35.0 29.1 6.8 21.4 5.8 36.9    35.9
太宰府南小学校区 81 4.9 40.7 19.8 2.5 24.7 7.4 45.6    22.3
水城小学校区 182 8.2 31.3 22.5 8.8 23.6 5.5 39.5    31.3
水城西小学校区 131 3.1 39.7 18.3 3.1 31.3 4.6 42.8    21.4
太宰府西小学校区 209 7.2 33.0 23.9 3.8 27.3 4.8 40.2    27.7
国分小学校区 128 4.7 32.8 18.8 5.5 34.4 3.9 37.5    24.3
わからない 72 4.2 26.4 23.6 11.1 27.8 6.9 30.6    34.7
無回答 28 - 7.1 7.1 7.1 3.6 75.0 7.1      14.2

標

本

数

全  体

性

別

年

代
別

小

学

校

区

別
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６．民間施設の弱者への配慮（問 22）

 民間施設の配慮について『否定派』は36.7％で、『肯定派』（26.3％）よりも高い。 

民間施設の弱者への配慮について、『肯定派』（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）は

26.3％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計）は

36.7％で、『否定派』の方が『肯定派』より高くなっている。 

性別にみると、『肯定派』は男性（27.9％）の方が女性（26.4％）より高くなっている。 

年代別にみると、20 歳代を除くすべての年代で『否定派』の方が『肯定派』より高くなって

いる。 

小学校区別にみると、太宰府南小学校区を除くすべての小学校区で『否定派』の方が『肯定

派』より高くなっている。 

問 22．あなたは市内の民間施設が高齢者や障がい者などに配慮されていると思いますか。 

（○は１つ） 

（％）

そ
う
思
う

や
や
そ
う

思
う

あ
ま
り
そ

う
思
わ
な

い そ
う
思
わ

な
い

わ
か
ら
な

い 無
回
答

肯
定
派

否
定
派

1,110    32         260       327       80         332       79         292     407
100.0    2.9        23.4      29.5      7.2        29.9      7.1        26.3    36.7

男　性 474 3.4 24.5 29.5 7.2 30.6 4.9 27.9 36.7
女　性 603 2.7 23.7 29.9 7.5 30.5 5.8 26.4 37.4
無回答 33 - 3.0 21.2 3.0 9.1 63.6 3.0 24.2
20歳代 81         8.6        30.9      17.3      3.7        28.4      11.1      39.5    21.0
30歳代 116       1.7        27.6      24.1      6.9        31.0      8.6        29.3    31.0
40歳代 194       2.1        24.2      29.9      8.2        29.4      6.2        26.3    38.1
50歳代 217       0.9        22.1      28.6      10.1      30.4      7.8        23.0    38.7
60歳代 202       4.0        22.3      31.7      6.9        31.7      3.5        26.3    38.6
70歳代以上 271       3.3        22.9      36.9      5.5        30.3      1.1        26.2    42.4
無回答 29         -           3.4        3.4        6.9        13.8      72.4      3.4      10.3
太宰府小学校区 176 2.8 24.4 29.0 11.9 26.7 5.1 27.2    40.9
太宰府東小学校区 103 2.9 21.4 38.8 7.8 22.3 6.8 24.3    46.6
太宰府南小学校区 81 2.5 27.2 25.9 1.2 35.8 7.4 29.7    27.1
水城小学校区 182 4.9 25.3 26.9 9.9 27.5 5.5 30.2    36.8
水城西小学校区 131 3.1 20.6 34.4 5.3 32.1 4.6 23.7    39.7
太宰府西小学校区 209 2.4 25.4 30.6 5.7 31.1 4.8 27.8    36.3
国分小学校区 128 0.8 27.3 25.0 4.7 38.3 3.9 28.1    29.7
わからない 72 4.2 13.9 31.9 8.3 34.7 6.9 18.1    40.2
無回答 28 - 7.1 7.1 3.6 7.1 75.0 7.1      10.7

標
本
数

全  体

性
別

年
代
別

小
学
校

区
別
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７．交通弱者にとって必要な移動手段の確保状況（問 23）

 移動手段の確保について『否定派』は51.1％で、『肯定派』（23.0％）よりも高い。 

交通弱者にとって必要な移動手段の確保状況について、『肯定派』（「そう思う」と「ややそう

思う」の合計）は 23.0％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「あまりそう思わ

ない」の合計）は 51.1％で、『否定派』の方が『肯定派』より高くなっている。 

性別にみると、『肯定派』は男性（24.1％）の方が女性（23.0％）より高くなっている。 

年代別にみると、すべての年代で『否定派』の方が『肯定派』より高くなっており、40 歳代

以上のすべて年代で『否定派』が５割以上となっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『否定派』の方が『肯定派』より高くなっている。 

問 23．あなたは本市では高齢者や障がい者などの交通弱者にとって必要な移動手段が確保 

されていると思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ

う

思
う

や

や

そ
う

思

う

あ

ま

り
そ

う

思

わ
な

い そ

う

思
わ

な

い

わ

か

ら
な

い 無

回

答

肯

定

派

否

定

派

1,110    35         220       376       191       212       76         255     567
100.0    3.2        19.8      33.9      17.2      19.1      6.8        23.0    51.1

男　性 474 3.2 20.9 30.4 19.6 21.5 4.4 24.1 50.0
女　性 603 3.3 19.7 37.6 15.8 17.9 5.6 23.0 53.4
無回答 33 - 6.1 15.2 9.1 6.1 63.6 6.1 24.3
20歳代 81         8.6        25.9      24.7      11.1      18.5      11.1      34.5    35.8
30歳代 116       3.4        19.8      35.3      12.9      19.8      8.6        23.2    48.2
40歳代 194       1.0        20.6      32.5      21.1      19.1      5.7        21.6    53.6
50歳代 217       1.8        15.7      36.9      19.4      18.9      7.4        17.5    56.3
60歳代 202       3.0        17.3      38.6      15.8      22.3      3.0        20.3    54.4
70歳代以上 271       4.4        24.0      33.9      18.8      17.7      1.1        28.4    52.7
無回答 29         -           6.9        6.9        3.4        10.3      72.4      6.9      10.3
太宰府小学校区 176 1.7 22.7 34.1 21.0 15.9 4.5 24.4    55.1
太宰府東小学校区 103 5.8 14.6 35.0 22.3 16.5 5.8 20.4    57.3
太宰府南小学校区 81 2.5 16.0 44.4 12.3 17.3 7.4 18.5    56.7
水城小学校区 182 3.8 20.3 33.5 18.7 18.7 4.9 24.1    52.2
水城西小学校区 131 3.8 23.7 29.8 16.8 21.4 4.6 27.5    46.6
太宰府西小学校区 209 4.3 23.0 35.9 13.4 18.7 4.8 27.3    49.3
国分小学校区 128 1.6 15.6 35.9 18.8 24.2 3.9 17.2    54.7
わからない 72 1.4 20.8 27.8 15.3 27.8 6.9 22.2    43.1
無回答 28 - 3.6 10.7 7.1 3.6 75.0 3.6      17.8

標
本

数

全  体

性
別

年

代
別

小
学

校

区

別
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８．地域福祉の推進状況（問 24）

 地域での福祉活動が活発に行われているかについて『否定派』が 59.8％で、『肯定派』

（32.5％）よりも高い。 

地域福祉の推進状況について、『肯定派』（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）は 32.5％

となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計）は 59.8％

で、『否定派』の方が『肯定派』よりも 27.3 ポイント高くなっている。 

性別にみると、男女とも、『否定派』が『肯定派』よりも高くなっている。 

年代別にみると、すべての年代で、『否定派』が『肯定派』よりも高くなっている。なお、

『否定派』は 50 歳代（65.4％）で最も高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『否定派』が『肯定派』よりも高くなっている。 

問 24．あなたがお住まいの地域では、地域での住民相互の支え合いなどによる福祉活動が 

活発に行われていると思いますか。（○は 1つ） 

（％）

そ
う
思

う

や
や
そ

う

思
う

あ
ま
り

そ

う
思
わ

な

い そ
う
思

わ

な
い

無
回
答

肯
定
派

否
定
派

1,110    56         305       500       164       85         361     664
100.0    5.0        27.5      45.0      14.8      7.7        32.5    59.8

男　性 474 5.5 26.8 43.9 19.0 4.9 32.3 62.9
女　性 603 4.8 29.2 47.6 11.8 6.6 34.0 59.4
無回答 33 3.0 6.1 15.2 9.1 66.7 9.1 24.3
20歳代 81         8.6        32.1      35.8      12.3      11.1      40.7    48.1
30歳代 116       3.4        28.4      41.4      18.1      8.6        31.8    59.5
40歳代 194       3.1        26.3      48.5      15.5      6.7        29.4    64.0
50歳代 217       2.3        24.0      48.8      16.6      8.3        26.3    65.4
60歳代 202       6.4        29.7      41.6      17.8      4.5        36.1    59.4
70歳代以上 271       7.4        30.3      50.6      10.0      1.8        37.7    60.6
無回答 29         3.4        3.4        6.9        13.8      72.4      6.8      20.7
太宰府小学校区 176 3.4 28.4 51.7 11.9 4.5 31.8    63.6
太宰府東小学校区 103 7.8 35.0 39.8 10.7 6.8 42.8    50.5
太宰府南小学校区 81 7.4 25.9 46.9 12.3 7.4 33.3    59.2
水城小学校区 182 3.3 28.6 45.1 17.0 6.0 31.9    62.1
水城西小学校区 131 4.6 30.5 44.3 15.3 5.3 35.1    59.6
太宰府西小学校区 209 6.7 29.7 45.9 12.4 5.3 36.4    58.3
国分小学校区 128 3.1 23.4 45.3 22.7 5.5 26.5    68.0
わからない 72 6.9 18.1 47.2 18.1 9.7 25.0    65.3
無回答 28 3.6 3.6 7.1 10.7 75.0 7.2      17.8

標
本
数

全  体

性

別

年
代
別

小
学
校

区
別
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９．健康状態（問 25）

 ここ数週間の健康状態は『健康』は79.3％、『不調』は14.1％となっている。 

ここ数週間の健康状態について、『健康』（「とても健康である」と「健康な方である」の合計）

は 79.3％、一方、『不調』（「健康ではない」と「あまり健康ではない」の合計）は 14.1％で、

『健康』が８割近くと高くなっている。 

性別にみると、『健康』は男性が 81.3％、女性が 80.4％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、『不調』は 40歳代（17.0％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、『健康』は太宰府南小学校区と水城小学校区を除くすべての小学校区で

８割を超えている。 

問 25．あなたのここ数週間の健康状態はいかがですか。（○は 1つ） 

（％）

健
康

で

あ

る 健
康

な

方

で
あ

る

あ
ま

り

健

康
で

は

な

い 健
康

で

は

な
い

無
回

答

健
康

不
調

1,110    413       467       131       25         74         880 156
100.0    37.2      42.1      11.8      2.3        6.7        79.3 14.1

男　性 474 35.7 45.6 11.8 3.2 3.8 81.3 15.0
女　性 603 39.1 41.3 12.3 1.5 5.8 80.4 13.8
無回答 33 24.2 6.1 3.0 3.0 63.6 30.3 6.0
20歳代 81         60.5      21.0      6.2        2.5        9.9        81.5 8.7
30歳代 116       40.5      37.9      12.1      0.9        8.6        78.4 13.0
40歳代 194       42.8      34.5      13.9      3.1        5.7        77.3 17.0
50歳代 217       33.6      45.2      13.4      0.5        7.4        78.8 13.9
60歳代 202       41.1      42.6      11.4      2.5        2.5        83.7 13.9
70歳代以上 271       27.7      56.1      11.8      3.3        1.1        83.8 15.1
無回答 29         10.3      10.3      3.4        3.4        72.4      20.6 6.8
太宰府小学校区 176 40.3 41.5 13.1 0.6 4.5 81.8 13.7
太宰府東小学校区 103 27.2 53.4 11.7 1.9 5.8 80.6 13.6
太宰府南小学校区 81 34.6 42.0 12.3 3.7 7.4 76.6 16.0
水城小学校区 182 42.9 36.8 11.5 3.8 4.9 79.7 15.3
水城西小学校区 131 39.7 42.0 12.2 1.5 4.6 81.7 13.7
太宰府西小学校区 209 37.3 45.0 12.0 1.0 4.8 82.3 13.0
国分小学校区 128 39.1 48.4 9.4 0.8 2.3 87.5 10.2
わからない 72 31.9 37.5 15.3 8.3 6.9 69.4 23.6
無回答 28 17.9 - 3.6 3.6 75.0 17.9 7.2

標

本

数

全  体

性

別

年

代

別

小

学
校

区

別
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１０．健康増進の取り組み状況（問 26）

 健康増進のために取り組んでいるものが「ある」と答えた人は約６割となっている。 

健康増進の取り組み状況について、取り組んでいるものが「ある」と答えた割合は 59.5％、

「ない」と答えた割合は 33.7％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『取り組んでいる派』は令和 3 年度調査より 2.6 ポイント減少し

ている。 

性別にみると、『取り組んでいる派』は男性が 60.5％、女性が 60.0％で男女に大きな差はみ

られない。 

年代別にみると、30 歳代を除くすべての年代で、『取り組んでいる派』の方が『取り組んでい

ない派』の割合より高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『取り組んでいる派』の方が『取り組んでいない

派』より高くなっている。 

健康状態別にみると、健康な人ほど『取り組んでいる派』の割合が高く、健康状態と健康増

進の取り組みで関連性がみられる。 

問 26．あなたは健康増進のために日頃から取り組んでいることがありますか。（○は１つ） 

（％）

あ

る

な

い

無

回

答

1,110      660         374         76
100.0      59.5        33.7        6.8

男　性 474 60.5 35.4 4.0
女　性 603 60.0 34.0 6.0
無回答 33 33.3 3.0 63.6
20歳代 81 49.4        40.7        9.9
30歳代 116 44.8        46.6        8.6
40歳代 194 52.1        42.3        5.7
50歳代 217 54.8        37.8        7.4
60歳代 202 66.8        30.2        3.0
70歳代以上 271 76.4        22.1        1.5
無回答 29 20.7        6.9          72.4
太宰府小学校区 176 64.2        31.3        4.5
太宰府東小学校区 103 57.3        36.9        5.8
太宰府南小学校区 81 61.7        30.9        7.4
水城小学校区 182 57.1        37.9        4.9
水城西小学校区 131 59.5        37.4        3.1
太宰府西小学校区 209 65.1        29.2        5.7
国分小学校区 128 61.7        34.4        3.9
わからない 72 48.6        44.4        6.9
無回答 28 21.4        3.6          75.0
とても健康である 413 69.5 30.3 0.2
健康な方である 467 63.0 36.8 0.2
あまり健康でない 131 48.1 50.4 1.5
健康ではない 25 56.0 40.0 4.0
無回答 74 2.7 1.4 95.9

標

本
数

全  体

小

学
校

区

別

年

代
別

健

康

状
態

別

性
別
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１１．健康診査の受診状況（問 27）

 この一年間の健康診査の受診率は65.6％となっている。 

健康診査の受診状況について、一年間の健康診査の受診状況をみると、「受けた」が 65.6％、

「受けなかった」は 27.8％となっている。 

過去の調査結果をみると、「受けなかった」が令和 3 年度調査より 3.4 ポイント減少している。 

性別・年代別にみると、男性の 20 歳代を除き、「受けた」の方が「受けなかった」より高く

なっている。また、女性（63.0％）に比べて男性（71.9％）の受診率が高くなっている。 

健康状態別に受診率をみると、健康な人ほど「受けた」の割合が高く、健康状態と受診率の

関連性がみられる。 

問 27．あなたはこの一年間に、「健康診査」（がん検診、人間ドックを含む）を受けましたか。 

（○は１つ） 

（％）

受
け

た

受
け

な

か
っ

た

無
回

答

1,110      728         309         73
100.0      65.6        27.8        6.6

男　性 474 71.9 24.1 4.0
女　性 603 63.0 31.5 5.5
無回答 33 21.2 15.2 63.6
男性:20歳代 28 32.1 64.3 3.6
男性:30歳代 52 67.3 23.1 9.6
男性:40歳代 79 83.5 13.9 2.5
男性:50歳代 87 77.0 17.2 5.7
男性:60歳代 88 69.3 26.1 4.5
男性:70歳代以上 140 73.6 25.0 1.4
女性:20歳代 53 47.2 39.6 13.2
女性:30歳代 64 48.4 43.8 7.8
女性:40歳代 115 65.2 27.0 7.8
女性:50歳代 130 63.8 28.5 7.7
女性:60歳代 109 79.8 18.3 1.8
女性:70歳代以上 129 59.7 40.3 -
無回答 36 25.0 16.7 58.3
太宰府小学校区 176 60.2        34.7        5.1
太宰府東小学校区 103 59.2        35.0        5.8
太宰府南小学校区 81 71.6        21.0        7.4
水城小学校区 182 67.6        27.5        4.9
水城西小学校区 131 75.6        21.4        3.1
太宰府西小学校区 209 69.9        25.4        4.8
国分小学校区 128 71.1        26.6        2.3
わからない 72 54.2        38.9        6.9
無回答 28 17.9        7.1          75.0
とても健康である 413 71.9 28.1 -
健康な方である 467 69.8 30.0 0.2
あまり健康でない 131 66.4 32.8 0.8
健康ではない 25 60.0 40.0 -
無回答 74 4.1 - 95.9

性

別

・
年

代
別

健
康

状
態

別

小

学

校
区

別

標
本

数

全  体

性

別
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１２．市が健康診査（集団健診）を行った場合の利用意向（問 28）

 健康診査（集団検診）を行った場合の利用意向は51.6％となっている。 

市が健康診査（集団検診）を行った場合の利用意向について、「利用したい」と答えた割合は 

51.6％、「利用しなくてよい」と答えた割合は 45.9％となっており、「利用したい」の方が「利

用しなくてよい」よりも 5.7 ポイント高くなっている。 

性別にみると、「利用したい」と答えた割合は男性（58.2％）の方が女性（44.4％）より高く

なっている。 

問 28．【75 歳以上の方だけにおたずねします。】医療機関が行う健康診査（個別健診）のほか

に、本市が行う健康診査（集団健診）があれば、そちらを利用したいですか。（○は１つ） 

（％）

利
用

し
た

い

利
用

し
な

く

て
よ

い

無
回

答

122         63           56           3
100.0      51.6        45.9        2.5

男　性 67 58.2 40.3 1.5
女　性 54 44.4 51.9 3.7
無回答 1 - 100.0 -
太宰府小学校区 22 40.9        59.1        -
太宰府東小学校区 14 57.1        42.9        -
太宰府南小学校区 12 66.7        25.0        8.3
水城小学校区 8 25.0        75.0        -
水城西小学校区 10 60.0        30.0        10.0
太宰府西小学校区 34 61.8        35.3        2.9
国分小学校区 19 42.1        57.9        -
わからない 2 -             100.0      -
無回答 1 100.0      -             -
とても健康である 413 13.6 8.2 78.2
健康な方である 467 16.7 12.2 71.1
あまり健康でない 131 10.7 9.2 80.2
健康ではない 25 16.0 24.0 60.0
無回答 74 - 1.4 98.6

全  体

性
別

健

康
状

態
別

小
学

校
区
別

標
本
数
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１３．災害に対する日頃の備え（問 29）

 日頃の災害に対する備えができているのは「②避難場所を知っている」、「③災害情報源の認
知」、「①食料の備蓄」、「④家具の転倒防止策」の順となっている。 

防災・消防体制の整備充実について、実施率（「はい」の割合）をみると「②避難場所を知っ

ている」（81.1％）が最も高く、次いで「③災害情報源の認知」（46.3％）、「①食料の備蓄」

（43.6％）、「④家具の転倒防止策」（30.5％）の順となっている。なお、備えができていない人

（「いいえ」と回答した人）ができている人（「はい」と回答した人）より高いのは、「①食料の

備蓄」（48.7％）と「④家具の転倒防止策」（61.5％）の２項目である。 

過去の調査結果と比べると、実施率は「①食料の備蓄」と「④家具の転倒防止策」で令和3年

度調査よりそれぞれ 2.4 ポイント、2.3 ポイント減少している。一方、「②避難場所を知ってい

る」と「③災害情報源の認知」はそれぞれ 4.0 ポイント、3.2 ポイント増加している。 

問 29．あなたは日頃から災害に対する備えをしていますか。以下の項目について、「はい」か 

「いいえ」のいずれかを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ） 
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性別にみると、実施率は、すべての項目で女性の方が男性より高くなっている。 

年代別にみると、実施率は、すべての年代で「②避難場所を知っている」が最も高くなって

おり、70歳代以上（91.9％）では他の年代より高くなっている。 

小学校区別にみると、「②避難場所を知っている」の実施率が最も低いのは水城小学校区

（80.2％）となっている。 

（％）

は

い

い

い
え

無

回
答

は

い

い

い
え

無

回
答

は

い

い

い
え

無

回
答

は

い

い

い
え

無

回
答

1,110 484 541 85 900 126 84 514 505 91 338 683 89
100.0 43.6 48.7 7.7 81.1 11.4 7.6 46.3 45.5 8.2 30.5 61.5 8.0

男　性 474 42.4 52.7 4.9 80.2 15.0 4.9 45.8 48.9 5.3 29.1 65.4 5.5
女　性 603 46.1 47.1 6.8 84.6 8.8 6.6 48.3 44.3 7.5 32.2 61.0 6.8
無回答 33 15.2 21.2 63.6 30.3 6.1 63.6 18.2 18.2 63.6 18.2 15.2 66.7
20歳代 81 29.6 59.3 11.1 67.9 21.0 11.1 32.1 56.8 11.1 33.3 55.6 11.1
30歳代 116 34.5 56.0 9.5 70.7 19.8 9.5 48.3 42.2 9.5 30.2 60.3 9.5
40歳代 194 38.1 55.7 6.2 80.4 13.9 5.7 44.3 49.5 6.2 35.1 58.8 6.2
50歳代 217 46.1 46.5 7.4 82.9 9.7 7.4 47.9 43.8 8.3 26.7 65.9 7.4
60歳代 202 46.0 49.0 5.0 84.7 10.4 5.0 46.5 48.0 5.4 24.3 70.3 5.4
70歳代以上 271 55.7 42.1 2.2 91.9 5.9 2.2 52.8 43.9 3.3 36.2 60.5 3.3
無回答 29 6.9 20.7 72.4 24.1 3.4 72.4 17.2 10.3 72.4 10.3 17.2 72.4
太宰府小学校区 176 46.6 47.2 6.3 82.4 11.9 5.7 52.3 40.9 6.8 31.8 60.8 7.4
太宰府東小学校区 103 50.5 43.7 5.8 85.4 8.7 5.8 46.6 47.6 5.8 36.9 56.3 6.8
太宰府南小学校区 81 38.3 53.1 8.6 86.4 4.9 8.6 39.5 51.9 8.6 30.9 60.5 8.6
水城小学校区 182 44.5 49.5 6.0 80.2 13.7 6.0 47.8 46.2 6.0 28.6 64.8 6.6
水城西小学校区 131 39.7 55.7 4.6 84.0 11.5 4.6 49.6 45.8 4.6 29.8 64.9 5.3
太宰府西小学校区 209 48.3 45.5 6.2 87.1 6.7 6.2 46.9 45.5 7.7 31.6 62.7 5.7
国分小学校区 128 43.8 52.3 3.9 88.3 7.8 3.9 52.3 43.0 4.7 31.3 64.8 3.9
わからない 72 34.7 58.3 6.9 55.6 37.5 6.9 29.2 62.5 8.3 25.0 68.1 6.9
無回答 28 14.3 10.7 75.0 21.4 3.6 75.0 14.3 10.7 75.0 14.3 10.7 75.0

年

代
別

小
学
校

区
別

④家具の転落・転倒防止
策をとっている

全  体

標
本

数

①３日分程度の食料・飲
料を備蓄をしている

②避難場所を知っている
③警戒レベル３　高齢者

等避難などの災害情報の

入手方法を知っている

性

別
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１４．消防団の認知度（問 30）

 消防団の認知度は81.5％となっている。 

消防団の認知度について、『知っている』（「活動をよく知っている」と「活動内容を一部知っ

ている」と「活動内容は知らないが、消防団があることは知っている」の合計）と答えた割合

は 81.5％、「知らない」と答えた割合は 11.7％となっている。『知っている』と答えた人の中で、

『活動内容を知っている』（「活動をよく知っている」と「活動内容を一部知っている」の合計）

は 26.8％となっている。 

性別にみると、女性（13.4％）の方が、男性（9.9％）よりも「知らない」の割合が高くなっ

ている。 

年代別にみると、『知っている』が最も高いのは 70歳代以上（89.7％）となっている。 

小学校区別にみると、『知っている』の割合が最も高くなっているのは国分小学校区（88.3％）

となっている。一方、『知っている』の割合が最も低くなっているのは太宰府東小学校区

（77.7％）。となっている。 

問 30．あなたは消防団という団体の活動内容を知っていますか。（○は１つ） 

（％）

活

動

内

容

を

よ

く
知
っ

て

い

る

活

動

内

容

を

一

部
知
っ

て

い

る

活

動

内

容

は

知

ら
な

い

が
、

消

防

団

が

あ
る

こ

と

は

知
っ

て

い

る

消

防

団

が

あ

る

こ
と

を

知

ら

な

い

無

回

答

知
っ

て

い

る

知

ら

な

い

1,110    70         227       607       130       76         904 130
100.0    6.3        20.5      54.7      11.7      6.8        81.5 11.7

男　性 474 9.9 23.4 52.5 9.9 4.2 85.8 9.9
女　性 603 3.8 19.1 57.9 13.4 5.8 80.8 13.4
無回答 33 - 3.0 27.3 6.1 63.6 30.3 6.1
20歳代 81         4.9        18.5      51.9      14.8      9.9        75.3 14.8
30歳代 116       6.0        11.2      56.0      18.1      8.6        73.2 18.1
40歳代 194       4.6        21.1      57.2      11.3      5.7        82.9 11.3
50歳代 217       6.5        21.7      55.3      9.7        6.9        83.5 9.7
60歳代 202       6.4        17.3      57.9      14.4      4.0        81.6 14.4
70歳代以上 271       8.1        27.7      53.9      9.2        1.1        89.7 9.2
無回答 29         3.4        3.4        20.7      -           72.4      27.5 -
太宰府小学校区 176 5.7 21.6 54.0 14.2 4.5 81.3 14.2
太宰府東小学校区 103 7.8 25.2 44.7 16.5 5.8 77.7 16.5
太宰府南小学校区 81 6.2 13.6 63.0 9.9 7.4 82.8 9.9
水城小学校区 182 8.2 21.4 52.7 12.1 5.5 82.3 12.1
水城西小学校区 131 9.2 22.1 56.5 9.2 3.1 87.8 9.2
太宰府西小学校区 209 5.3 21.1 57.9 10.0 5.7 84.3 10.0
国分小学校区 128 5.5 20.3 62.5 8.6 3.1 88.3 8.6
わからない 72 1.4 18.1 54.2 19.4 6.9 73.7 19.4
無回答 28 3.6 3.6 17.9 - 75.0 25.1 -

全  体

性

別

年
代

別

小

学

校

区

別

標

本

数
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１５．防犯面の安心度（問 31）

 防犯面について『安心派』は58.0％、『不安派』は35.2％となっている。 

防犯面の安心度について、『安心派』（「とても安心している」と「どちらかといえば安心して

いる」の合計）は 58.0％となっている。一方、『不安派』（「とても不安である」と「どちらかと

いえば不安である」の合計）は 35.2％で、『安心派』の方が『不安派』よりも高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『安心派』は令和 3 年度調査から 8.1 ポイント減少しており、過

去５年間の調査で最も低くなっている。 

性別にみると、男性（60.9％）の方が女性（57.7％）よりも『安心派』の割合が高くなって

いる。 

年代別にみると、『安心派』はすべての年代で『不安派』よりも高く、20 歳代が 64.1％で最

も高くなっている。 

小学校区別にみると、『安心派』が最も高いのは太宰府南小学校区と国分小学校区（同率

61.7％）となっている。 

問 31．あなたは市内に住むうえで防犯の面で安心していますか。（○は１つ） 

（％）

安

心
し

て
い

る ど

ち
ら

か
と

い

え
ば

安
心

し

て
い

る

ど

ち
ら

か
と

い

え
ば

不
安

で

あ
る

不

安
で

あ
る

無

回
答

安

心
派

不

安
派

1,110 56 588 316 74 76 644 390
100.0 5.0 53.0 28.5 6.7 6.8 58.0 35.2

男　性 474 6.3 54.6 27.6 7.2 4.2 60.9 34.8
女　性 603 4.1 53.6 30.2 6.3 5.8 57.7 36.5
無回答 33 3.0 18.2 9.1 6.1 63.6 21.2 15.2
20歳代 81 16.0 48.1 19.8 6.2 9.9 64.1 26.0
30歳代 116 4.3 47.4 32.8 6.9 8.6 51.7 39.7
40歳代 194 5.7 56.2 25.3 7.2 5.7 61.9 32.5
50歳代 217 2.8 53.0 30.0 7.4 6.9 55.8 37.4
60歳代 202 6.9 55.4 26.2 7.4 4.0 62.3 33.6
70歳代以上 271 2.6 56.8 34.3 5.2 1.1 59.4 39.5
無回答 29 - 13.8 6.9 6.9 72.4 13.8 13.8
太宰府小学校区 176 6.3 54.5 29.5 5.1 4.5 60.8 34.6
太宰府東小学校区 103 1.9 50.5 35.9 5.8 5.8 52.4 41.7
太宰府南小学校区 81 4.9 56.8 23.5 7.4 7.4 61.7 30.9
水城小学校区 182 6.0 55.5 25.3 7.7 5.5 61.5 33.0
水城西小学校区 131 6.9 52.7 31.3 6.1 3.1 59.6 37.4
太宰府西小学校区 209 4.3 56.5 28.2 5.3 5.7 60.8 33.5
国分小学校区 128 3.9 57.8 30.5 4.7 3.1 61.7 35.2
わからない 72 6.9 40.3 29.2 16.7 6.9 47.2 45.9
無回答 28 - 10.7 7.1 7.1 75.0 10.7 14.2

年

代
別

小
学

校
区

別

標
本

数

全  体

性
別



第２章 調査結果の分析 

- 54 - 

１６．人権侵害の経験の有無（問 32）

 人権を侵害されたことが「ある」は3.4％となっている。 

人権侵害の経験の有無について、この１年間に人権を侵害されたことについては、「ない」と

答えた人が 89.5％と大半を占めている。なお、「ある」と答えた人は 3.4％となっている。 

過去の調査結果と比べると、令和 3 年度の調査まで「ない」と答えた人が９割を超えていた

が、今年度の調査で 89.5％に減少し、過去５年間の調査で最も低くなっている。 

性別にみると、女性（4.5％）の方が男性（2.1％）よりも「ある」が高くなっている。 

年代別にみると、20 歳代（6.2％）と 30歳代（4.3％）において「ある」が高くなっている。 

小学校区別にみると、「ある」が最も高いのは太宰府南小学校区（4.9％）となっている。 

問 32．あなたやあなたの家族が、この１年間に人権を侵害されたことがありますか。（○は１つ） 

（％）

あ
る

な
い

無
回

答

1,110        38             994           78
100.0        3.4            89.5          7.0

男　性 474 2.1 93.7 4.2
女　性 603 4.5 89.4 6.1
無回答 33 3.0 33.3 63.6
20歳代 81             6.2            81.5          12.3
30歳代 116           4.3            87.1          8.6
40歳代 194           3.1            91.2          5.7
50歳代 217           2.8            88.9          8.3
60歳代 202           2.5            94.6          3.0
70歳代以上 271           3.7            95.6          0.7
無回答 29             3.4            24.1          72.4
太宰府小学校区 176           4.5            90.3          5.1
太宰府東小学校区 103           1.9            91.3          6.8
太宰府南小学校区 81             4.9            87.7          7.4
水城小学校区 182           4.4            90.1          5.5
水城西小学校区 131           3.8            93.1          3.1
太宰府西小学校区 209           1.4            92.3          6.2
国分小学校区 128           3.1            93.8          3.1
わからない 72             4.2            90.3          5.6
無回答 28             3.6            21.4          75.0

標
本

数

全  体

性
別

年
代

別

小

学
校

区

別
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１７．市内での人権の尊重（問 33）

 人権が『尊重されている派』は77.5％、『尊重されていない派』は11.8％となっている。 

市内での人権の尊重について、『尊重されている派』（「尊重されている」と「どちらかといえ

ば尊重されている」の合計）は 77.5％となっている。一方、『尊重されていない派』（「尊重され

ていない」と「どちらかといえば尊重されていない」の合計）は 11.8％で、『尊重されている派』

が７割以上と高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『尊重されている派』は令和 3 年度調査より 0.6 ポイント減少し

ており、令和元年度調査以降は減少傾向にある。 

性別にみると、『尊重されている派』は、男性（80.0％）の方が、女性（78.3％）より高く

なっている。 

年代別にみると、すべての年代で『尊重されている派』は７割を超えており、70 歳代以上

（85.3％）は、他の年代に比べて最も高くなっている。 

小学校区別にみると、『尊重されている派』が最も高いのは、水城西小学校区（83.2％）と

なっている。一方、最も低いのは太宰府東小学校区（75.7％）となっている。 

問 33．あなたは市内で同和問題をはじめ、あらゆる人権が尊重されていると思いますか。（○は 

1 つ） 

（％）

尊
重

さ

れ

て

い

る ど
ち

ら

か

と

い

え
ば

尊

重

さ

れ

て
い

る

ど
ち

ら

か

と

い

え
ば

尊

重

さ

れ

て
い

な

い

尊
重

さ

れ

て

い

な
い

無
回

答

尊
重

さ

れ

て

い

る
派

尊
重

さ

れ

て

い

な
い

派

1,110 119 741 117 14 119 860 131
100.0 10.7 66.8 10.5 1.3 10.7 77.5 11.8

男　性 474 12.9 67.1 10.5 1.3 8.2 80.0 11.8
女　性 603 9.5 68.8 11.1 1.3 9.3 78.3 12.4
無回答 33 3.0 24.2 - - 72.7 27.2 -
20歳代 81 21.0 54.3 11.1 1.2 12.3 75.3 12.3
30歳代 116 9.5 62.1 16.4 1.7 10.3 71.6 18.1
40歳代 194 9.3 69.6 10.3 2.6 8.2 78.9 12.9
50歳代 217 11.5 67.7 10.1 0.9 9.7 79.2 11.0
60歳代 202 6.9 68.8 12.9 0.5 10.9 75.7 13.4
70歳代以上 271 12.2 73.1 7.7 1.1 5.9 85.3 8.8
無回答 29 3.4 20.7 - - 75.9 24.1 -
太宰府小学校区 176 8.5 67.6 14.8 1.7 7.4 76.1 16.5
太宰府東小学校区 103 12.6 63.1 8.7 2.9 12.6 75.7 11.6
太宰府南小学校区 81 7.4 72.8 7.4 - 12.3 80.2 7.4
水城小学校区 182 9.9 72.0 8.2 1.1 8.8 81.9 9.3
水城西小学校区 131 13.7 69.5 9.2 - 7.6 83.2 9.2
太宰府西小学校区 209 15.3 65.6 11.0 - 8.1 80.9 11.0
国分小学校区 128 8.6 74.2 8.6 2.3 6.3 82.8 10.9
わからない 72 6.9 55.6 19.4 4.2 13.9 62.5 23.6
無回答 28 3.6 14.3 3.6 - 78.6 17.9 3.6

年

代

別

小

学

校
区

別

標

本

数

全  体

性

別
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１８．固定的な役割分担に対する考え方（問 34）

 固定的な役割分担に『非同感派』（71.6％）の方が、『同感派』（21.5％）よりも高い。 

固定的な役割分担に対する考え方について、「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担意識

に、『同感派』（「同感する」と「ある程度同感する」の合計）は 21.5％となっている。一方、

『非同感派』（「同感しない」と「あまり同感しない」の合計）は 71.6％で、『非同感派』の方が

『同感派』より高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『同感派』は令和 3年度調査より 1.2 ポイント減少している。 

性別・年代別にみると、『非同感派』は 30 歳代を除くすべての年代で女性の方が男性より高

くなっている。 

小学校区別にみると、『非同感派』が最も高いのは、国分小学校区（82.8％）となっている。 

問 34．あなたは「男は仕事、女は家庭」というように、性別によって固定化された役割分業の 

考え方にどの程度同感しますか。（○は 1つ） 

（％）

同
感

す

る

あ
る

程

度

同
感

す

る

あ
ま

り

同

感
し

な

い

同
感

し

な

い 無
回

答

同
感

派

非
同

感

派

1,110 28 211 347 447 77 239 794
100.0 2.5 19.0 31.3 40.3 6.9 21.5 71.6

男　性 474 3.4 22.8 30.8 38.6 4.4 26.2 69.4
女　性 603 2.0 16.3 33.2 42.8 5.8 18.3 76.0
無回答 33 - 15.2 3.0 18.2 63.6 15.2 21.2
男性：20歳代 28 14.3 10.7 39.3 28.6 7.1 25.0 67.9
男性：30歳代 52 1.9 15.4 30.8 42.3 9.6 17.3 73.1
男性：40歳代 79 3.8 27.8 17.7 48.1 2.5 31.6 65.8
男性：50歳代 87 1.1 18.4 35.6 37.9 6.9 19.5 73.5
男性：60歳代 88 5.7 18.2 26.1 45.5 4.5 23.9 71.6
男性：70歳以上 140 1.4 30.7 36.4 30.0 1.4 32.1 66.4
女性：20歳代 53 5.7 5.7 22.6 50.9 15.1 11.4 73.5
女性：30歳代 64 1.6 18.8 21.9 50.0 7.8 20.4 71.9
女性：40歳代 115 0.9 13.9 29.6 47.8 7.8 14.8 77.4
女性：50歳代 130 1.5 12.3 32.3 45.4 8.5 13.8 77.7
女性：60歳代 109 1.8 16.5 45.0 34.9 1.8 18.3 79.9
女性：70歳以上 129 2.3 25.6 38.0 34.1 - 27.9 72.1
無回答 36 - 13.9 2.8 25.0 58.3 13.9 27.8
太宰府小学校区 176 2.8 22.2 25.0 44.9 5.1 25.0 69.9
太宰府東小学校区 103 1.0 19.4 34.0 38.8 6.8 20.4 72.8
太宰府南小学校区 81 3.7 21.0 27.2 40.7 7.4 24.7 67.9
水城小学校区 182 3.3 17.6 29.7 44.0 5.5 20.9 73.7
水城西小学校区 131 2.3 21.4 32.1 41.2 3.1 23.7 73.3
太宰府西小学校区 209 2.9 20.6 37.3 33.5 5.7 23.5 70.8
国分小学校区 128 2.3 12.5 37.5 45.3 2.3 14.8 82.8
わからない 72 1.4 19.4 33.3 38.9 6.9 20.8 72.2
無回答 28 - 7.1 - 17.9 75.0 7.1 17.9

性

別
・

年

代
別

小

学

校
区

別

標

本

数

全  体

性
別
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１９．ＤＶを受けた経験がある場合の相談経験（問 35）

 DVを『受けた』は7.8％、『受けたことはない』は83.1％となっている。 

ＤＶを受けた経験がある場合の相談経験について、「ＤＶを受けたことはない」と答えた人が

83.1％と８割以上を占めている。なお、ＤＶを「相談した」と答えた人（2.4％）と「どこ（誰）

にも相談しなかった」（5.4％）を合わせたＤＶを『受けた』経験がある人は 7.8%となっている。 

過去の調査結果と比べると、「相談した」は0.2ポイント、「どこ（誰）にも相談しなかった」

は 0.3 ポイント増加している。 

性別・年代別にみると、男性の 60 歳代を除くすべての年代でＤＶを『受けた』経験があると

回答している。 

小学校区別にみると、すべての小学校区でＤＶを『受けた』経験があると回答している。 

問 35．配偶者(元配偶者も含む)や交際相手から DV を受けた経験がある場合、どこ(誰)かに相談 

をしましたか。[※ＤＶには身体的・精神的・性的・経済的な暴力を含む]（○は１つ） 

（％）

相
談
し
た

ど
こ
（

誰
）

に
も
相
談
し

な
か
っ

た

Ｄ
Ｖ
を
受
け

た
こ
と
は
な

い 無

回

答

受
け
た

受
け
た
こ
と

は
な
い

1,110 27 60 922 101 87 922
100.0 2.4 5.4 83.1 9.1 7.8 83.1

男性：20歳代 28 3.6 3.6 85.7 7.1 7.2 85.7
男性：30歳代 52 1.9 3.8 84.6 9.6 5.7 84.6
男性：40歳代 79 - 6.3 87.3 6.3 6.3 87.3
男性：50歳代 87 1.1 3.4 87.4 8.0 4.5 87.4
男性：60歳代 88 - - 88.6 11.4 - 88.6
男性：70歳以上 140 - 6.4 89.3 4.3 6.4 89.3
女性：20歳代 53 1.9 3.8 77.4 17.0 5.7 77.4
女性：30歳代 64 6.3 3.1 81.3 9.4 9.4 81.3
女性：40歳代 115 5.2 7.0 79.1 8.7 12.2 79.1
女性：50歳代 130 3.8 5.4 81.5 9.2 9.2 81.5
女性：60歳代 109 2.8 8.3 83.5 5.5 11.1 83.5
女性：70歳以上 129 3.9 8.5 86.0 1.6 12.4 86.0
無回答 36 - 2.8 38.9 58.3 2.8 38.9
太宰府小学校区 176 0.6 8.0 85.2 6.3 8.6 85.2
太宰府東小学校区 103 1.0 4.9 82.5 11.7 5.9 82.5
太宰府南小学校区 81 2.5 3.7 84.0 9.9 6.2 84.0
水城小学校区 182 3.3 3.8 86.3 6.6 7.1 86.3
水城西小学校区 131 2.3 6.1 87.0 4.6 8.4 87.0
太宰府西小学校区 209 3.3 5.3 85.2 6.2 8.6 85.2
国分小学校区 128 2.3 7.0 82.8 7.8 9.3 82.8
わからない 72 5.6 2.8 80.6 11.1 8.4 80.6
無回答 28 - 3.6 21.4 75.0 3.6 21.4

標
本
数

全  体

性
別
・
年
代
別

小
学
校
区
別
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２０．生涯学習活動の取り組み状況（問 36）

 生涯学習の『週１回以上の実施率』は28.9％となっている。 

生涯学習活動の取り組み状況について、『週１回以上の実施率』（「ほぼ毎日取り組んでいる」

と「週に１回程度取り組んでいる」の合計）は 28.9％となっている。一方、「ほとんど取り組ん

でいない」は 42.2％で、４割以上となっている。 

過去の調査結果と比べると、『週１回以上の実施率』は過去５年間の調査で最も高くなってい

る。 

性別にみると、『週１回以上の実施率』は、男性（31.0％）の方が女性（27.6％）より高く

なっている。 

年代別にみると、『週１回以上の実施率』が最も高いのは、20 歳代（39.5％）、次いで、70 歳

以上（37.3％）の順となっている。 

小学校区別にみると、『週１回以上の実施率』が最も高いのは、太宰府西小学校区（31.6％）

となっている。 

問 36．あなたは日頃から自発的に学習に取り組んでいますか。（○は 1つ） 

（％）

ほ
ぼ
毎

日
取
り

組
ん
で

い
る

週
に
１

回
程
度

取
り
組

ん
で
い

る 月
に
数

回
程
度

取
り
組

ん
で
い

る 年
に
数

回
程
度

取
り
組

ん
で
い

る ほ
と
ん

ど
取
り

組
ん
で

い
な
い

無
回
答

週
1
回

以
上
の

実
施
率

1,110 173 148 114 123 468 84 321
100.0 15.6 13.3 10.3 11.1 42.2 7.6 28.9

男　性 474 17.5 13.5 10.3 8.9 44.9 4.9 31.0
女　性 603 14.3 13.3 10.4 13.4 42.0 6.6 27.6
無回答 33 12.1 12.1 6.1 - 6.1 63.6 24.2
20歳代 81 24.7 14.8 7.4 14.8 25.9 12.3 39.5
30歳代 116 12.9 12.9 12.1 11.2 42.2 8.6 25.8
40歳代 194 10.8 14.4 9.8 14.4 44.3 6.2 25.2
50歳代 217 13.4 6.5 9.7 16.6 46.1 7.8 19.9
60歳代 202 16.3 13.9 9.4 7.9 47.5 5.0 30.2
70歳代以上 271 19.2 18.1 12.9 6.6 41.7 1.5 37.3
無回答 29 10.3 6.9 - - 10.3 72.4 17.2
太宰府小学校区 176 15.3 14.2 11.4 11.9 40.9 6.3 29.5
太宰府東小学校区 103 17.5 11.7 10.7 15.5 37.9 6.8 29.2
太宰府南小学校区 81 18.5 9.9 6.2 8.6 45.7 11.1 28.4
水城小学校区 182 15.4 12.1 10.4 14.3 41.2 6.6 27.5
水城西小学校区 131 13.0 16.0 10.7 16.0 41.2 3.1 29.0
太宰府西小学校区 209 15.8 15.8 12.9 9.6 40.2 5.7 31.6
国分小学校区 128 14.1 14.8 7.8 5.5 55.5 2.3 28.9
わからない 72 19.4 8.3 11.1 6.9 47.2 6.9 27.7
無回答 28 10.7 7.1 - - 7.1 75.0 17.8

性
別

年
代
別

小
学
校
区
別

標
本
数

全  体

15.4 

13.4 

13.5 

13.4 

15.6

9.2 

7.6 

9.0 

14.5 

13.3

10.4 

10.5 

9.1 

12.0 

10.3

9.8 

13.2 

9.6 

13.4 

11.1

52.2 

51.9 

54.8 

41.8 

42.2

3.1 

3.4 

3.9 

5.0 

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30年度調査

（N＝521）

R1年度調査

（N＝524）

R2年度調査

（N＝591）

R3年度調査

（N＝1,062）

R4年度調査

（N＝1,110）

凡例

週に１回程度

取り組んでいる

ほぼ毎日

取り組んでいる

月に数回程度

取り組んでいる

ほとんど

取り組んでいない 無回答

年に数回程度

取り組んでいる 週１回

以上の

実施率

28.9

27.9

22.5

21.0

24.6
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２１．運動・スポーツの取り組み頻度（問 37）

 運動・スポーツの『週１回以上の実施率』は43.0％となっている。 

運動・スポーツの取り組み頻度について、『週に１回以上の実施率』（「ほぼ毎日行っている」

と「週に３回程度行っている」、「週に１回程度行っている」の合計）は 43.0％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『週１回以上の実施率』は令和 3 年度の調査から 4.7 ポイント減

少している。 

性別にみると、『週１回以上の実施率』は男性（47.9％）の方が女性（40.1％）より高くなっ

ている。 

年代別にみると、『週 1 回以上の実施率』は 70 歳代以上（60.9％）が最も高く、次いで 60 歳

代（48.0％）の順となっている。 

小学校区別にみると、『週１回以上の実施率』が最も高いのは太宰府西小学校区（50.3％）と

なっている。一方、最も低いのは水城小学校区（38.4％）となっている。 

問 37．あなたは運動・スポーツをどれくらいの頻度で行っていますか。（○は 1つ） 

（％）

ほ

ぼ

毎
日

行
っ

て
い

る

週

に

３
回

程

度

行
っ

て

い

る 週

に

１
回

程

度

行
っ

て

い

る 月

に

数
回

程

度

行
っ

て

い

る 年

に

数
回

程

度

行
っ

て

い

る ほ

と

ん
ど

行
っ

て
い

な

い 無

回

答

週

1

回
以

上

の

実

施
率

1,110 148 152 178 119 75 360 78 478
100.0 13.3 13.7 16.0 10.7 6.8 32.4 7.0 43.0

男　性 474 14.6 15.4 17.9 13.5 7.0 27.4 4.2 47.9
女　性 603 12.4 12.4 15.3 9.1 6.8 37.8 6.1 40.1
無回答 33 12.1 12.1 3.0 - 3.0 6.1 63.6 27.2
20歳代 81 14.8 11.1 11.1 13.6 7.4 29.6 12.3 37.0
30歳代 116 7.8 8.6 16.4 10.3 12.1 36.2 8.6 32.8
40歳代 194 5.7 9.3 18.0 12.9 9.3 38.7 6.2 33.0
50歳代 217 7.4 8.8 20.3 12.0 9.7 34.1 7.8 36.5
60歳代 202 17.3 14.4 16.3 9.9 4.0 35.1 3.0 48.0
70歳代以上 271 22.9 24.0 14.0 9.2 3.0 26.2 0.7 60.9
無回答 29 10.3 6.9 - - - 10.3 72.4 17.2
太宰府小学校区 176 15.9 11.9 17.0 12.5 6.3 31.3 5.1 44.8
太宰府東小学校区 103 13.6 12.6 14.6 11.7 8.7 32.0 6.8 40.8
太宰府南小学校区 81 13.6 17.3 17.3 3.7 7.4 33.3 7.4 48.2
水城小学校区 182 11.0 11.5 15.9 13.2 7.7 34.6 6.0 38.4
水城西小学校区 131 9.9 12.2 22.1 16.0 6.1 30.5 3.1 44.2
太宰府西小学校区 209 15.8 18.2 16.3 7.7 7.7 28.7 5.7 50.3
国分小学校区 128 14.1 10.9 15.6 14.1 6.3 35.9 3.1 40.6
わからない 72 9.7 18.1 9.7 4.2 4.2 48.6 5.6 37.5
無回答 28 14.3 7.1 - - - 3.6 75.0 21.4

性

別

年

代

別

小

学
校

区

別

標

本
数

全  体

11.7 

11.5 

14.9 

13.7 

13.3

14.4 

16.2 

14.6 

17.2 

13.7

15.7 

17.9 

14.7 

16.8 

16.0

9.8 

8.4 

7.8 

9.3 

10.7

7.9 

9.0 

8.5 

6.8 

6.8

38.8 

35.5 

38.6 

32.6 

32.4

1.7 

1.5 

1.0 

3.7 

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30年度調査

（N＝521）

R1年度調査

（N＝524）

R2年度調査

（N＝591）

R3年度調査

（N＝1,062）

R4年度調査

（N＝1,110）

凡例

週に３回程度

行っている

ほぼ毎日

行っている

月に１回程度

行っている

ほとんど

行っていない 無回答

年に数回程度

行っている 週１回

以上の

実施率

週に１回程度

行っている

43.0

47.7

44.2

45.6

41.8
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２２．文化芸術活動の取り組み状況（問 38）

 文化芸術活動について「ほとんど行っていない」が51.4％となっている。 

文化芸術の取り組み状況について、日頃から文化芸術活動をしているかどうかをたずねたと

ころ、『月数回以上の実施率』（「ほぼ毎日行っている」と「週に１回程度行っている」、「月に数

回程度行っている」の合計）は 13.6％となっている。なお、「年に数回程度行っている」は

27.9％、「ほとんど行っていない」は 51.4％となっている。 

過去の調査結果と比べると、令和3年度の調査から『月数回以上の実施率』は2.9ポイント減

少している。 

性別にみると、『月数回以上の実施率』は男性が 13.4％、女性が 14.2％で男女に大きな差は

みられない。 

年代別にみると、『月数回以上の実施率』が最も高いのは、20 歳代（18.5％）となっている。 

小学校区別にみると、『月数回以上の実施率』が最も高いのは、国分小学校区（18.0％）と

なっている。 

問 38．あなたは日頃から文化芸術活動（鑑賞、参加等を含む）をしていますか。（○は 1つ） 

（％）

ほ
ぼ

毎
日

行
っ

て
い

る 週
に

１
回

程
度

行
っ

て
い

る

月
に

数
回

程
度

行
っ

て
い

る

年
に

数
回

程
度

行
っ

て
い

る

ほ
と

ん
ど

行
っ

て
い

な
い

無
回

答

月
数

回
以

上
の

実
施

率

1,110     41          43          67          310        571        78          151
100.0     3.7         3.9         6.0         27.9       51.4       7.0         13.6

男　性 474 3.2 4.9 5.3 24.5 57.6 4.6 13.4
女　性 603 4.1 3.3 6.8 31.5 48.4 5.8 14.2
無回答 33 3.0 - 3.0 12.1 18.2 63.6 6.0
20歳代 81          6.2         4.9         7.4         24.7       44.4       12.3       18.5
30歳代 116        6.0         2.6         6.0         20.7       56.0       8.6         14.6
40歳代 194        4.1         2.6         5.7         29.9       51.0       6.7         12.4
50歳代 217        4.1         1.8         6.0         31.8       48.4       7.8         11.9
60歳代 202        2.5         7.4         5.0         23.8       58.4       3.0         14.9
70歳代以上 271        2.2         4.4         7.4         33.2       52.4       0.4         14.0
無回答 29          3.4         -            -            3.4         20.7       72.4       3.4
太宰府小学校区 176        4.0         1.7         5.1         32.4       51.7       5.1         10.8
太宰府東小学校区 103        2.9         3.9         8.7         33.0       44.7       6.8         15.5
太宰府南小学校区 81          1.2         4.9         7.4         30.9       48.1       7.4         13.5
水城小学校区 182        4.4         3.3         7.1         31.3       47.3       6.6         14.8
水城西小学校区 131        2.3         5.3         4.6         32.1       52.7       3.1         12.2
太宰府西小学校区 209        3.8         4.8         6.2         28.2       51.2       5.7         14.8
国分小学校区 128        3.9         6.3         7.8         18.8       60.9       2.3         18.0
わからない 72          5.6         1.4         1.4         16.7       69.4       5.6         8.4
無回答 28          7.1         -            -            -            17.9       75.0       7.1

標
本

数

全  体

性
別

年
代

別

小
学

校
区

別

2.1 

2.3 

2.5 

2.9 

3.7

4.6 

5.9 

5.1 

4.8 

3.9

8.4 

9.5 

7.3 

8.8 

6.0

32.6 

31.1 

26.1 

27.0 

27.9

50.5 

49.8 

58.0 

52.7 

51.4

1.7 

1.3 

1.0 

3.8 

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30年度調査

（N＝521）

R1年度調査

（N＝524）

R2年度調査

（N＝591）

R3年度調査

（N＝1,062）

R4年度調査

（N＝1,110）

凡例

ほぼ毎日

行っている

月に数回程度

行っている

ほとんど

行っていない 無回答

年に数回程度

行っている 月数回

以上の

実施率

週に１回程度

行っている

13.6

16.5

14.9

17.7

15.1
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２３．地域の環境マナーの順守状況（問 39）

 地域の環境マナーについて『守られている』は 68.3％、『守られていない』は 24.6％と 

なっている。 

地域の環境マナーの順守状況について、『守られている』（「かなり守られている」と「ある程

度守られている」の合計）は 68.3％となっている。一方、『守られていない』（「ほとんど守られ

ていない」と「あまり守られていない」の合計）は 24.6％で、『守られている』が『守られてい

ない』を 43.7 ポイント上回っている。 

過去の調査結果と比べると、『守られている』は令和 3 年度調査から 4.0 ポイント減少してい

る。 

性別にみると、『守られている』は男性（70.7％）の方が女性（68.5％）より高くなっている。 

年代別にみると、『守られている』は 60歳代（76.7％）の割合が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、『守られている』は、国分小学校区（75.8％）が最も高く、次いで太宰

府西小学校区（74.2％）の順になっている。 

問 39．あなたがお住まいの地域では環境マナー（ごみ出しのマナー、ごみのポイ捨て、犬・猫 

の飼い方、雑草などあき地の管理、近隣騒音など）が守られていると思いますか。 

（○は１つ） 

（％）

守
ら
れ

て

い
る

あ
る
程

度

守
ら
れ

て

い
る

あ
ま
り

守

ら
れ
て

い

な
い

守
ら
れ

て

い
な
い

無
回
答

守
ら
れ

て

い
る

守
ら
れ

て

い
な
い

1,110    182       576       188       86         78         758      274
100.0    16.4      51.9      16.9      7.7        7.0        68.3     24.6

男　性 474 16.7 54.0 16.7 8.2 4.4 70.7 24.9
女　性 603 16.6 51.9 18.1 7.5 6.0 68.5 25.6
無回答 33 9.1 21.2 - 6.1 63.6 30.3 6.1
20歳代 81         23.5      48.1      13.6      2.5        12.3      71.6     16.1
30歳代 116       13.8      56.0      13.8      7.8        8.6        69.8     21.6
40歳代 194       13.4      51.0      18.0      11.9      5.7        64.4     29.9
50歳代 217       12.4      53.0      17.5      9.2        7.8        65.4     26.7
60歳代 202       16.8      59.9      16.3      3.5        3.5        76.7     19.8
70歳代以上 271       21.8      48.7      19.9      8.9        0.7        70.5     28.8
無回答 29         3.4        17.2      3.4        3.4        72.4      20.6     6.8
太宰府小学校区 176       18.2      51.1      21.0      4.5        5.1        69.3     25.5
太宰府東小学校区 103       18.4      50.5      14.6      9.7        6.8        68.9     24.3
太宰府南小学校区 81         17.3      46.9      21.0      7.4        7.4        64.2     28.4
水城小学校区 182       12.6      52.7      20.3      8.8        5.5        65.3     29.1
水城西小学校区 131       14.5      54.2      19.1      9.2        3.1        68.7     28.3
太宰府西小学校区 209       18.2      56.0      12.9      7.2        5.7        74.2     20.1
国分小学校区 128       18.0      57.8      14.8      6.3        3.1        75.8     21.1
わからない 72         16.7      47.2      15.3      13.9      6.9        63.9     29.2
無回答 28         7.1        14.3      -            3.6        75.0      21.4     3.6

標
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数

全  体

性
別

年
代
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小

学
校
区
別
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２４．地域の美化運動への参加状況（問 40）

 地域の清掃活動に『参加している派』は64.1％で、年齢が上がるほど参加率が高い。 

地域の美化運動への参加状況について、『参加している派』（「いつも参加している」と「たま

に参加している」の合計）は 64.1％となっている。一方、「参加していない」は 28.8％で、『参

加している派』が『参加していない派』を 35.3 ポイント上回っている。 

過去の調査結果と比べると、『参加している派』は、令和 3 年度調査から 7.3 ポイント減少し

ており、過去５年間の調査で最も低くなっている。 

性別にみると、『参加している派』は男性が 65.0％、女性が 65.6％で男女に大きな差はみら

れない。 

年代別にみると、年代が高くなるにつれ『参加している派』の割合が高くなる傾向となって

いる。20歳代と 30歳代では『参加していない派』が５割を超えている。 

小学校区別にみると、『参加している派』が最も高いのは、太宰府南小学校区（79.0％）と

なっている。一方、『参加していない派』が最も高いのは太宰府小学校区（38.6％）となってい

る。 

問 40．あなたは地域一斉清掃活動などの地域の美化活動に参加していますか。（○は１つ） 

（％）
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い
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し
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る

派

参

加

し
て

い

な

い
派

1,110   500         212         320         78           712         320
100.0   45.0        19.1        28.8        7.0          64.1        28.8

男　性 474 43.9 21.1 30.6 4.4 65.0 30.6
女　性 603 47.4 18.2 28.4 6.0 65.6 28.4
無回答 33 18.2 6.1 12.1 63.6 24.3 12.1
20歳代 81        9.9          23.5        54.3        12.3        33.4        54.3
30歳代 116      14.7        21.6        55.2        8.6          36.3        55.2
40歳代 194      40.2        20.1        33.5        6.2          60.3        33.5
50歳代 217      40.6        23.5        28.1        7.8          64.1        28.1
60歳代 202      56.9        15.3        24.8        3.0          72.2        24.8
70歳代以上 271      69.4        17.0        12.9        0.7          86.4        12.9
無回答 29        20.7        3.4          3.4          72.4        24.1        3.4
太宰府小学校区 176      39.8        16.5        38.6        5.1          56.3        38.6
太宰府東小学校区 103      58.3        17.5        17.5        6.8          75.8        17.5
太宰府南小学校区 81        63.0        16.0        13.6        7.4          79.0        13.6
水城小学校区 182      40.1        16.5        37.4        6.0          56.6        37.4
水城西小学校区 131      39.7        26.7        30.5        3.1          66.4        30.5
太宰府西小学校区 209      50.2        26.8        17.2        5.7          77.0        17.2
国分小学校区 128      56.3        18.0        23.4        2.3          74.3        23.4
わからない 72        16.7        9.7          66.7        6.9          26.4        66.7
無回答 28        17.9        3.6          3.6          75.0        21.5        3.6
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別
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２５．市内の自然の豊かさ（問 41）

 自然の豊かさについて『肯定派』は85.2％、『否定派』は7.9％となっている。 

市内の自然の豊かさについて、『肯定派』（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）は 85.2％、

一方、『否定派』（「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計）は 7.9％で、『肯定派』の

方が『否定派』を大きく上回っている。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』は令和 3年度調査から 2.0 ポイント減少している。 

性別にみると、『肯定派』は女性（88.1％）の方が、男性（85.7％）より高くなっている。 

年代別にみると、いずれも『肯定派』は８割を超えており、60 歳代（90.5％）最も高くなっ

ている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『肯定派』が８割を超えており、国分小学校区

（93.8％）が最も高くなっている。 

問 41．あなたは市内の自然は豊かであると感じますか。（○は１つ） 

（％）

そ
う
思

う

や
や
そ

う

思
う

あ
ま
り

そ

う
思
わ

な

い そ
う
思

わ

な
い

無
回
答

肯
定
派

否
定
派

1,110    466       480       79         9           76         946      88
100.0    42.0      43.2      7.1        0.8        6.8        85.2     7.9

男　性 474 39.7 46.0 8.9 1.3 4.2 85.7 10.2
女　性 603 45.1 43.0 5.6 0.5 5.8 88.1 6.1
無回答 33 18.2 9.1 9.1 - 63.6 27.3 9.1
20歳代 81         40.7      44.4      2.5        -            12.3      85.1     2.5
30歳代 116       31.0      51.7      7.8        0.9        8.6        82.7     8.7
40歳代 194       47.9      37.1      8.2        1.0        5.7        85.0     9.2
50歳代 217       41.5      44.2      6.0        0.5        7.8        85.7     6.5
60歳代 202       45.0      45.5      5.0        1.5        3.0        90.5     6.5
70歳代以上 271       44.3      44.6      10.0      0.7        0.4        88.9     10.7
無回答 29         10.3      10.3      6.9        -            72.4      20.6     6.9
太宰府小学校区 176       56.8      31.3      6.8        -            5.1        88.1     6.8
太宰府東小学校区 103       39.8      44.7      6.8        1.9        6.8        84.5     8.7
太宰府南小学校区 81         38.3      42.0      12.3      -            7.4        80.3     12.3
水城小学校区 182       43.4      44.5      6.0        0.5        5.5        87.9     6.5
水城西小学校区 131       39.7      48.1      8.4        0.8        3.1        87.8     9.2
太宰府西小学校区 209       30.6      55.5      7.7        0.5        5.7        86.1     8.2
国分小学校区 128       56.3      37.5      3.1        0.8        2.3        93.8     3.9
わからない 72         33.3      48.6      8.3        4.2        5.6        81.9     12.5
無回答 28         10.7      7.1        7.1        -            75.0      17.8     7.1
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２６．野鳥や昆虫、水辺の生き物等とふれあう場所（問 42）

 市内で野鳥や昆虫などを「観察したり、ふれあう場所があり、満足している」は 49.1％と

なっている。 

野鳥や昆虫、水辺の生き物等とふれあう場所について、『満足派』（「観察したり、ふれあう場

所があり、満足している」）は 49.1％となっている。なお、『不満派』（「観察したり、ふれあう

場所がなく、不満に思う」）は 4.0％となっている。 

性別にみると、『満足派』は男性が 50.2％、女性が 49.6％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、『満足派』は 40 歳代（54.6％）が最も高く、次いで 70 歳代以上（54.2％）

の順となっている。 

小学校区別にみると、『満足派』が最も高いのは水城小学校区（56.6％）となっている。 

問 42．あなたは市内で、野鳥や昆虫、水辺の生き物等を観察したり、ふれあう場所があります

か。（○は１つ） 

（％）
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満
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1,110   545           437           44             84            545     44
100.0   49.1          39.4          4.0            7.6           49.1    4.0

男　性 474 50.2 39.5 5.1 5.3 50.2 5.1
女　性 603 49.6 40.8 3.3 6.3 49.6 3.3
無回答 33 24.2 12.1 - 63.6 24.2 -
20歳代 81        38.3          48.1          1.2            12.3         38.3    1.2
30歳代 116      46.6          39.7          5.2            8.6           46.6    5.2
40歳代 194      54.6          35.1          4.6            5.7           54.6    4.6
50歳代 217      50.2          39.2          2.8            7.8           50.2    2.8
60歳代 202      47.0          42.6          5.0            5.4           47.0    5.0
70歳代以上 271      54.2          39.9          4.4            1.5           54.2    4.4
無回答 29        10.3          17.2          -                72.4         10.3    -
太宰府小学校区 176      54.5          35.2          5.1            5.1           54.5    5.1
太宰府東小学校区 103      51.5          35.9          5.8            6.8           51.5    5.8
太宰府南小学校区 81        44.4          39.5          6.2            9.9           44.4    6.2
水城小学校区 182      56.6          35.7          0.5            7.1           56.6    0.5
水城西小学校区 131      51.1          41.2          4.6            3.1           51.1    4.6
太宰府西小学校区 209      42.1          46.4          4.8            6.7           42.1    4.8
国分小学校区 128      51.6          43.8          2.3            2.3           51.6    2.3
わからない 72        44.4          43.1          5.6            6.9           44.4    5.6
無回答 28        14.3          10.7          -                75.0         14.3    -
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２７．生ごみ堆肥化の取り組み状況（問 43）

 生ごみ堆肥化の取り組みについて『実践派』は 14.9％で、『非実践派』（78.1％）の方が多

い。 

生ごみ堆肥化の取り組み状況について、『実践派』（「取り組んでいる」と「ときどき取り組ん

でいる」の合計）は 14.9％となっている。一方、『非実践派』（「取り組んでいない」と「あまり

取り組んでいない」の合計）は 78.1％で、『非実践派』が約８割を占め、高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『実践派』は令和 3年度調査から 5.0 ポイント減少している。 

性別にみると、『実践派』は女性（16.6％）の方が男性（13.7％）より高くなっている。 

年代別にみると、いずれも『非実践派』が７割を超えており、40 歳代（84.5％）が最も高く

なっている。 

小学校区別にみると、『実践派』が最も高いのは太宰府東小学校区（28.2％）となっている。

一方、『非実践派』が最も高いのは水城西小学校区（88.5％）となっている。 

問 43．あなたは日頃から、生ごみの堆肥化に取り組んでいますか。（○は１つ） 

（％）
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1,110   80        86        187      680      77        166      867
100.0   7.2       7.7       16.8     61.3     6.9       14.9     78.1

男　性 474 6.3 7.4 17.7 64.1 4.4 13.7 81.8
女　性 603 8.3 8.3 16.7 60.9 5.8 16.6 77.6
無回答 33 - 3.0 6.1 27.3 63.6 3.0 33.4
20歳代 81        6.2       3.7       19.8     58.0     12.3     9.9       77.8
30歳代 116      6.9       6.0       17.2     61.2     8.6       12.9     78.4
40歳代 194      4.1       5.7       17.0     67.5     5.7       9.8       84.5
50歳代 217      7.8       5.5       12.0     66.8     7.8       13.3     78.8
60歳代 202      8.9       8.4       15.3     63.9     3.5       17.3     79.2
70歳代以上 271      8.9       12.9     22.1     55.7     0.4       21.8     77.8
無回答 29        -           3.4       3.4       20.7     72.4     3.4       24.1
太宰府小学校区 176      12.5     8.0       16.5     58.0     5.1       20.5     74.5
太宰府東小学校区 103      13.6     14.6     13.6     51.5     6.8       28.2     65.1
太宰府南小学校区 81        4.9       12.3     14.8     60.5     7.4       17.2     75.3
水城小学校区 182      6.6       4.9       17.0     65.9     5.5       11.5     82.9
水城西小学校区 131      3.1       5.3       19.8     68.7     3.1       8.4       88.5
太宰府西小学校区 209      5.7       10.5     20.1     57.9     5.7       16.2     78.0
国分小学校区 128      5.5       3.1       18.0     70.3     3.1       8.6       88.3
わからない 72        5.6       5.6       12.5     70.8     5.6       11.2     83.3
無回答 28        3.6       3.6       3.6       14.3     75.0     7.2       17.9
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２８．不要な紙類及び古布の資源回収の利用状況（問 44）

 不要な紙類及び古布の資源回収の利用状況について『利用している派』は 84.2％、『利用し
ていない派』は9.0％となっている。 

不要な紙類及び古布の資源回収の利用状況について、『利用している派』（「いつも利用してい

る」と「たまに利用している」の合計）は 84.2％となっている。一方、『利用していない派』は

9.0％で『利用している派』が８割以上を占め、高くなっている。 

過去調査結果と比較すると、『利用派』は令和 3年度調査から 4.5 ポイント減少している。 

性別にみると、『利用している派』は、男性が 85.9％、女性が 86.1％で男女に大きな差はみ

られない。 

年代別にみると、『利用している派』が最も高いのは、70 歳代以上（93.7％）となっている。 

小学校区別にみると、『利用している派』が最も高いのは、国分小学校区（92.2％）となって

いる。 

問 44．あなたは、不要な紙類（新聞紙・雑誌及び雑紙・ダンボール）及び古布の資源回収を 

利用していますか。（○は１つ） 
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1,110   734         201         100         75           935      100
100.0   66.1        18.1        9.0          6.8          84.2     9.0

男　性 474 66.5 19.4 10.1 4.0 85.9 10.1
女　性 603 68.2 17.9 8.1 5.8 86.1 8.1
無回答 33 24.2 3.0 9.1 63.6 27.2 9.1
20歳代 81        44.4        30.9        13.6        11.1        75.3     13.6
30歳代 116      53.4        22.4        14.7        9.5          75.8     14.7
40歳代 194      58.8        27.3        8.8          5.2          86.1     8.8
50歳代 217      63.6        19.8        8.8          7.8          83.4     8.8
60歳代 202      71.8        15.8        9.4          3.0          87.6     9.4
70歳代以上 271      85.6        8.1          5.9          0.4          93.7     5.9
無回答 29        24.1        -             3.4          72.4        24.1     3.4
太宰府小学校区 176      69.3        18.8        6.3          5.7          88.1     6.3
太宰府東小学校区 103      69.9        18.4        6.8          4.9          88.3     6.8
太宰府南小学校区 81        67.9        16.0        8.6          7.4          83.9     8.6
水城小学校区 182      65.4        17.6        11.5        5.5          83.0     11.5
水城西小学校区 131      62.6        22.9        11.5        3.1          85.5     11.5
太宰府西小学校区 209      73.7        14.8        5.7          5.7          88.5     5.7
国分小学校区 128      73.4        18.8        5.5          2.3          92.2     5.5
わからない 72        43.1        25.0        26.4        5.6          68.1     26.4
無回答 28        17.9        3.6          3.6          75.0        21.5     3.6
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２９．省エネルギー・省資源の活動状況（問 45）

 省エネルギー・省資源の活動について『実践派』は 85.0％、『非実践派』は 8.1％となって
いる。 

省エネルギー・省資源の活動状況（節電・節水や、エコバックや簡易包装をこころがけるな

ど）について、『実践派』（「行っている」と「ある程度行っている」）の合計）は 85.0％となっ

ている。一方、『非実践派』（「ほとんど行っていない」と「あまり行っていない」の合計）は

8.1％で、『実践派』が８割以上を占め、高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『実践派』は令和 3年度調査から 4.2 ポイント減少している。 

性別にみると、『実践派』は女性（89.0％）の方が男性（83.4％）より高くなっている。 

年代別にみると、『実践派』が 60 歳代以上で９割以上となっている。 

小学校区別にみると、『実践派』が最も高いのは、国分小学校区（90.7％）となっている。 

問 45．あなたは日頃から、省エネルギー・省資源の活動（節電・節水や、エコバックや簡易包

装をこころがけるなど）を行っていますか。（○は１つ） 
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1,110   509        434        68          22          77          943      90
100.0   45.9       39.1       6.1         2.0         6.9         85.0     8.1

男　性 474 43.9 39.5 8.6 3.8 4.2 83.4 12.4
女　性 603 48.9 40.1 4.3 0.7 6.0 89.0 5.0
無回答 33 18.2 15.2 3.0 - 63.6 33.4 3.0
20歳代 81        43.2       35.8       9.9         -             11.1       79.0     9.9
30歳代 116      37.9       37.1       11.2       3.4         10.3       75.0     14.6
40歳代 194      41.2       41.8       7.7         4.1         5.2         83.0     11.8
50歳代 217      38.7       45.6       6.0         1.8         7.8         84.3     7.8
60歳代 202      52.0       39.6       4.0         1.5         3.0         91.6     5.5
70歳代以上 271      57.2       37.3       3.7         1.1         0.7         94.5     4.8
無回答 29        20.7       3.4         3.4         -             72.4       24.1     3.4
太宰府小学校区 176      46.0       40.9       6.3         1.1         5.7         86.9     7.4
太宰府東小学校区 103      46.6       42.7       2.9         1.9         5.8         89.3     4.8
太宰府南小学校区 81        38.3       42.0       11.1       1.2         7.4         80.3     12.3
水城小学校区 182      45.1       41.2       6.0         1.6         6.0         86.3     7.6
水城西小学校区 131      45.0       43.5       5.3         3.1         3.1         88.5     8.4
太宰府西小学校区 209      49.3       36.8       6.7         1.4         5.7         86.1     8.1
国分小学校区 128      56.3       34.4       5.5         1.6         2.3         90.7     7.1
わからない 72        38.9       40.3       8.3         6.9         5.6         79.2     15.2
無回答 28        17.9       7.1         -             -             75.0       25.0     -
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３０．環境に関する学習会等の参加状況（問 46）

 環境に関する学習会や講習会に参加したことがある人は9.8％となっている。 

環境に関する学習会等の参加状況について、『参加率』（「年に２回以上参加した」と「年に１

回程度は参加した」の合計）は 9.8％となっている。一方、「参加したことはない」は 83.4％で、

８割以上を占め、高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『参加率』は令和 3年度調査より 0.8 ポイント増加している。 

性別にみると、『参加率』は、男性（10.6％）の方が女性（9.5％）よりも高くなっている。 

年代別にみると、『参加率』が最も高いのは、70歳代以上（12.2％）となっている。 

小学校区別にみると、『参加率』が最も高いのは、水城西小学校区（13.7％）となっている。

一方、『参加率』が最も低いのは、国分小学校区（3.2％）となっている。 

問 46．あなたはこの 1 年間で、環境に関する学習会や講演会、イベントに参加したことがあり

ますか。（○は１つ） 

（％）
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1,110   25           83           926         76           108
100.0   2.3          7.5          83.4        6.8          9.8

男　性 474 3.4 7.2 85.4 4.0 10.6
女　性 603 1.5 8.0 84.6 6.0 9.5
無回答 33 - 3.0 33.3 63.6 3.0
20歳代 81        1.2          7.4          80.2        11.1        8.6
30歳代 116      0.9          7.8          81.9        9.5          8.7
40歳代 194      4.1          6.7          84.0        5.2          10.8
50歳代 217      1.8          5.1          85.3        7.8          6.9
60歳代 202      2.5          7.9          86.6        3.0          10.4
70歳代以上 271      2.2          10.0        87.1        0.7          12.2
無回答 29        -             3.4          24.1        72.4        3.4
太宰府小学校区 176      1.7          5.1          87.5        5.7          6.8
太宰府東小学校区 103      1.9          10.7        81.6        5.8          12.6
太宰府南小学校区 81        1.2          11.1        80.2        7.4          12.3
水城小学校区 182      2.2          8.2          84.1        5.5          10.4
水城西小学校区 131      6.1          7.6          83.2        3.1          13.7
太宰府西小学校区 209      1.4          11.5        81.3        5.7          12.9
国分小学校区 128      1.6          1.6          94.5        2.3          3.2
わからない 72        2.8          2.8          88.9        5.6          5.6
無回答 28        -             3.6          21.4        75.0        3.6
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３１．市内の歴史的景観の美しさに対する評価（問 47）

 歴史的な景観が美しいと感じている人は86.7％となっている。 

市内の歴史的な景観の美しさに対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかと

いえばそう思う」の合計）は 86.7％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どち

らかといえばそう思わない」の合計）は 6.3％で、『肯定派』が８割以上を占め、高くなってい

る。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』は減少傾向にあり、過去５年間の調査で最も低くなっ

ている。 

性別にみると、『肯定派』は女性（89.9％）の方が男性（86.5％）より高くなっている。 

年代別にみると、60 歳代以上で『肯定派』が９割を超えている。 

小学校区別にみると、『肯定派』が最も高いのは、国分小学校区（93.7％）となっている。 

問 47．あなたは市内の歴史的な景観は美しいと思いますか。（○は１つ） 
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1,110    379       584       56         14         77         963      70
100.0    34.1      52.6      5.0        1.3        6.9        86.7     6.3

男　性 474 32.3 54.2 7.4 1.9 4.2 86.5 9.3
女　性 603 36.8 53.1 3.3 0.8 6.0 89.9 4.1
無回答 33 12.1 21.2 3.0 - 63.6 33.3 3.0
20歳代 81         44.4      38.3      2.5        2.5        12.3      82.7     5.0
30歳代 116       31.9      53.4      3.4        1.7        9.5        85.3     5.1
40歳代 194       40.2      46.9      6.2        1.5        5.2        87.1     7.7
50歳代 217       30.9      54.4      6.0        0.5        8.3        85.3     6.5
60歳代 202       34.7      56.4      5.0        1.0        3.0        91.1     6.0
70歳代以上 271       32.8      60.1      5.2        1.5        0.4        92.9     6.7
無回答 29         6.9        17.2      3.4        -            72.4      24.1     3.4
太宰府小学校区 176       39.2      48.3      6.3        0.6        5.7        87.5     6.9
太宰府東小学校区 103       35.9      54.4      3.9        -            5.8        90.3     3.9
太宰府南小学校区 81         24.7      60.5      6.2        1.2        7.4        85.2     7.4
水城小学校区 182       39.6      49.5      4.4        1.1        5.5        89.1     5.5
水城西小学校区 131       38.9      51.1      6.9        -            3.1        90.0     6.9
太宰府西小学校区 209       29.7      59.8      3.3        1.4        5.7        89.5     4.7
国分小学校区 128       36.7      57.0      1.6        1.6        3.1        93.7     3.2
わからない 72         25.0      50.0      12.5      6.9        5.6        75.0     19.4
無回答 28         10.7      10.7      3.6        -            75.0      21.4     3.6
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３２．居住地区のまちなみに対する評価（問 48）

 住んでいる地区のまちなみが良好だと思う人は80.2％となっている。 

居住地区のまちなみに対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計）は 80.2％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかとい

えばそう思わない」の合計）は 12.6％で、『肯定派』が８割以上を占め、高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』は令和 3年度調査から 2.3 ポイント減少している。 

性別にみると、『肯定派』は女性（82.1％）の方が男性（81.0％）より高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』は 70 歳代以上（85.9％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、太宰府小学校区と水城西小学校区を除くすべての小学校区で８割を超

えた割合となっている。また、『肯定派』が最も高いのは国分小学校区（88.3％）となっている。 

問 48．あなたがお住まいの地域は、良好なまちなみだと思いますか。（○は１つ） 

（％）
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1,110   277       613       112       28         80         890      140
100.0   25.0      55.2      10.1      2.5        7.2        80.2     12.6

男　性 474 23.4 57.6 11.0 3.4 4.6 81.0 14.4
女　性 603 26.9 55.2 9.8 2.0 6.1 82.1 11.8
無回答 33 12.1 21.2 3.0 - 63.6 33.3 3.0
20歳代 81        39.5      39.5      6.2        2.5        12.3      79.0     8.7
30歳代 116      21.6      56.0      11.2      1.7        9.5        77.6     12.9
40歳代 194      24.7      57.7      9.8        2.6        5.2        82.4     12.4
50歳代 217      22.6      54.4      11.1      3.7        8.3        77.0     14.8
60歳代 202      22.3      61.4      11.4      1.5        3.5        83.7     12.9
70歳代以上 271      28.0      57.9      10.0      3.0        1.1        85.9     13.0
無回答 29        6.9        17.2      3.4        -            72.4      24.1     3.4
太宰府小学校区 176      28.4      50.6      10.8      4.0        6.3        79.0     14.8
太宰府東小学校区 103      23.3      61.2      7.8        1.9        5.8        84.5     9.7
太宰府南小学校区 81        18.5      65.4      7.4        1.2        7.4        83.9     8.6
水城小学校区 182      29.1      51.6      11.5      2.2        5.5        80.7     13.7
水城西小学校区 131      24.4      52.7      16.8      3.1        3.1        77.1     19.9
太宰府西小学校区 209      25.8      59.8      7.2        1.4        5.7        85.6     8.6
国分小学校区 128      26.6      61.7      5.5        2.3        3.9        88.3     7.8
わからない 72        18.1      51.4      18.1      5.6        6.9        69.5     23.7
無回答 28        7.1        14.3      3.6        -            75.0      21.4     3.6
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３３．住環境の快適さに対する評価（問 49）

 都市基盤が整備され快適な住環境であると思う人は71.4％となっている。 

住環境の快適さに対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思

う」の合計）は 71.4％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかといえば

そう思わない」の合計）は 21.5％で、『肯定派』が７割以上を占め、高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』は令和 3年度調査から 1.1 ポイント減少している。 

性別にみると、『肯定派』は、女性（73.5％）の方が男性（71.7％）より高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』が最も高いのは 70 歳代以上（81.9％）となっている。一方、『否

定派』が最も高いのは 30歳代（29.3％）となっている。 

小学校区別にみると、『肯定派』が最も高いのは太宰府西小学校区（84.2％）となっている。

一方、『否定派』が最も高いのは水城西小学校区（27.5％）となっている。 

問 49．あなたのお住まいの地域は、道路や公園などの都市基盤が整えられるなど、快適で住環

境がよいところだと思いますか。（○は１つ） 
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1,110    174       618       173            66         79         792       239
100.0    15.7      55.7      15.6           5.9        7.1        71.4      21.5

男　性 474 15.8 55.9 16.7 7.2 4.4 71.7 23.9
女　性 603 16.3 57.2 15.3 5.1 6.1 73.5 20.4
無回答 33 3.0 24.2 6.1 3.0 63.6 27.2 9.1
20歳代 81         28.4      44.4      12.3           2.5        12.3      72.8      14.8
30歳代 116       10.3      50.9      23.3           6.0        9.5        61.2      29.3
40歳代 194       9.8        58.8      17.0           9.3        5.2        68.6      26.3
50歳代 217       14.7      51.6      17.5           7.8        8.3        66.3      25.3
60歳代 202       13.9      63.9      15.3           3.5        3.5        77.8      18.8
70歳代以上 271       21.8      60.1      12.2           5.2        0.7        81.9      17.4
無回答 29         3.4        17.2      3.4             3.4        72.4      20.6      6.8
太宰府小学校区 176       13.1      54.5      17.6           8.5        6.3        67.6      26.1
太宰府東小学校区 103       18.4      53.4      15.5           6.8        5.8        71.8      22.3
太宰府南小学校区 81         11.1      60.5      17.3           3.7        7.4        71.6      21.0
水城小学校区 182       17.0      52.7      18.7           6.0        5.5        69.7      24.7
水城西小学校区 131       18.3      51.1      22.9           4.6        3.1        69.4      27.5
太宰府西小学校区 209       22.0      62.2      7.7             2.4        5.7        84.2      10.1
国分小学校区 128       9.4        64.1      16.4           7.0        3.1        73.5      23.4
わからない 72         13.9      54.2      12.5           12.5      6.9        68.1      25.0
無回答 28         -            14.3      7.1             3.6        75.0      14.3      10.7
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３４．商業施設等の利便性に対する評価（問 50）

 商業施設等が周辺にあり、生活をするうえで便利と感じている人は71.3％となっている。 

商業施設等の利便性に対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計）は 71.3％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかとい

えばそう思わない」の合計）は 21.6％で、『肯定派』の方が『否定派』を大きく上回っている。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』は令和 3年度調査から 3.5 ポイント増加している。 

性別にみると、『肯定派』は男性（73.2％）の方が女性（72.1％）より高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』は 70 歳代以上（74.5％）が最も高く、次いで 60 歳代（74.2％）

の順となっている。 

小学校区別にみると、『肯定派』は、太宰府西小学校区（84.3％）が最も高くなっている。一

方、『否定派』が高いのは国分小学校区（32.8％）、太宰府南小学校区（30.9％）となっている。 

問 50．あなたは商店や学校、病院等が周辺にあり、生活するうえで便利だと思いますか。（○は

１つ） 
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1,110    287       504       152            88         79         791       240
100.0    25.9      45.4      13.7           7.9        7.1        71.3      21.6

男　性 474 25.9 47.3 15.0 7.4 4.4 73.2 22.4
女　性 603 26.7 45.4 13.3 8.5 6.1 72.1 21.8
無回答 33 9.1 18.2 3.0 6.1 63.6 27.3 9.1
20歳代 81         37.0      33.3      14.8           2.5        12.3      70.3      17.3
30歳代 116       25.9      47.4      11.2           6.0        9.5        73.3      17.2
40歳代 194       24.2      49.0      11.3           10.3      5.2        73.2      21.6
50歳代 217       23.0      46.1      13.4           9.2        8.3        69.1      22.6
60歳代 202       28.2      46.0      14.9           7.4        3.5        74.2      22.3
70歳代以上 271       26.2      48.3      16.6           8.1        0.7        74.5      24.7
無回答 29         6.9        10.3      3.4             6.9        72.4      17.2      10.3
太宰府小学校区 176       22.7      44.3      12.5           14.8      5.7        67.0      27.3
太宰府東小学校区 103       18.4      50.5      14.6           10.7      5.8        68.9      25.3
太宰府南小学校区 81         11.1      49.4      21.0           9.9        8.6        60.5      30.9
水城小学校区 182       29.1      45.6      14.3           4.9        6.0        74.7      19.2
水城西小学校区 131       34.4      45.0      12.2           5.3        3.1        79.4      17.5
太宰府西小学校区 209       38.8      45.5      6.7             3.3        5.7        84.3      10.0
国分小学校区 128       18.0      46.1      23.4           9.4        3.1        64.1      32.8
わからない 72         20.8      48.6      15.3           9.7        5.6        69.4      25.0
無回答 28         7.1        10.7      3.6             3.6        75.0      17.8      7.2

標

本

数

全  体

性

別

年
代

別

小

学
校

区
別
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３５．市内のバスの利便性に対する評価（問 51）

 バスの利便性について『肯定派』は41.6％、『否定派』は24.3％となっている。 

市内のバスの利便性に対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計）は 41.6％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかとい

えばそう思わない」の合計）は 24.3％で、『肯定派』の方が『否定派』より高くなっている。な

お、「バスを利用しないのでわからない」は 27.0％となっている。 

性別にみると、『肯定派』は女性（44.5％）の方が男性（39.9％）より高くなっている。 

年代別にみると、『肯定派』が最も高いのは、20歳代（51.8％）となっている。 

小学校区別にみると、『肯定派』は、太宰府西小学校区（52.6％）が最も高くなっている。一

方、『否定派』が最も高いのは太宰府南小学校区（32.1％）となっている。 

問 51．あなたは市内のバスは便利だと思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か
と

い

え

ば
そ

う
思

う

ど

ち
ら

か
と

い

え

ば
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う
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い
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う
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な

い
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ス
を

利
用

し
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い
の

で
わ

か

ら

な
い

無

回
答

肯

定
派

否

定
派

1,110    143       319       133       136       300            79         462       269
100.0    12.9      28.7      12.0      12.3      27.0           7.1        41.6      24.3

男　性 474 11.8 28.1 11.2 11.8 32.7 4.4 39.9 23.0
女　性 603 14.3 30.2 12.9 13.1 23.4 6.1 44.5 26.0
無回答 33 3.0 12.1 6.1 3.0 12.1 63.6 15.1 9.1
20歳代 81         22.2      29.6      4.9        9.9        21.0           12.3      51.8      14.8
30歳代 116       10.3      24.1      8.6        12.1      35.3           9.5        34.4      20.7
40歳代 194       9.3        29.4      15.5      15.5      25.3           5.2        38.7      31.0
50歳代 217       9.2        25.8      14.3      13.4      29.0           8.3        35.0      27.7
60歳代 202       12.9      32.2      9.4        12.9      29.2           3.5        45.1      22.3
70歳代以上 271       17.7      32.1      13.7      10.3      25.5           0.7        49.8      24.0
無回答 29         3.4        6.9        6.9        3.4        6.9             72.4      10.3      10.3
太宰府小学校区 176       14.8      27.8      10.2      11.4      30.1           5.7        42.6      21.6
太宰府東小学校区 103       9.7        35.9      11.7      15.5      21.4           5.8        45.6      27.2
太宰府南小学校区 81         14.8      30.9      18.5      13.6      14.8           7.4        45.7      32.1
水城小学校区 182       12.6      28.0      9.9        10.4      33.0           6.0        40.6      20.3
水城西小学校区 131       14.5      18.3      13.7      15.3      35.1           3.1        32.8      29.0
太宰府西小学校区 209       14.8      37.8      12.9      9.6        19.1           5.7        52.6      22.5
国分小学校区 128       10.2      28.9      14.1      12.5      30.5           3.9        39.1      26.6
わからない 72         12.5      20.8      6.9        16.7      37.5           5.6        33.3      23.6
無回答 28         -            7.1        7.1        7.1        3.6             75.0      7.1        14.2
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３６．コミュニティバスの利用頻度（問 52）

 コミュニティバスの『週１回以上の利用率』は2.8％となっている。 

コミュニティバスの利用頻度について、『週１回以上の利用率』（「週 5 日以上」と「週 3～4

日」、「週 1～2日」の合計）は 2.8％となっている。 

性別にみると、『週１回以上の利用率』は女性（3.7％）の方が男性（1.9％）より高くなって

いる。 

過去調査結果と比較すると、『週１回以上の利用率』は令和 3 年度調査から 1.4 ポイント減少

している。 

年代別にみると、『週１回以上の利用率』は70歳代以上（5.2％）が最も高く、次いで20歳代

（3.6％）、30歳代（3.5％）の順となっている。 

小学校区別にみると、『週１回以上の利用率』が最も高いのは太宰府小学校区（5.7％）と

なっている。 

問 52．市内のバスの中でコミュニティバス「まほろば号」についておたずねします。あなたは

まほろば号をどの程度の頻度で利用しますか。（○は 1 つ） 

（％）

週

５

日
以

上

週

３
～

４

日

週

１
～

２

日

月

２
～

３

日

年

２
～

３

日

利

用

し
な

い

無

回

答

週

１

回
以

上

の

利

用

率

1,110   6          8          18        70        272      655      81        32
100.0   0.5       0.7       1.6       6.3       24.5     59.0     7.3       2.8

男　性 474 0.4 0.4 1.1 4.0 23.8 66.0 4.2 1.9
女　性 603 0.7 1.0 2.0 8.3 25.9 55.6 6.6 3.7
無回答 33 - - 3.0 3.0 9.1 21.2 63.6 3.0
20歳代 81        1.2       1.2       1.2       2.5       17.3     64.2     12.3     3.6
30歳代 116      0.9       0.9       1.7       3.4       18.1     64.7     10.3     3.5
40歳代 194      -          -          0.5       2.1       25.8     66.0     5.7       0.5
50歳代 217      0.5       0.5       0.9       6.9       23.0     59.9     8.3       1.9
60歳代 202      1.0       0.5       1.0       5.9       26.7     61.9     3.0       2.5
70歳代以上 271      0.4       1.5       3.3       11.8     30.3     51.7     1.1       5.2
無回答 29        -          -          3.4       3.4       3.4       17.2     72.4     3.4
太宰府小学校区 176      1.1       0.6       4.0       9.7       28.4     50.6     5.7       5.7
太宰府東小学校区 103      -          -          -          2.9       13.6     77.7     5.8       -
太宰府南小学校区 81        -          -          1.2       3.7       11.1     76.5     7.4       1.2
水城小学校区 182      0.5       -          2.2       5.5       22.0     63.7     6.0       2.7
水城西小学校区 131      -          0.8       1.5       6.9       19.1     67.9     3.8       2.3
太宰府西小学校区 209      0.5       1.9       1.0       8.1       34.9     47.4     6.2       3.4
国分小学校区 128      0.8       0.8       0.8       5.5       35.2     53.9     3.1       2.4
わからない 72        1.4       1.4       -          4.2       20.8     66.7     5.6       2.8
無回答 28        -          -          3.6       3.6       3.6       10.7     78.6     3.6
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３７．コミュニティバスの運賃や利便性に対する評価（問 53）

 コミュニティバスの運賃や利便性について現行のままで良いと思っている人は 31.7％となっ
ている。 

コミュニティバスの運賃や利便性について、「まほろば号を利用しないのでわからない」

（36.7％）が最も高く、次いで「現行の運賃、財政負担、利便性のままで良い」（31.7％）、「運

賃を値上げし、利便性を高める方が良い」（14.5％）の順となっている。 

性別にみると、「現行の運賃、財政負担、利便性のままで良い」は、女性（34.5％）の方が男

性（29.7％）より高くなっている。 

年代別にみると、「現行の運賃、財政負担、利便性のままで良い」は 70 歳代以上（33.9％）

が最も高く、次いで 60歳代（33.7％）の順となっている。 

小学校区別にみると、「現行の運賃、財政負担、利便性のままで良い」は太宰府東小学校区

（19.4％）と太宰府南小学校区（21.0％）が他の小学校区と比べて低くなっている。 

問 53．まほろば号は運行費用を運賃収入（年間約５千万円）と本市の財政負担（年間約１億５

千万円）で運行しており、一律運賃 100 円でご利用いただいています。あなたは運賃

や利便性についてどのように思いますか。（○は１つ） 

（％）

現

行
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政
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を
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ら

な

い
。

無

回
答

1,110    352         9             98           161         407         83
100.0    31.7        0.8          8.8          14.5        36.7        7.5

男　性 474 29.7 1.3 11.0 12.2 40.9 4.9
女　性 603 34.5 0.5 7.5 16.4 34.7 6.5
無回答 33 9.1 - 3.0 12.1 12.1 63.6
20歳代 81         29.6        -              9.9          14.8        33.3        12.3
30歳代 116       32.8        0.9          12.1        6.9          37.9        9.5
40歳代 194       31.4        -              3.6          19.1        39.7        6.2
50歳代 217       31.3        1.4          11.5        14.7        32.7        8.3
60歳代 202       33.7        1.5          8.9          10.4        41.6        4.0
70歳代以上 271       33.9        0.7          9.2          18.1        36.9        1.1
無回答 29         3.4          -              3.4          6.9          13.8        72.4
太宰府小学校区 176       36.4        1.1          9.1          14.2        33.0        6.3
太宰府東小学校区 103       19.4        1.0          8.7          10.7        53.4        6.8
太宰府南小学校区 81         21.0        -              7.4          17.3        46.9        7.4
水城小学校区 182       35.2        1.6          9.3          8.8          39.0        6.0
水城西小学校区 131       31.3        0.8          8.4          19.8        35.9        3.8
太宰府西小学校区 209       36.8        0.5          9.6          16.7        30.1        6.2
国分小学校区 128       32.8        0.8          9.4          20.3        33.6        3.1
わからない 72         36.1        -              8.3          6.9          41.7        6.9
無回答 28         3.6          -              3.6          10.7        7.1          75.0
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３８．市内の鉄道の利便性に対する評価（問 54）

 鉄道の利便性について『肯定派』は64.0％、『否定派』は18.9％となっている。 

市内の鉄道に対する利便性について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）は 64.0％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう

思わない」の合計）は 18.9％で、『肯定派』の方が『否定派』より高くなっている。 

性別にみると、『肯定派』は男性が 64.6％、女性が 65.2％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、『肯定派』が最も高いのは 50 歳代（69.2％）となっている。 

小学校区別にみると、『肯定派』が最も高いのは水城小学校区（75.3％）となっている。一方、

『否定派』が最も高いのは太宰府西小学校区（23.9％）となっており、次いで、太宰府南小学

校区（23.5％）の順になっている。 

問 54．あなたは市内の鉄道は便利だと思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ

う
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う
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答

肯

定
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否

定
派

1,110    291       420       124       85         112       78         711       209
100.0    26.2      37.8      11.2      7.7        10.1      7.0        64.0      18.9

男　性 474 22.8 41.8 11.0 10.3 9.7 4.4 64.6 21.3
女　性 603 29.7 35.5 11.9 6.0 10.9 6.0 65.2 17.9
無回答 33 12.1 24.2 - - - 63.6 36.3 -
20歳代 81         38.3      28.4      9.9        3.7        7.4        12.3      66.7      13.6
30歳代 116       31.0      31.0      12.9      6.0        9.5        9.5        62.0      18.9
40歳代 194       27.3      40.2      13.4      8.8        5.2        5.2        67.5      22.2
50歳代 217       28.6      40.6      11.1      6.9        4.6        8.3        69.2      18.0
60歳代 202       25.2      40.6      8.9        7.9        13.9      3.5        65.8      16.8
70歳代以上 271       20.7      39.5      12.2      10.0      17.3      0.4        60.2      22.2
無回答 29         6.9        20.7      -            -            -            72.4      27.6      -
太宰府小学校区 176       34.1      35.8      13.6      5.7        5.1        5.7        69.9      19.3
太宰府東小学校区 103       25.2      37.9      13.6      7.8        9.7        5.8        63.1      21.4
太宰府南小学校区 81         11.1      40.7      13.6      9.9        17.3      7.4        51.8      23.5
水城小学校区 182       35.2      40.1      9.9        5.5        3.8        5.5        75.3      15.4
水城西小学校区 131       33.6      39.7      10.7      6.1        6.9        3.1        73.3      16.8
太宰府西小学校区 209       16.7      35.4      10.5      13.4      18.2      5.7        52.1      23.9
国分小学校区 128       21.1      45.3      12.5      5.5        12.5      3.1        66.4      18.0
わからない 72         33.3      33.3      6.9        6.9        12.5      6.9        66.6      13.8
無回答 28         7.1        14.3      -            3.6        -            75.0      21.4      3.6
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３９．市内の道路の円滑性に対する評価（問 55）

 道路の円滑性について『肯定派』が52.1％で、『否定派』（36.4％）より高い。 

市内の道路の円滑性に対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計）は 52.1％で、一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう思

わない」の合計）は 36.4％で、『肯定派』の方が『否定派』より高くなっている。 

性別にみると、『肯定派』は男性が 53.0％、女性が 53.1％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、すべての年代で『肯定派』の方が『否定派』より高くなっており、『肯定派』

が最も高いのは 60歳代（57.9％）となっている。 

小学校区別にみると、太宰府小学校区を除くすべての小学校区で、『肯定派』の方が『否定派』

よりも高くなっている。なお、太宰府小学校区の『否定派』は 52.8％となっている。 

問 55．あなたは市内の道路全般について、円滑に移動できると思いますか。（○は１つ） 

（％）

そ
う
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う
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ち
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肯
定
派

否
定
派

1,110    114       464       246       158       48         80         578       404
100.0    10.3      41.8      22.2      14.2      4.3        7.2        52.1      36.4

男　性 474 11.0 42.0 22.4 18.1 1.9 4.6 53.0 40.5
女　性 603 10.1 43.0 22.9 11.6 6.3 6.1 53.1 34.5
無回答 33 3.0 18.2 6.1 6.1 3.0 63.6 21.2 12.2
20歳代 81         17.3      39.5      12.3      12.3      6.2        12.3      56.8      24.6
30歳代 116       11.2      32.8      26.7      15.5      5.2        8.6        44.0      42.2
40歳代 194       12.9      38.7      24.2      16.0      2.1        6.2        51.6      40.2
50歳代 217       7.8        42.4      21.7      17.1      2.8        8.3        50.2      38.8
60歳代 202       9.4        48.5      21.8      11.4      5.9        3.0        57.9      33.2
70歳代以上 271       9.6        46.1      24.4      14.0      4.8        1.1        55.7      38.4
無回答 29         -            13.8      3.4        3.4        6.9        72.4      13.8      6.8
太宰府小学校区 176       8.0        28.4      25.0      27.8      5.1        5.7        36.4      52.8
太宰府東小学校区 103       8.7        39.8      19.4      19.4      4.9        7.8        48.5      38.8
太宰府南小学校区 81         12.3      45.7      23.5      8.6        2.5        7.4        58.0      32.1
水城小学校区 182       14.3      45.1      18.7      13.7      2.2        6.0        59.4      32.4
水城西小学校区 131       13.0      46.6      26.7      7.6        3.1        3.1        59.6      34.3
太宰府西小学校区 209       11.5      50.7      19.6      8.6        3.8        5.7        62.2      28.2
国分小学校区 128       4.7        50.0      24.2      12.5      5.5        3.1        54.7      36.7
わからない 72         11.1      26.4      27.8      16.7      12.5      5.6        37.5      44.5
無回答 28         -            14.3      7.1        3.6        -            75.0      14.3      10.7

標
本

数

全  体

性
別

年

代

別

小

学
校
区

別
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４０．外出時の移動手段（問 56）

 日頃の外出時の交通手段は「自家用車」（58.6％）が最も高い。 

外出時の移動手段について、日頃の外出時における交通手段は、「自家用車」（58.6％）が最

も高くなっている。次いで「徒歩」（8.2％）、「自転車」（5.5％）、「鉄道」（4.4％）、「路線バス」

（1.4％）、「コミュニティバス（まほろば号）」（0.6％）の順となっている。 

過去調査結果と比較すると、「自家用車」は令和 3年度調査より 6.6 ポイント減少している。 

性別にみると、男女とも「自家用車」が最も高くなっているが、男性は 67.5％、女性は

53.6％と男女に差がみられる。 

年代別にみると、すべての年代で「自家用車」が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で「自家用車」が最も高くなっている。なお、「自家

用車」が最も高いのは国分小学校区（67.2％）となっている。 

問 56．あなたは日頃、どのような手段で外出しますか。（2つ以上あるときは主なもの 1つ） 

（％）

徒

歩

自

転
車

自

家
用

車

鉄

道

コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

バ

ス
（

ま
ほ

ろ

ば

号
）

路

線
バ

ス

タ

ク
シ
ー

そ

の
他

無

回
答

1,110   91        61        651      49        7          16        3          13        219
100.0   8.2       5.5       58.6     4.4       0.6       1.4       0.3       1.2       19.7

男　性 474 5.3 5.3 67.5 3.8 0.2 0.6 - 1.1 16.2
女　性 603 10.6 6.0 53.6 5.1 1.0 2.0 0.5 1.3 19.9
無回答 33 6.1 - 24.2 - - 3.0 - - 66.7
20歳代 81        9.9       18.5     34.6     8.6       2.5       3.7       -           2.5       19.8
30歳代 116      9.5       5.2       61.2     6.0       -           0.9       -           0.9       16.4
40歳代 194      5.7       5.2       68.0     4.6       -           0.5       -           0.5       15.5
50歳代 217      5.1       5.5       63.1     6.9       -           1.4       0.5       1.4       16.1
60歳代 202      7.9       4.5       58.4     3.5       1.0       0.5       -           2.5       21.8
70歳代以上 271      12.2     3.3       58.7     1.5       1.1       2.6       0.7       0.4       19.6
無回答 29        3.4       -           20.7     -           -           -           -           -           75.9
太宰府小学校区 176      11.4     5.1       53.4     6.8       1.1       -           -           1.1       21.0
太宰府東小学校区 103      5.8       6.8       55.3     4.9       -           3.9       1.0       1.9       20.4
太宰府南小学校区 81        4.9       7.4       58.0     -           -           4.9       1.2       2.5       21.0
水城小学校区 182      8.2       4.9       61.5     8.2       0.5       0.5       0.5       1.1       14.3
水城西小学校区 131      7.6       9.2       58.0     5.3       -           -           -           -           19.8
太宰府西小学校区 209      5.7       2.4       65.6     1.9       1.0       2.9       -           1.0       19.6
国分小学校区 128      6.3       6.3       67.2     1.6       1.6       -           -           0.8       16.4
わからない 72        20.8     6.9       50.0     5.6       -           1.4       -           2.8       12.5
無回答 28        3.6       -           21.4     -           -           -           -           -           75.0

標
本

数

全  体

性

別

年
代

別

小
学

校
区
別
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４１．日頃の買い物場所（問 57）

 日頃買い物する場所は「太宰府市」（59.4％）が最も高い。 

日頃主に買い物する場所について、「太宰府市」（59.4％）が最も高く、全体の約６割を占め

ている。次いで、「筑紫野市」（19.4％）、「大野城市」（5.0％）、「福岡市」（3.3％）の順となっ

ている。 

性別にみると、「太宰府市」は、男性が 60.8％、女性が 60.0％で男女に大きな差はみられな

い。 

年代別にみると、すべての年代で「太宰府市」が最も高くなっており、次いで、「筑紫野市」

が高くなっている。 

小学校区別にみると、太宰府南小学校区を除くすべての小学校区で「太宰府市」が最も高く

なっている。なお、太宰府南小学校区は「筑紫野市」（63.0％）が最も高くなっている。 

問 57．あなたは日頃、主にどこで買い物していますか。（○は１つ） 

（％）

太
宰

府
市

福
岡

市

筑
紫

野
市

春
日

市

大
野

城
市

那
珂

川
市

宇
美

町

そ
れ

以
外

の
市

町
村

無
回

答

1,110 659 37 215 15 56 1 9 8 110
100.0 59.4 3.3 19.4 1.4 5.0 0.1 0.8 0.7 9.9

男　性 474 60.8 3.2 20.3 1.5 5.9 - 1.1 0.6 6.8
女　性 603 60.0 3.5 19.6 1.3 4.5 0.2 0.7 0.8 9.5
無回答 33 27.3 3.0 3.0 - 3.0 - - - 63.6
20歳代 81       35.8 13.6 25.9 - 3.7 - - 3.7 17.3
30歳代 116     48.3 5.2 24.1 3.4 5.2 - - 0.9 12.9
40歳代 194     58.2 3.1 18.6 3.1 6.7 - 1.5 - 8.8
50歳代 217     55.8 0.5 24.0 0.9 5.1 0.5 1.4 1.4 10.6
60歳代 202     68.8 4.0 17.8 0.5 2.5 - 0.5 0.5 5.4
70歳代以上 271     72.3 1.8 14.8 0.7 6.3 - 0.7 - 3.3
無回答 29       17.2 - 6.9 - 3.4 - - - 72.4
太宰府小学校区 176     63.1 4.0 15.9 0.6 0.6 - 4.5 1.1 10.2
太宰府東小学校区 103     52.4 3.9 34.0 - 1.0 - - - 8.7
太宰府南小学校区 81       22.2 2.5 63.0 - 1.2 - - - 11.1
水城小学校区 182     58.8 2.7 24.2 1.6 2.2 - - 1.6 8.8
水城西小学校区 131     71.8 3.8 11.5 0.8 4.6 - - - 7.6
太宰府西小学校区 209     71.8 2.9 6.7 3.8 6.7 0.5 - 0.5 7.2
国分小学校区 128     58.6 4.7 9.4 0.8 20.3 - - 1.6 4.7
わからない 72       63.9 1.4 20.8 1.4 2.8 - 1.4 - 8.3
無回答 28       14.3 3.6 3.6 - 3.6 - - - 75.0

標
本

数

全  体

性

別

年
代
別

小
学
校

区
別



第２章 調査結果の分析 

- 80 - 

４２．歴史・文化遺産に対する評価（問 58）

 市の歴史文化遺産を誇りに思っている人は87.1％となっている。 

歴史文化遺産に対する評価について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）は 87.1％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう

思わない」の合計）は 5.6％となっており、『肯定派』が約９割を占め、高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『肯定派』令和 3年度調査より 2.2 ポイント減少している。 

性別にみると、『肯定派』は、男性が89.3％、女性が88.2％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、すべての年代で『肯定派』が８割を超えており、特に70歳代以上（94.4％）、

60 歳代（92.6％）の割合が高くなっている。 

小学校区別にみると、『肯定派』は水城西小学校区（92.3％）が最も高くなっている。一方、

『否定派』が最も高いのは国分小学校区（7.8％）となっている。 

問 58．あなたは市内の歴史・文化遺産を誇りに思いますか。（○は 1つ） 

（％）

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
そ

う

思
う

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
そ

う

思
わ

な
い

そ
う

思
わ

な

い 無
回

答

肯
定

派

否
定

派

1,110 584       383       41         21         81         967       62
100.0 52.6      34.5      3.7        1.9        7.3        87.1      5.6

男　性 474 51.7 37.6 4.0 2.1 4.6 89.3 6.1
女　性 603 54.9 33.3 3.6 1.8 6.3 88.2 5.4
無回答 33 24.2 12.1 - - 63.6 36.3 -
20歳代 81         55.6      25.9      2.5        3.7        12.3      81.5      6.2
30歳代 116       51.7      28.4      9.5        0.9        9.5        80.1      10.4
40歳代 194       57.2      29.9      4.1        3.1        5.7        87.1      7.2
50歳代 217       48.8      38.2      3.7        0.9        8.3        87.0      4.6
60歳代 202       55.0      37.6      2.5        2.0        3.0        92.6      4.5
70歳代以上 271       54.2      40.2      2.6        1.5        1.5        94.4      4.1
無回答 29         13.8      10.3      -            3.4        72.4      24.1      3.4
太宰府小学校区 176       59.1      30.7      2.8        1.7        5.7        89.8      4.5
太宰府東小学校区 103       59.2      31.1      1.0        1.0        7.8        90.3      2.0
太宰府南小学校区 81         43.2      45.7      2.5        1.2        7.4        88.9      3.7
水城小学校区 182       57.7      30.8      4.4        1.1        6.0        88.5      5.5
水城西小学校区 131       61.8      30.5      2.3        2.3        3.1        92.3      4.6
太宰府西小学校区 209       47.8      42.6      1.9        1.4        6.2        90.4      3.3
国分小学校区 128       50.8      38.3      7.0        0.8        3.1        89.1      7.8
わからない 72         38.9      33.3      12.5      9.7        5.6        72.2      22.2
無回答 28         17.9      7.1        -            -            75.0      25.0      -

標
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数

全  体

性
別
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代

別
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学
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区

別
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４３．本市の日本遺産や市民遺産に対する認知度（問 59）

 本市の日本遺産や市民遺産について知っている人は48.8％となっている。 

本市の日本遺産や市民遺産に対する認知度について、『知っている』（「知っている」と「日本

遺産については知っている」と「市民遺産については知っている」の合計）は 48.8％となって

いる。一方、『知らない』は 43.2％となっている。 

性別にみると、「両方知っている」は男性（17.1％）の方が女性（15.4％）より高くなっている。 

年代別にみると、「両方知っている」が最も高いのは、70 歳代以上（19.9％）で、次いで、20

歳代（19.8％）となっている。 

小学校区別にみると、「両方知っている」が最も高いのは、太宰府東小学校区（21.4％）と

なっている。 

問 59．あなたは本市の日本遺産や市民遺産についてご存知ですか。（○は 1 つ） 

（％）

両
方
知
っ

て

い
る

日
本
遺
産
に

つ
い
て
は

知
っ

て
い
る

市
民
遺
産
に

つ
い
て
は

知
っ

て
い
る

ど
ち
ら
も
知

ら
な
い

無
回
答

1,110 178       305       59         480       88
100.0 16.0      27.5      5.3        43.2      7.9

男　性 474 17.1 28.5 5.3 44.3 4.9
女　性 603 15.4 27.7 5.3 44.3 7.3
無回答 33 12.1 9.1 6.1 9.1 63.6
20歳代 81         19.8      24.7      1.2        42.0      12.3
30歳代 116       17.2      27.6      4.3        41.4      9.5
40歳代 194       13.4      26.8      4.1        49.0      6.7
50歳代 217       15.2      25.3      3.7        47.0      8.8
60歳代 202       14.4      33.7      4.5        43.1      4.5
70歳代以上 271       19.9      28.4      10.0      39.9      1.8
無回答 29         -            3.4        3.4        20.7      72.4
太宰府小学校区 176       17.0      22.7      6.8        47.2      6.3
太宰府東小学校区 103       21.4      24.3      2.9        43.7      7.8
太宰府南小学校区 81         14.8      28.4      3.7        45.7      7.4
水城小学校区 182       19.8      29.1      4.9        38.5      7.7
水城西小学校区 131       17.6      28.2      7.6        42.7      3.8
太宰府西小学校区 209       14.4      33.0      5.7        39.7      7.2
国分小学校区 128       14.1      26.6      4.7        51.6      3.1
わからない 72         9.7        30.6      2.8        51.4      5.6
無回答 28         -            7.1        7.1        10.7      75.0

年
代
別

小
学
校
区
別

標
本
数

全  体

性
別
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４４．観光客の来訪に対する評価（問 60）

 観光客の来訪について好ましいと思っている人は80.4％となっている。 

観光客の来訪について、『好ましい』（「地域の活気や発展につながり、好ましいと思う」と

「どちらかといえば好ましいと思う」の合計）は 80.4％で約８割を占めている。一方、『好まし

くない』（「ごみや渋滞などが発生し、好ましくないと思う」と「どちらかといえば好ましくな

いと思う」の合計）は 12.1％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『好ましくない』は過去５年間の調査で減少傾向となっているも

のの、『好ましい』は令和 3年度調査より 2.1 ポイント減少している。 

性別にみると、『好ましい』は、男性が 81.6％、女性が 81.9％で男女に大きな差はみられな

い。 

年代別にみると、『好ましい』が最も高いのは、70 歳以上（85.6％）で、次いで、20 歳代

（83.9％）となっている。 

小学校区別にみると、『好ましい』が最も高いのは、水城西小学校区（91.6％）となっている。 

問 60．あなたは市内に多くの観光客が訪れることについて、どのように思いますか。（○は 1 つ） 

（％）

地

域

の

活

気

や

発

展

に

つ

な

が

り
、

好

ま

し

い

と

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

好

ま

し

い

と

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

好

ま

し

く

な

い

と

思

う

ご

み

や

渋

滞

な

ど

が

発

生

し
、

好

ま

し

く

な

い

と

思

う

無
回
答

好
ま
し

い

好
ま
し

く

な

い

1,110 527             365             40               94               84         892       134
100.0 47.5            32.9            3.6              8.5              7.6        80.4      12.1

男　性 474 48.7 32.9 4.2 9.3 4.9 81.6 13.5
女　性 603 48.1 33.8 3.3 8.1 6.6 81.9 11.4
無回答 33 18.2 15.2 - 3.0 63.6 33.4 3.0
20歳代 81         58.0            25.9            1.2              2.5              12.3      83.9      3.7
30歳代 116       56.0            20.7            3.4              9.5              10.3      76.7      12.9
40歳代 194       50.5            30.4            3.1              10.3            5.7        80.9      13.4
50歳代 217       44.2            35.5            3.2              8.3              8.8        79.7      11.5
60歳代 202       47.5            34.7            4.0              10.9            3.0        82.2      14.9
70歳代以上 271       44.3            41.3            5.2              7.4              1.8        85.6      12.6
無回答 29         17.2            6.9              -                 3.4              72.4      24.1      3.4
太宰府小学校区 176       45.5            26.1            4.5              17.6            6.3        71.6      22.1
太宰府東小学校区 103       50.5            27.2            4.9              9.7              7.8        77.7      14.6
太宰府南小学校区 81         45.7            35.8            6.2              4.9              7.4        81.5      11.1
水城小学校区 182       46.7            35.2            2.7              9.3              6.0        81.9      12.0
水城西小学校区 131       53.4            38.2            2.3              2.3              3.8        91.6      4.6
太宰府西小学校区 209       52.2            34.9            2.4              4.3              6.2        87.1      6.7
国分小学校区 128       50.8            36.7            3.9              4.7              3.9        87.5      8.6
わからない 72         34.7            36.1            5.6              18.1            5.6        70.8      23.7
無回答 28         14.3            7.1              -                 3.6              75.0      21.4      3.6

標
本
数

全  体
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代

別

小
学
校
区

別
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４５．本市の観光に必要なこと（問 61）

 本市の観光に必要なことは、「宿泊施設」（44.7％）が最も高い。 

本市の観光に必要なことについて、「宿泊施設」（44.7％）が最も高くなっている。次いで、

「道路整備」（44.2％）、「駐車場整備」（31.6％）、「飲食施設」（30.7％）の順となっている。 

過去調査結果と比較すると、「宿泊施設」は令和 3年度調査より 1.3 ポイント増加している。 

性別にみると、「宿泊施設」は男女とも同率（45.6％）で、その他の「飲食施設」と「市内交

通機関」を除くすべての項目で男性の方が女性より高くなっている。 

年代別にみると、40 歳代と 50 歳代を除くすべての年代で「宿泊施設」が最も高くなっている。

なお、40歳代と 50歳代では「道路整備」が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、太宰府小学校区を除くすべての小学校区で「宿泊施設」が最も高く

なっている。なお、太宰府小学校区は「道路整備」（63.1％）が最も高くなっている。 

問 61．あなたは今後の本市の観光に何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
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（％）

宿
泊
施
設

道
路
整
備

駐
車
場
整
備

飲
食
施
設

市
内
交
通
機

関 特
産
品

Ｐ
Ｒ

無
回
答

1,110 496       491       351       341       319       242       230       43
- 44.7      44.2      31.6      30.7      28.7      21.8      20.7      3.9

男　性 474 45.6 51.5 34.0 30.0 26.2 23.0 23.2 5.1
女　性 603 45.6 39.8 30.8 32.7 31.3 21.6 19.1 3.0
無回答 33 15.2 21.2 12.1 6.1 18.2 9.1 15.2 3.0
20歳代 81         39.5      35.8      30.9      33.3      32.1      17.3      21.0      2.5
30歳代 116       50.9      46.6      32.8      41.4      25.0      22.4      17.2      1.7
40歳代 194       41.8      45.4      38.1      39.2      39.7      23.7      21.6      3.1
50歳代 217       43.8      46.1      27.6      32.3      33.2      26.7      19.8      3.7
60歳代 202       43.6      40.1      32.2      28.7      26.7      22.3      21.8      7.4
70歳代以上 271       50.6      49.8      31.7      21.8      21.8      18.1      22.9      3.3
無回答 29         13.8      13.8      10.3      10.3      6.9        13.8      6.9        3.4
太宰府小学校区 176       39.2      63.1      34.7      32.4      28.4      18.8      10.8      4.0
太宰府東小学校区 103       52.4      50.5      29.1      35.0      27.2      28.2      22.3      4.9
太宰府南小学校区 81         39.5      38.3      30.9      25.9      27.2      19.8      19.8      6.2
水城小学校区 182       48.9      38.5      28.6      33.0      25.8      20.3      21.4      3.3
水城西小学校区 131       46.6      42.0      31.3      31.3      35.1      26.7      29.0      2.3
太宰府西小学校区 209       49.8      35.9      36.4      27.3      29.2      23.0      24.9      3.8
国分小学校区 128       43.8      43.0      27.3      37.5      28.9      22.7      21.9      1.6
わからない 72         37.5      51.4      37.5      27.8      34.7      18.1      18.1      8.3
無回答 28         14.3      17.9      14.3      3.6        10.7      7.1        7.1        3.6

標
本
数

全  体

性
別

年
代
別

小

学
校
区
別
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４６．姉妹都市、友好都市締結の認知度（問 62）

 本市の姉妹都市・友好都市締結については約５割が「どれも知らなかった」と回答してい
る。 

本市の姉妹都市・友好都市締結の認知度について、「扶餘郡との姉妹都市締結は知っていた」

（25.2％）が最も高く、次いで「多賀城市との友好都市締結は知っていた」（19.7％）、「奈良市

との友好都市締結は知っていた」（19.1％）、「中津市との友好都市締結は知っていた」（13.9％）

の順となっている。なお、「どれも知らなかった」は 50.5％となっている。 

過去の調査結果と比べると、令和3年度調査から「多賀城市との友好都市締結は知っていた」

は 5.7 ポイント、「中津市との友好都市締結は知っていた」は 2.4 ポイント減少している。 

問 62．あなたは本市が大韓民国扶餘
プ ヨ

郡
グン

と姉妹都市を、奈良県奈良市と宮城県多賀城市 

および大分県中津市とは友好都市をそれぞれ締結していることをご存じでしたか。 

（○はいくつでも） 
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性別にみると、いずれの都市との締結においても女性の方が認知度の割合が高くなっている。 

年代別にみると、いずれの都市との締結においても 70 歳代以上の認知度の割合が最も高く

なっている。なお、「どれも知らなかった」は 30歳代（64.7％）が最も高くなっている。 

小学校区別にみると、「扶餘郡との姉妹都市締結は知っていた」は太宰府西小学校区、「奈良

市との友好都市締結は知っていた」は国分小学校区、「多賀城市との友好都市締結は知っていた」

は太宰府小学校区、「中津市との友好都市締結は知っていた」は太宰府東小学校区がそれぞれ最

も高くなっている。 

（％）

扶

餘

郡
と

の

姉

妹

都

市
締

結

は

知
っ

て
い

た

奈

良

市
と

の

友

好

都

市
締

結

は

知
っ

て
い

た

多

賀

城
市

と

の

友

好

都
市

締

結

は

知
っ

て

い

た

中

津

市
と

の

友

好

都

市
締

結

は

知
っ

て
い

た

ど

れ

も
知

ら

な

か
っ

た

1,110 280           212           219           154           561
- 25.2          19.1          19.7          13.9          50.5

男　性 474 24.5 16.2 19.8 13.3 53.4
女　性 603 26.5 21.9 20.4 14.9 49.9
無回答 33 12.1 9.1 6.1 3.0 21.2
20歳代 81         18.5          21.0          9.9            7.4            55.6
30歳代 116       14.7          13.8          6.9            11.2          64.7
40歳代 194       21.1          20.6          24.2          14.9          51.5
50歳代 217       23.5          19.4          24.0          10.6          50.7
60歳代 202       30.7          13.9          15.8          12.4          54.0
70歳代以上 271       33.9          24.7          26.2          21.0          42.8
無回答 29         6.9            6.9            3.4            3.4            20.7
太宰府小学校区 176       19.3          20.5          27.3          17.0          50.0
太宰府東小学校区 103       33.0          22.3          20.4          21.4          40.8
太宰府南小学校区 81         17.3          14.8          13.6          13.6          56.8
水城小学校区 182       16.5          21.4          24.7          15.4          54.9
水城西小学校区 131       32.8          22.1          20.6          11.5          51.9
太宰府西小学校区 209       41.1          15.3          16.3          13.9          41.6
国分小学校区 128       24.2          25.8          23.4          11.7          53.1
わからない 72         5.6            8.3            2.8            4.2            81.9
無回答 28         14.3          7.1            3.6            3.6            10.7

標

本

数

全  体

性

別

年

代
別

小

学

校
区

別
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４７．自治会活動・校区自治協議会活動への参加状況（問 63）

 自治会活動に参加しているのは28.6％となっている。 

 20歳代は他の年代に比べて参加率が極めて低い。 

自治会活動・校区自治協議会活動への参加状況について、『参加派』（「積極的に参加している」

と「どちらかといえば参加している」の合計）は 28.6％となっている。一方、『不参加派』（「参

加していない」と「どちらかといえば参加していない」の合計）は 63.9％で、『不参加派』の方

が『参加派』より高くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『参加派』は令和 3年度調査より 5.1 ポイント減少している。 

性別にみると、『参加派』は男性が 28.9％、女性が 29.5％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、『参加派』は、70 歳代以上（40.9％）が最も高くなっている。また、20 歳

代は『参加派』（6.2％）が極めて低くなっている。 

小学校区別にみると、『参加派』は、太宰府西小学校区（39.2％）が最も高くなっている。一

方、『参加派』が最も低くなっているのは、水城小学校区（24.7％）となっている。 

問 63．あなたは自治会活動及び小学校区自治協議会活動に参加していますか。（○は１つ） 

（％）

参

加

し
て

い
る

ど

ち

ら
か

と
い

え

ば

参
加

し
て

い

る

ど

ち

ら
か

と
い

え

ば

参
加

し
て

い

な

い

参

加

し
て

い
な

い 無

回

答

参

加

派

不

参

加
派

1,110 151       166       138       572       83         317       710
100.0 13.6      15.0      12.4      51.5      7.5        28.6      63.9

男　性 474 12.9 16.0 11.4 55.1 4.6 28.9 66.5
女　性 603 14.6 14.9 13.4 50.4 6.6 29.5 63.8
無回答 33 6.1 - 9.1 21.2 63.6 6.1 30.3
20歳代 81         2.5        3.7        7.4        72.8      13.6      6.2        80.2
30歳代 116       7.8        8.6        5.2        69.0      9.5        16.4      74.2
40歳代 194       15.5      16.0      11.9      51.0      5.7        31.5      62.9
50歳代 217       9.2        18.4      11.1      53.0      8.3        27.6      64.1
60歳代 202       15.3      13.9      16.3      51.0      3.5        29.2      67.3
70歳代以上 271       21.0      19.9      17.0      40.6      1.5        40.9      57.6
無回答 29         6.9        -            -            20.7      72.4      6.9        20.7
太宰府小学校区 176       15.3      10.2      13.6      55.1      5.7        25.5      68.7
太宰府東小学校区 103       14.6      18.4      11.7      48.5      6.8        33.0      60.2
太宰府南小学校区 81         18.5      19.8      13.6      40.7      7.4        38.3      54.3
水城小学校区 182       11.0      13.7      13.2      56.0      6.0        24.7      69.2
水城西小学校区 131       11.5      17.6      16.0      51.9      3.1        29.1      67.9
太宰府西小学校区 209       16.7      22.5      11.5      42.6      6.7        39.2      54.1
国分小学校区 128       13.3      13.3      11.7      58.6      3.1        26.6      70.3
わからない 72         8.3        1.4        8.3        73.6      8.3        9.7        81.9
無回答 28         3.6        -            3.6        17.9      75.0      3.6        21.5

標

本
数

全  体

性

別

年
代

別

小

学

校
区

別
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４８．ボランティア活動への参加状況（問 64）

 ボランティア活動に参加しているのは12.1％となっている。 

ボランティア活動への参加状況について、『参加派』（「積極的に参加している」と「どちらか

といえば参加している」の合計）は 12.1％となっている。一方、『不参加派』（「参加していない」

と「どちらかといえば参加していない」の合計）は 80.4％で、『不参加派』が約８割を占め、高

くなっている。 

過去の調査結果と比べると、『不参加派』は令和 3年度調査から 2.7 ポイント減少している。 

性別にみると、『参加派』は、男性が12.9％、女性が12.3％で男女に大きな差はみられない。 

年代別にみると、『参加派』は 70 歳代以上（19.6％）で最も高くなっている。 

小学校区別にみると、『参加派』が最も高いのは水城西小学校区（15.3％）、次いで、太宰府

西小学校区（14.9％）となっている。 

問 64．あなたは自治会活動以外(問 63 以外)のボランティア活動に参加していますか。 

（○は１つ） 

（％）

参

加
し

て

い
る

ど

ち
ら

か

と
い

え

ば
参

加

し
て

い

る

ど

ち
ら

か

と
い

え

ば
参

加

し
て

い

な
い

参

加
し

て

い
な

い 無

回
答

参

加
派

不

参
加

派

1,110 68         67         98         795       82         135       893
100.0 6.1        6.0        8.8        71.6      7.4        12.1      80.4

男　性 474 5.7 7.2 10.8 71.7 4.6 12.9 82.5
女　性 603 6.8 5.5 7.6 73.6 6.5 12.3 81.2
無回答 33 - - 3.0 33.3 63.6 - 36.3
20歳代 81         6.2        3.7        2.5        75.3      12.3      9.9        77.8
30歳代 116       3.4        3.4        6.0        77.6      9.5        6.8        83.6
40歳代 194       4.1        6.2        9.8        74.2      5.7        10.3      84.0
50歳代 217       3.7        5.5        9.2        73.3      8.3        9.2        82.5
60歳代 202       6.4        6.4        9.9        73.8      3.5        12.8      83.7
70歳代以上 271       11.1      8.5        11.1      67.9      1.5        19.6      79.0
無回答 29         -            -            -            27.6      72.4      -            27.6
太宰府小学校区 176       6.3        5.7        8.5        73.9      5.7        12.0      82.4
太宰府東小学校区 103       8.7        3.9        7.8        72.8      6.8        12.6      80.6
太宰府南小学校区 81         6.2        6.2        7.4        72.8      7.4        12.4      80.2
水城小学校区 182       4.9        7.7        8.2        73.1      6.0        12.6      81.3
水城西小学校区 131       6.1        9.2        9.2        72.5      3.1        15.3      81.7
太宰府西小学校区 209       7.2        7.7        15.3      62.7      7.2        14.9      78.0
国分小学校区 128       6.3        3.9        5.5        81.3      3.1        10.2      86.8
わからない 72         4.2        -            4.2        86.1      5.6        4.2        90.3
無回答 28         -            3.6        -            21.4      75.0      3.6        21.4

標
本

数

全  体

性
別

年

代

別

小
学

校

区
別
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４９．市民と行政との情報共有（問 65）

 市民と行政との情報共有ができているかについて『否定派』が 53.6％で、『肯定派』

（38.2％）より多い。 

市民と行政との情報共有について、『肯定派』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）は 38.2％となっている。一方、『否定派』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう

思わない」の合計）は 53.6％で、『否定派』の方が『肯定派』より高くなっている。 

性別にみると、『肯定派』は女性（40.1％）の方が男性（37.1％）より高くなっている。 

年代別にみると、いずれも『否定派』の方が『肯定派』より高くなっており、『否定派』が最

も高いのは 30歳代（60.4％）となっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『否定派』の方が『肯定派』よりも高くなってお

り、最も高いのは国分小学校区（64.9％）となっている。一方、『肯定派』が最も高いのは太宰

府西小学校区（45.4％）となっている。 

問 65．あなたは市民と行政とがお互いに情報を共有できていると思いますか。（○は 1つ） 

（％）

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

肯

定

派

否

定

派

1,110 42         382       408       186       92         424       594
100.0 3.8        34.4      36.8      16.8      8.3        38.2      53.6

男　性 474 4.2 32.9 37.1 20.7 5.1 37.1 57.8
女　性 603 3.6 36.5 38.0 14.1 7.8 40.1 52.1
無回答 33 - 18.2 9.1 9.1 63.6 18.2 18.2
20歳代 81         3.7        35.8      34.6      13.6      12.3      39.5      48.2
30歳代 116       1.7        27.6      30.2      30.2      10.3      29.3      60.4
40歳代 194       3.1        30.4      40.7      19.6      6.2        33.5      60.3
50歳代 217       4.1        32.7      39.6      14.3      9.2        36.8      53.9
60歳代 202       4.5        36.1      40.6      14.9      4.0        40.6      55.5
70歳代以上 271       4.4        43.2      35.1      14.0      3.3        47.6      49.1
無回答 29         3.4        3.4        10.3      10.3      72.4      6.8        20.6
太宰府小学校区 176       5.7        31.8      38.1      18.2      6.3        37.5      56.3
太宰府東小学校区 103       1.9        34.0      39.8      15.5      8.7        35.9      55.3
太宰府南小学校区 81         3.7        39.5      35.8      13.6      7.4        43.2      49.4
水城小学校区 182       4.9        35.2      35.2      17.0      7.7        40.1      52.2
水城西小学校区 131       5.3        36.6      37.4      16.0      4.6        41.9      53.4
太宰府西小学校区 209       3.8        41.6      37.8      9.6        7.2        45.4      47.4
国分小学校区 128       0.8        30.5      43.0      21.9      3.9        31.3      64.9
わからない 72         2.8        26.4      30.6      33.3      6.9        29.2      63.9
無回答 28         -            7.1        7.1        10.7      75.0      7.1        17.8

標

本
数

全  体

性
別

年

代

別

小

学
校

区

別
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５０．本市が発信している情報を得ている媒体（問 66）

 本市が発信している情報を得ている媒体は「広報だざいふ」が77.4％となっている。 

本市が発信している情報を得ている媒体について、「広報だざいふ」が 77.4％で最も高く、次

いで、「LINE」（32.5％）、「ホームページ」（23.9％）の順となっている。一方、「情報を得てい

ない」は 6.2％となっている。 

性別にみると、上位3項目のうち、「広報だざいふ」、「LINE」は女性の方が高く、「ホームペー

ジ」は男性の方が高くなっている。 

年代別にみると、すべての年代で「広報だざいふ」が最も高くなっている。また、「広報だざ

いふ」では 70 歳代以上（93.0％）、「LINE」では 40 歳代（45.4％）、「ホームページ」では 50 歳

代（30.4％）がそれぞれ高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で「広報だざいふ」が最も高くなっている。 

問 66．あなたはどのような媒体で本市が発信している情報を得ていますか。（○はいくつでも） 

（％）

広

報
だ

ざ

い
ふ

Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

ｄ

ボ
タ

ン

Ｔ

ｗ
ｉ

ｔ

ｔ
ｅ

ｒ

Ｆ

ａ
ｃ

ｅ

ｂ
ｏ

ｏ
ｋ

Ｙ

ｏ
ｕ

Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ

そ

の
他

情

報
を

得

て
い

な
い

1,110 859 361 265 34 18 12 10 7 69
- 77.4 32.5 23.9 3.1 1.6 1.1 0.9 0.6 6.2

男　性 474 75.3 29.7 24.3 2.3 1.3 1.7 0.8 0.8 8.2
女　性 603 81.3 35.8 24.0 3.8 2.0 0.5 0.8 0.5 5.0
無回答 33 36.4 12.1 15.2 - - 3.0 3.0 - -
20歳代 81 49.4 34.6 16.0 - 3.7 - - 1.2 19.8
30歳代 116 64.7 31.0 25.9 1.7 4.3 - - 0.9 12.1
40歳代 194 75.3 45.4 25.8 0.5 2.1 2.1 1.0 - 6.2
50歳代 217 76.5 41.0 30.4 6.0 2.3 1.8 1.4 0.5 6.0
60歳代 202 85.1 30.7 27.2 4.5 0.5 1.0 1.5 0.5 4.5
70歳代以上 271 93.0 20.7 17.7 3.3 - 0.7 0.7 1.1 1.8
無回答 29 27.6 6.9 10.3 - - - - - -
太宰府小学校区 176 77.3 29.0 26.7 3.4 1.7 0.6 - 0.6 8.5
太宰府東小学校区 103 84.5 23.3 26.2 5.8 2.9 - 1.0 1.0 2.9
太宰府南小学校区 81 75.3 32.1 21.0 2.5 - 2.5 - 2.5 7.4
水城小学校区 182 78.6 40.1 26.4 3.8 1.6 2.2 2.2 0.5 6.6
水城西小学校区 131 82.4 36.6 23.7 3.1 - 0.8 0.8 - 6.1
太宰府西小学校区 209 80.4 33.0 23.9 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 5.3
国分小学校区 128 80.5 41.4 19.5 3.1 3.1 1.6 0.8 - 3.1
わからない 72 63.9 20.8 22.2 5.6 5.6 - 1.4 1.4 13.9
無回答 28 25.0 7.1 14.3 - - - - - -
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５１．行政情報の接触状況（問 67）

①「広報だざいふ」の閲読状況

「広報だざいふ」の閲読率は76.5％となっている。 

「広報だざいふ」について、『閲読率』（「いつも読んでいる」と「たまに読んでいる」の合計）

は 76.5％となっている。一方、『非閲読率』（「読まない」と「ほとんど読まない」の合計）は

15.3％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『閲読率』は令和 3年度調査から 1.7 ポイント減少している。 

性別にみると、『閲読率』は、女性（80.3％）の方が男性（74.7％）より高くなっている。 

年代別にみると、年代が上がるにつれて『閲読率』が高くなっており、70 歳代以上では

91.6％となっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で『閲読率』は７割を超えており、太宰府東小学校

区（85.5％）が最も高くなっている。 

問 67．あなたは｢広報だざいふ」を読んだり（パソコン、タブレット、スマートフォンでの閲覧

を含む）、「太宰府市ホームページ」を見たりしていますか。（○はそれぞれ 1 つ） 

（％）

い

つ

も
読

ん

で

い
る

た

ま

に
読

ん

で

い
る

ほ

と

ん
ど

読

ま

な
い

読

ま

な
い

無

回

答

閲

読

率

非

閲

読
率

1,110 479 370 87 83 91 849 170
100.0   43.2 33.3 7.8 7.5 8.2 76.5 15.3

男　性 474 39.7 35.0 8.4 10.5 6.3 74.7 18.9
女　性 603 47.1 33.2 7.6 5.5 6.6 80.3 13.1
無回答 33 21.2 12.1 3.0 - 63.6 33.3 3.0
20歳代 81        17.3 27.2 17.3 24.7 13.6 44.5 42.0
30歳代 116      26.7 36.2 10.3 16.4 10.3 62.9 26.7
40歳代 194      36.1 39.7 10.8 7.2 6.2 75.8 18.0
50歳代 217      41.5 34.1 7.4 6.9 10.1 75.6 14.3
60歳代 202      45.0 41.1 5.0 5.4 3.5 86.1 10.4
70歳代以上 271      66.1 25.5 4.8 1.5 2.2 91.6 6.3
無回答 29        13.8 10.3 3.4 - 72.4 24.1 3.4
太宰府小学校区 176      41.5 35.2 10.2 6.3 6.8 76.7 16.5
太宰府東小学校区 103      50.5 35.0 3.9 3.9 6.8 85.5 7.8
太宰府南小学校区 81        43.2 33.3 11.1 6.2 6.2 76.5 17.3
水城小学校区 182      47.8 31.9 5.5 7.1 7.7 79.7 12.6
水城西小学校区 131      41.2 39.7 8.4 6.9 3.8 80.9 15.3
太宰府西小学校区 209      46.4 34.4 3.8 7.2 8.1 80.8 11.0
国分小学校区 128      48.4 31.3 9.4 7.0 3.9 79.7 16.4
わからない 72        19.4 30.6 19.4 23.6 6.9 50.0 43.0
無回答 28        17.9 3.6 3.6 - 75.0 21.5 3.6
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数
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②「太宰府市ホームページ」の閲覧状況

「太宰府市ホームページ」の閲覧率は38.9％となっている。 

「太宰府市ホームページ」について、『閲覧率』（「いつも見ている」と「たまに見ている」の

合計）は 38.9％となっている。一方、『非閲覧率』（「見ていない」と「ほとんど見ていない」の

合計）は 46.9％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『閲覧率』は令和 3年度調査から 9.8 ポイント減少している。 

性別にみると、『閲覧率』は女性（40.3％）の方が男性（38.6％）より高くなっている。 

年代別にみると、『閲覧率』が最も高くなっているのは、50歳代（47.5％）となっている。 

小学校区別にみると、『閲覧率』が最も高いのは、水城小学校区（45.6％）となっている。一

方、『非閲覧率』が最も高いのは、太宰府小学校区（52.8％）となっている。 

問 67．あなたは｢広報だざいふ」を読んだり（パソコン、タブレット、スマートフォンでの閲覧

を含む）、「太宰府市ホームページ」を見たりしていますか。（○はそれぞれ 1 つ） 

※「見ることができない」は、R1 年度調査より除外された項目

5.2 
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H30年度調査
（N＝521）

R1年度調査
（N＝524）

R2年度調査
（N＝591）

R3年度調査
（N＝1,062）

R4年度調査
（N＝1,110）

凡例

たまに

見ている

いつも

見ている

ほとんど

見ていない 無回答

見たことが

ない

閲覧率
非閲覧

率

見ることが

できない

38.9 46.9

48.7 44.5

29.8 52.6

31.4 57.3

28.0 62.7

（％）

い
つ
も
見

て
い
る

た
ま
に
見

て
い
る

ほ
と
ん
ど

見
て
い
な

い 見
た
こ
と

が
な
い

無
回
答

閲
覧
率

非
閲
覧
率

1,110 53 379 310 211 157 432 521
100.0 4.8 34.1 27.9 19.0 14.1 38.9 46.9

男　性 474 5.9 32.7 28.5 21.1 11.8 38.6 49.6
女　性 603 4.1 36.2 28.2 18.2 13.3 40.3 46.4
無回答 33 - 18.2 15.2 3.0 63.6 18.2 18.2
20歳代 81 1.2 19.8 48.1 17.3 13.6 21.0 65.4
30歳代 116 1.7 35.3 33.6 17.2 12.1 37.0 50.8
40歳代 194 - 41.2 39.2 11.9 7.7 41.2 51.1
50歳代 217 5.1 42.4 28.1 12.0 12.4 47.5 40.1
60歳代 202 6.4 36.1 22.3 20.8 14.4 42.5 43.1
70歳代以上 271 9.6 26.9 18.1 31.0 14.4 36.5 49.1
無回答 29 - 13.8 3.4 6.9 75.9 13.8 10.3
太宰府小学校区 176 3.4 31.3 29.5 23.3 12.5 34.7 52.8
太宰府東小学校区 103 4.9 35.9 24.3 21.4 13.6 40.8 45.7
太宰府南小学校区 81 4.9 32.1 22.2 24.7 16.0 37.0 46.9
水城小学校区 182 4.9 40.7 28.6 15.9 9.9 45.6 44.5
水城西小学校区 131 6.1 38.2 34.4 15.3 6.1 44.3 49.7
太宰府西小学校区 209 4.3 36.8 26.8 14.4 17.7 41.1 41.2
国分小学校区 128 8.6 25.8 28.1 22.7 14.8 34.4 50.8
わからない 72 - 31.9 34.7 26.4 6.9 31.9 61.1
無回答 28 3.6 14.3 3.6 3.6 75.0 17.9 7.2

性
別

年
代
別

小
学
校
区
別

標
本
数

全  体



第４節 日頃の暮らし、行動について 

- 93 - 

５２．市議会が発信している情報を得ている媒体（問 68）

 市議会が発信している情報を得ている媒体は「広報だざいふ」が69.5％となっている。 

市議会が発信している情報を得ている媒体について、「広報だざいふ」が 69.5％で最も高く、

次いで、「LINE」（11.8％）、「ホームページ」（9.0％）の順となっている。一方、「情報を得てい

ない」は 16.8％となっている。 

性別にみると、上位3項目のうち、「広報だざいふ」、「LINE」は女性の方が高く、「ホームペー

ジ」は男性の方が高くなっている。 

年代別にみると、すべての年代で「広報だざいふ」が最も高くなっている。また、「広報だざ

いふ」では 70 歳代以上（88.2％）、「LINE」では 20 歳代と 40 歳代（同率 16.0％）、「ホームペー

ジ」では 60 歳代（12.4％）がそれぞれ高くなっている。一方、「情報を得ていない」は 20 歳代

（44.4％）が特に高くなっている。 

小学校区別にみると、すべての小学校区で「広報だざいふ」が最も高くなっている。 

問 68．あなたはどのような媒体で市議会が発信している情報を得ていますか。（○はいくつでも） 

（％）

広

報
だ

ざ
い

ふ

Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

ｄ

ボ
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ｉ
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ｒ

Ｙ
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ｅ

Ｆ

ａ
ｃ

ｅ
ｂ

ｏ

ｏ
ｋ

そ

の
他

情

報
を

得
て

い

な
い

1,110 771 131 100 11 9 8 4 14 187
- 69.5 11.8 9.0 1.0 0.8 0.7 0.4 1.3 16.8

男　性 474 66.2 10.3 10.8 1.1 1.1 0.8 0.8 1.9 21.5
女　性 603 73.8 13.3 7.6 1.0 0.7 0.7 - 0.8 14.1
無回答 33 36.4 6.1 9.1 - - - - - -
20歳代 81 30.9 16.0 11.1 - 3.7 - - 1.2 44.4
30歳代 116 53.4 11.2 9.5 0.9 1.7 1.7 - 0.9 27.6
40歳代 194 67.0 16.0 5.7 - 1.0 - 1.0 - 20.6
50歳代 217 68.7 10.6 8.8 0.9 0.5 0.9 0.5 0.5 16.1
60歳代 202 78.7 9.4 12.4 1.5 - 1.5 - 1.0 12.4
70歳代以上 271 88.2 11.4 8.5 1.8 0.4 0.4 0.4 3.3 6.6
無回答 29 24.1 3.4 6.9 - - - - - 3.4
太宰府小学校区 176 68.8 14.2 8.5 1.7 1.1 0.6 - 1.1 16.5
太宰府東小学校区 103 75.7 7.8 10.7 1.9 - 1.0 - 1.9 15.5
太宰府南小学校区 81 74.1 11.1 11.1 1.2 - - - 1.2 16.0
水城小学校区 182 69.2 11.5 8.8 1.6 1.6 - 0.5 0.5 17.0
水城西小学校区 131 67.9 12.2 9.9 - 0.8 0.8 0.8 1.5 21.4
太宰府西小学校区 209 74.2 11.5 8.6 - 0.5 0.5 0.5 1.4 14.8
国分小学校区 128 76.6 16.4 6.3 - 0.8 3.1 0.8 1.6 10.9
わからない 72 51.4 6.9 9.7 2.8 1.4 - - 1.4 34.7
無回答 28 25.0 7.1 10.7 - - - - - -

年

代
別

小

学
校

区
別

標

本
数

全  体

性
別

69.5 

11.8 

9.0 

1.0 

0.8 

0.7 

0.4 

1.3 

16.8 

0 20 40 60 80 100

広報だざいふ

ＬＩＮＥ

ホームページ

ｄボタン

Ｔｗｉｔｔｅｒ

ＹｏｕＴｕｂｅ

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

その他

情報を得ていない

R4年度調査（N＝1,110）

（％）

【回答はいくつでも】



第２章 調査結果の分析 

- 94 - 

５３．市議会情報の接触状況（問 69）

①「太宰府市議会だより」の閲読状況

「太宰府市議会だより」の閲読率は54.6％となっている。 

「太宰府市議会だより」について、『閲読率』（「いつも読んでいる」と「たまに読んでいる」

の合計）は 54.6％となっている。一方、『非閲読率』（「読まない」と「ほとんど読まない」の合

計）は 36.4％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『非閲読率』は令和 3年度調査から 4.0 ポイント減少している。 

性別にみると、『閲読率』は女性（56.6％）の方が男性（54.0％）より高くなっている。 

年代別にみると、『閲読率』が最も高くなっているのは、70 歳代以上（75.3％）となっている。

一方、『非閲読率』が最も高いのは、20歳代（60.5％）で、次いで、30歳代（55.2％）となって

いる。 

小学校区別にみると、『閲読率』が最も高いのは、水城小学校区（62.7％）となっている。一

方、『非閲読率』が最も高いのは、水城西小学校区（42.0％）となっている。 

問 69．あなたは「太宰府市議会だより」を読んだり（パソコン、タブレット、スマートフォン

での閲覧を含む）、「太宰府市議会ホームページ」を見たりしていますか。（○はそれぞれ

１つ） 

（％）

い

つ
も
読

ん

で
い
る

た

ま
に
読

ん

で
い
る

ほ

と
ん
ど

読

ま
な
い

読

ま
な
い

無

回
答

閲

読
率

非

閲
読
率

1,110 203 403 176 227 101 606 403
100.0   18.3 36.3 15.9 20.5 9.1 54.6 36.4

男　性 474 19.4 34.6 14.8 23.6 7.6 54.0 38.4
女　性 603 18.1 38.5 17.6 18.6 7.3 56.6 36.2
無回答 33 6.1 21.2 - 9.1 63.6 27.3 9.1
20歳代 81        4.9 19.8 19.8 40.7 14.8 24.7 60.5
30歳代 116      7.8 25.9 20.7 34.5 11.2 33.7 55.2
40歳代 194      15.5 30.9 20.6 25.8 7.2 46.4 46.4
50歳代 217      19.4 39.6 15.7 14.7 10.6 59.0 30.4
60歳代 202      15.3 44.6 15.3 20.3 4.5 59.9 35.6
70歳代以上 271      31.0 44.3 11.1 10.3 3.3 75.3 21.4
無回答 29        10.3 3.4 3.4 10.3 72.4 13.7 13.7
太宰府小学校区 176      14.2 38.1 20.5 18.8 8.5 52.3 39.3
太宰府東小学校区 103      21.4 40.8 15.5 13.6 8.7 62.2 29.1
太宰府南小学校区 81        22.2 32.1 11.1 24.7 9.9 54.3 35.8
水城小学校区 182      22.0 40.7 11.0 17.0 9.3 62.7 28.0
水城西小学校区 131      15.3 38.9 16.8 25.2 3.8 54.2 42.0
太宰府西小学校区 209      19.6 40.7 15.8 16.3 7.7 60.3 32.1
国分小学校区 128      22.7 34.4 18.8 20.3 3.9 57.1 39.1
わからない 72        6.9 16.7 22.2 47.2 6.9 23.6 69.4
無回答 28        10.7 7.1 - 7.1 75.0 17.8 7.1

年
代
別

小
学
校
区

別

全  体

性
別

標
本
数



第４節 日頃の暮らし、行動について 

- 95 - 

②「太宰府市議会ホームページ」の閲覧状況

「太宰府市議会ホームページ」の閲覧率は15.0％となっている。 

「太宰府市議会ホームページ」について、『閲覧率』（「いつも見ている」と「たまに見ている」

の合計）は 15.0％となっている。一方、『非閲覧率』（「見ていない」と「ほとんど見ていない」、

「見ることができない」の合計）は 71.0％となっている。 

過去の調査結果と比べると、『閲読率』は令和 3年度調査から 2.1 ポイント減少している。 

性別にみると、『閲覧率』は、男性（17.3％）の方が女性（13.4％）より高くなっている。 

年代別にみると、『閲覧率』は 70 歳代以上（19.6％）が最も高くなっている。一方、『非閲覧

率』が最も高いのは、40歳代（82.5％）となっている。 

小学校区別にみると、『閲覧率』が最も高いのは、水城小学校区（18.6％）、次いで、太宰府

南小学校区（18.5％）となっている。一方、『非閲覧率』が最も高いのは太宰府小学校区

（76.2％）となっている。 

問 69．あなたは「太宰府市議会だより」を読んだり（パソコン、タブレット、スマートフォン

での閲覧を含む）、「太宰府市議会ホームページ」を見たりしていますか。（○はそれぞれ

１つ） 

（％）

い
つ
も
見

て
い
る

た
ま
に
見

て
い
る

ほ
と
ん
ど

見
て
い
な

い 見
た
こ
と

が
な
い

無
回
答

閲
覧
率

非
閲
覧
率

1,110 20 146 254 534 156 166 788
100.0 1.8 13.2 22.9 48.1 14.1 15.0 71.0

男　性 474 1.9 15.4 25.7 44.7 12.2 17.3 70.4
女　性 603 1.8 11.6 21.2 52.6 12.8 13.4 73.8
無回答 33 - 9.1 12.1 15.2 63.6 9.1 27.3
20歳代 81 - 11.1 14.8 61.7 12.3 11.1 76.5
30歳代 116 0.9 12.9 22.4 53.4 10.3 13.8 75.8
40歳代 194 - 9.8 27.3 55.2 7.7 9.8 82.5
50歳代 217 1.4 14.3 24.0 45.6 14.7 15.7 69.6
60歳代 202 3.0 13.4 25.2 45.0 13.4 16.4 70.2
70歳代以上 271 3.7 15.9 21.8 44.6 14.0 19.6 66.4
無回答 29 - 6.9 3.4 13.8 75.9 6.9 17.2
太宰府小学校区 176 1.1 9.1 23.9 52.3 13.6 10.2 76.2
太宰府東小学校区 103 1.9 12.6 23.3 48.5 13.6 14.5 71.8
太宰府南小学校区 81 3.7 14.8 21.0 45.7 14.8 18.5 66.7
水城小学校区 182 2.7 15.9 22.0 49.5 9.9 18.6 71.5
水城西小学校区 131 0.8 16.8 22.1 51.9 8.4 17.6 74.0
太宰府西小学校区 209 2.4 13.9 23.4 45.5 14.8 16.3 68.9
国分小学校区 128 1.6 12.5 27.3 43.8 14.8 14.1 71.1
わからない 72 - 6.9 23.6 61.1 8.3 6.9 84.7
無回答 28 - 14.3 3.6 7.1 75.0 14.3 10.7
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